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巻首図版 2. カイジ浜貝塚(S~ll) の空中与具1977年 4 月撤影
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巻首図版 3.カイジ浜貝塚の上空と海 1-.からの近絨



巻首図版 4. . I・ 段 ：カイジ浜から望む小浜島と西1{島
ド段 ：カイジ浜貝塚近屈（東側よリ望む）



晶

疇鴫鵬■-雫

、 ＇`・ベ.・ . 

｀ 

rし．▼

.
C
、.兄り

-
I
'

令
4
J・ヽヽ
‘‘

ふ
ご
．
，
；
羹
ー
[

文

5-[.9
亙

ゃ
f¢‘
、し

ふ`↑、ふ足r~』
;f̂
 

i

山[Q
 

g
 

↓
g
、an] 

一疇・

~ ; .. ,, 
'・

I!!! 

，
 

皿

工百図



巻首図版6 -I・ 段 ：カイジ浜貝塚第4I杓a1i'liの状況（南側より望む）
・ ド段 ：カイジ浜貝塚第 3陪l面の状況（東側より望む）
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巻首図版10. : 
I・ 段 ：01メ検出の石圃いの追構（束側よリ.::11む）
ト段 ：発掘調ff状況（南側より望む）
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巻首図版15.鉄釘（船釘）と石器





序文

本報糾・内は竹富，1;、か桔l追路建設＿丁．事に伴う埋蔵文化財 「カイジ浜具坂」の緊、忽発掘調介ミの

内容を記録したものであります。

さて、近年の諸間発の中で、本県の地理的条件を活か したリゾート 1月係などの観光開発や

追路建設なとの交通網の照備は急速に進んできております。このような状況は八重111地域で

も額著に詔められ増加しております。これに伴い文化財に閃する協議 ・調整も多くなってき

ております。

このような状況は当初から予想され、当教育委員会でも八重山地域の追跡分布謂l1fを実施

してきたところであります。

竹鈷島は同指定重如W,形民族文化財のHl-f取、県指；ピ史跡の西塘御狐や蔵元跡、国指定屯

裳伝統的建造物群保{"f地域として古い牒村集落の漿観を良くとどめています。

この，I,、しにもリゾートや竹富島— ·周逍路建設などが計plij されました。 竹富島 ·},'i]追路建設. ,:

事は11(1和61年1如から建設「事が着．「．されました。その_1::J;:のi立中に竹富，i,',jの（ム水にある沿i'I!.

村追跡が発見されました。祈り！村逍跡の発掘調介は11(1オ1161年度から昭和63年度までの期間で

実施された経緯があります。

この佐Ir用村辿跡の発掘調1tWJ/I\J 中 に ·/,'.']道路 ~(j·11 hj f、足地の延恥り'/¥分へ範/JI、1確認仙l介を行っ

たと:.7: っ新たに 「コンドイ l!Jぶ」が発見されま したが発掘，Uo¥J1tを実施した結果、 「コンドイ

貝塚」の西側にも新たに追跡が発見されたため、「カイジ浜貝塚」と命名しま した。

今l国の発掘，ij,¥j介に対しても芍教有委員会としては、迫路の設叶変史やー「事の.l:iよなどにつ

いても幾炭となく協議や調格を実施いたしましたが、やむを得ず1記録保{{のi,ui/(','. をとること

になった次第であります。

今回の，VM介によって、 「カイジ浜貝塚」からは今から1,000年前の仕],,;跡や具J琢などの他に

12/11: 紀-16111.紀の追物が発見されました。これによ って古い八和11の社会と文化の様相が・

培明らかになるとともに、これまでに例のない士器が二.・三刑式確認され、八訊111の紺年/ijf

究や今後の諸研究に多大なる成果を与えるものと確1,¥するものであ ります。

本叩，り1が近隣における諸11}]発社[thjの協議 ．，淵格などの責村に脊するとともに、学術研究

ならびに文化財保泄思想の研揚はもとより、さらに多方面に活用されることを期待いたしま

す。

平成 6年 3 JJ 

沖縄児教脊委員会

教frk 麻，陽 1[-+ 
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1. 本雑告晋は平成 3 年 • 平成4年度に尖施した 「カイジ浜貝塚」緊急発掘調1fの成果を収

録したものである。

2. 発掘調1tは「竹窟島ー）古j迫路建設工事」に伴うもので、県士木建築部からの分任により

県教育委貝会が実施した。

3. カイジ浜具塚は調1tの結果、無土器の貝塚部分と土器を伴う集落部分が重なっているこ

とが判明した。

4. 発掘調査にあたっては竹富町教育委員会並びに石垣市教育委員会の協力を載いた。

5. 本書に使用した地形図 (
250.000 50.000 

）及び航空写真 (COK-77-4C20-1 -4) 

は国土地理院発行のものを使用した。 また、竹忘町役場発行の地形図 （
10.000 

） も使用

した。

6. 発掘調介で出土した各脊料の同定並びに分析については下記の方々によ りました。記し

て謝意を述べます。

猷 ・ 魚骨……… • •金十浩昌 （早稲田大学考古学研究室）

ー、ー
，

煩・・・・・・・・・・ 9 ・馬住耐.:....:. （千葉県立中央脚物館動物課技師）

鉄製品・・・・・・・・・・..大澤花己 （たたら研究会 九）+I委貝）

絣日鉄八幡 TAC技術試験センター

+
i
 

器・・...….... 金武正紀 （那：術市教育委員会 文化諜主幹）

追

石

構....・・・・・..江上幹幸 (W山学院大学史学研究室講師）

悩…·…… • •大城逸朗 （県立北中城高怜学校教煩）

なお、獣 ・f.仕骨、n類、鉄製品の同定並びに分析の結果については諸先生より王稿を！！易っ

た。記して御礼q,しあげます。

7. 調査指祁 ・助告については下記の方々の協力を得ま した。記して謝烈を表わしたい。

文化9ず記念物課 主任調1t'1¥

沖縄国際大学 教授

琉球大学 助教授

鎌介考古学研究所所艮

沖縄県立図判濯噴料編M革

那覇市教脊委員会文化諜

石煩市教有委員会

岡村道雄

,¥':j'g屈'd:,rj

池IJI栄史

手塚直樹

主幹

王幹

安担.i伽j沿．

金武正紀

阿利而治 ・ート地

竹富町教育委日会

北谷町教育委貝会

具志川市教宥委員会

陶芸家

陶芸家

仲盛

中村

大城

沈

敦

,,,,. 
.;!., 

勘l.!! せ足

J、th

傑

孝

松島朝義

s. n吐しだ介料及び本柑作成の記録類は、全て沖縄県教宥委員会において保管してあ ります。



9. 本舟の執喰は下記のとおりである。

金城亀位・ • 第 1章 1・2、弟 I.U殆、第lV布、第W咽、第¥ll章

iJI城久,,,子..第 1・序 3、第 ll衆、第w-0:

金—f 名';- ,',,... 第＼＇索 2

.'.l.¥ii.: ID! 寸ニ・..第¥'1や］

大澤 l卜＊．己 ・・・付編 （竹;•i;島カイジ祇貝JゑIi',上鉄器及び周辺辿跡出土辿物の金／成学的調1n

岸木義彦・・・付編 （コンドイ辿佑〔第 2号〕）

10. 土器の部位名称などについては、下図のとお りである。 また、土器の尖測については、

個々の特徴が良く、観察できる存J;分を図化した。

ロ唇部

- - ~ 
内面—7~--I 

_( -- -
＼ 

／ -
酷積み跡（粘土接合箇所）

0 IQcm 

11. 上器の器illi,i/,¥]賂は、下図のような表現方法を採用した。悩111i;iJ,',j格の判らないものについ

ては＇ノ町 I(1'1抜き ）で衣わした。 また、都合によって拓本を採用したものもある
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12. 土器の把手などについての計測部位などについては下図のとおりに尖施した。

□□ニ □ロ

把手の場合

外耳の場合

13. 本告で使用した八煎111考古編年は、発枷濯見介の成果 （新型式の土器や1悦位的I/¥J迎など）

から都合」••、 1 989年 4 月 22 日 に沖縄県立柚物館講座 （第175回 ） で金武Jf紀氏によって発

表した紺年と 199]年lOJJ12日に名護市史セミナー （琉球史フォーラム考古学の時代区分）

で金武tF紀氏が円発表した編年に晶づして記述を行なっているので、これを参照されたい。

14. 本判の編集は，烏袋存災氏の協力を得て、金城亀佑が行なった。

15. 逍物の写具撮影は上）t,(明氏を中心に瑞炭屁尚美 ・疋奇秤恵子 ・金城亀信が補位して行

なった。
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第 I章調査に至る経緯

1 . 調査に至る経緯

竹富，1:.';は竹富町に所屈し八屯111観光の拠1,',i:であるい」l(市の,h西、 6.5kmに｛立i?,:する布人島である V i,'!. 1i1i: 
．，．， 

は北綽2-118"56'、東経12..J06"0-I'に位iii,'する （第 lJ-x.JJ 竹鈷，局の内側から小浜，烏 ・1JL1表島のイfA, 烏と！！！「；人

島の祉；弥l~J島を望むことが出来る 。 また、 1対西側からは黒,1:、; • 新城島を招むことが出未る （第 2・3図）。

ィ社・1(.1ルからt1n:,;,烏までは定期船や邸速船が「lに 5・6回肛疫往復し、r9i・Jil時間が]5分前後を裳してしヽる。

気似は温佑•に屈するか、 海洋の影籾を受 1 ナやすしヽ •II情丸ヽ；；｝洵•洋'l"I気候である

気温や湿疫の年｝店は小さくて、年間降雨：1:: は多いようである。

•島の人 11 は 1914 年 (k11-: 3年）から1993年 （平成 5年） までの80年間の1ff移を第 l表に不した3

島の面柏は5.4 lknf、i/lj:作線延長9.15km、，島の），';JI川は8.33畑である。島で最も此iしヽl'i:はンプフル 1了：と小城

盛であり、し、づれも20mf悼炭である （第4 ・51・1.1)。

この、島の地質は、先第二系古期宕煩に屈し、，烏の中央祁ではチャートを王とし、 （et宕がはさまれている。

この礫宕にはチャート以外に(i少宕が認められ、 iilii者の宕イ］を主休に構成されてしヽる_, ,I.',)の北岬付近では

砂石と粘板宕の Ii./,;,)があり、粘板内は千枚宕様をしめしているようである この古期宕類は，烏の）く部分で

俯四系の坑f求伍1火府に投われてし、て、ほとんど地衣に｝柑11l11していない。11とも枡しい地l,;r,:は，i:.りの周辺に輻

I 00 111 ,f'度で僻:j)¥に島を収りなくように分布する・1;:;lJi統の社j・)!JJ(i少Ir砂 IVi・現111:サンゴ@)If:柏物 ・ビーチ

ロックなどがあり、祈期(i少11:(i少/,;,・iは茄球石｝火'.I:・の・izJ/11(11 、1人に高さ~ - ;-i Illで分布する 、一 の新期砂 1了：砂l,;•1

のJlf払 II、『代は元祈W後期のl. 000-2 . 000年 1lii とさ ~L てしヽる 。

この，I,',;の利鳳神話に西Jt'/1270年煩に他金殿という領主が沖縄本島から氏 R集l・llで初めて設来し、，烏の

北端に/i'(iiりする北岬のイシャーグチ付近に加It奇II.(村） を剖建して、そこに 「イ(:1皮ii:戸」を掘り出し''"-活

の拠、,.'.(とした。この他金殷に次しヽて根Jり消l殿 （屈久島設未）・［）遠、化重 （沖縄本島ii如~() ・ +=本節比 （ 久
応‘，屁l文米） ．幻 I¥]JJ;(発 （沖縄,:,昇1文末） ・Jiut川りi(徳之，,:,)渡末）の 6名を如とする集団が渡米し、この，烏に

6ヶ所の村を創建したと伝えられる。 6ヶ村の縄張り （士地・ iiuー）の分配が始まり、論，，氏のなかで他金殷

ば十．地の配分を希望せず、 iliJの分配を多くしてもらい、，qの東海に近い小字化城l県に糾里村から移似し、

そこに化城の城を梨き城主に収まった。 この他金殿が、竹富，,:,)の名,iiiの由未とな っている仏;fくもあるよう

である。

竹箱，島の追跡としては、，烏の北束側からf}j-I札村辿跡 ・小城盛辿跡 （町指定） • 竹富lげ家 ・化城村跡 （化

城城跡） ．邪見視城逍跡 ・ンブフル追跡 ・フージャヌクミ逍跡 ・コンドイ貝塚 ・カイジ浜貝塚 ・カイジ村

跡の10 ヶ所が確認されてしヽる （第 5 図 ）。 島の追跡は早稲Ill編年の第—Hn (下IllIJ;(式 I灌怜）を除しヽ て、各II、¥

期がそろっている。特に吊稲111編年の第二期の追跡が多い。 この島での本格的な発掘，翡間は1986年 （昭和

61年）-1988年 (ll(j和63年）に丈施されたi:1i111. 村追跡であり、島の •周線追路建設1::: ]i.に伴う緊急発掘，凋

1tであった。祈里村逍跡は竹紅島ii民並びに東麻 ・沖縄本，烏 ．伍J-1(の竹・;;¥・・タJ!j;友会を初めとする辿跡1呆介述

動が始まり、当初 1乃定の四路を追跡北側に変史させ、逍跡は1呆作された。また、逍跡としても保存も良く、

八和IIの考古学研究に石を投じた社叫．村式 I灌芯などの重災な発見が相次いだ。

本辿趾の発見は、 1988年 2J]に竹富，,:,) -周追路建設I:'jfに伴う試掘，Vi¥J1庁ぐ発見さオした。当初、コンドイ

- 5 -



第1表 人口の椎移（各年疫とも12月末現在『竹富IIIJ,lill30年のあゆみJとrt'J麻Ill](平成3年度竹面lllf勢要＇品 ）』を基に作成）

西 l仔 （邦肝） 人 「I(人） 西 l仔 （邦肝） 人 口 （人） 西 l伶 （邦l仔） 人 11 (人）
• 一

1914年 （大布 3年） 5.662 1941年 (II({和16年） 9,335 1968年 (ll({t1143年） 6,242 

1915年(,, 4年） 5.924 1912年 (,, 17年） 9,240 1969年 （ク 44年） 5 .945 

1916年 (,, 5年） 6,074 1943年(,, 18年） 8.990 1970年 (// 45年） 5.060 

1917年 （ク 6年） 6.302 1944年 (,, 19年） 8.610 1971年(,, 46年） 4、597

1918年 (,, 7年） 6.384 1945年 (,,20年） 8.978 1972年 (,, 47年） 3.944 

1919年 ('l 8年） 6.673 1946年 (,, 21年） 9.435 1973年(,, 48年） 3.643 

1920年 (,, 9年） 6.955 194 7年(,, 22年） 9、537 1974年 (,, 49年） 3.535 

1921年 （ク 10年） 6.955 1948年 (,, 23年） 9.765 1975年(,,,. 50年） 5,467 

1922年 (,, 11年） 6.987 1949年 (,, 24年） 9.780 1976年 (,, 51年） 3,332 

1923年 (,, 12年） 7. 117 1950年 (,, 25年） 9.908 1977年 (,, 52年） 3.328 

1924年 （ク 13年） 7,252 1951年（ク 26年） 9.954 1978年 (,, 53年） 3.384 

1925年（ヶ 14年） 7,/4]2 1952年（ク 27年） 9.958 1979年(,, 54年） 3.307 

1926年（昭和元年） 7.405 1953年 (,, 28年） 10.06] 1980年（ヶ 55年） 3.335 

1927年 (,, 2年） 7◆ 602 1954年 (,,, 29年） 9.510 1981年 (,,, 56年） 3.326 

1928年(,, 3年） 7.891 1955年 (,, 30年） 9.266 1982年(,,, 57年） 3,377 

1929年 (U{{fll4年） 8.081 1956ィF-(ll(j禾1131ィF-) 9,267 1983年 (U(j和58年） 3.407 

1930年 (,, 5年） 8.424 1957年 （ク 32年） 9.280 1984年(,, 59年） 314 
＇ 

1931年（ク 6年） 8.408 1958年（ク 33年） 9.262 1985年 (,, 60年） 307 

1932年 (,, 7年） 8,446 1959年 （ヶ 34年） 8.226 1986年 (,, 61年） 319 

1933年 (,, 8年） 8.525 1960年(,,35年） 8,260 1987年(,,, 62年） 308 

1934年 (,, 9年） 8,579 1961年(,, 36年） 8.561 1988年 (,, 63年） 304 

1935年 (,, 10年） 8,606 1962年 (,, 37年） 8,183 1989年（平成元年） 281 

1936年(,, 11年） 8.649 1963年 （ヶ 38年） 8.042 1990年（平成 2年） 272 

1937年 (,, 12年） 8.689 1964年 (,, 39年） 7,673 199]年 （平成 3年） 254 

1938年 (// 13年） 8,745 1965年 (,, 40年） 7.326 ]992年 （平成4年） 255 

1939年 (,, 11年） 9,237 1966年 （ク 41年） 6.889 1993年 （平成 5年） 269 

1940年 （ク 15年） 9.424 1967年 (,, 42年） 6.226 

貝塚と命名されていたが、発掘調介結呆、貝塚の中央部分が大規校な採砂 （長さ約150m X 111/,¥20 m 1iii後）

で、包含肘が途切れていたことから、コンドイ 貝塚とカ イジ浜貝塚に区別した。

参 考文献

・滝11 宏編 『沖縄八重山』校介沓尻 1960年。

・沖縄県教育委貝会 『沖縄県の辿跡分布』 1977年。

・沖縄児八重山支Jが 『八重UJ災rり 1981年。

・沖縄県教育委貝会 『竹窟町 ・与那国町の追跡J 1980年。
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No 遺 跡 名 No 遺 跨 名

A 西新里村遺舒 6 ンプフル遺踪
I 

B 東新里村遺跡 7 フージャヌクミ遺踏

2 竹百貝塚 8 コンドイ貝塚

3 小城盛遺防 カイジ村跡， 
4 花城村遺防 C カイジ浜貝塚

5 翌見親城選踪
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・木騎「[I子郎編 『坑球狐の地質誌』 沖縄タイムスH 1985年。

• 金武 1F紀 『新見村追跡の発枷濃Udfi;',・会』 竹紅公民館 1988年 2月 7日（『竹鈷，(jの歴史と民俗J に

再収録）。

・亀井秀一 rfJ笥島の歴史と民俗』 角川刈1占 1990年。

• 山城安生 「竹富島カイジ浜貝塚の発掘調1f概災」 『南島考古だより』 第47サ 沖縄考古学会 1993 

年6n。
• 竹富Ill]役場rtiJ為町 勢30年のあゆみ』1978年。

• 竹宜111r役場r竹富町』（平成 3年度竹甜町勢災覧） 1992年。

2. 調査の経過

発掘調吼tは第 1次と第 2次の発掘調介を行った。第 1次発掘調itは、 1991年 9月 9日～同年］］月 8日ま

で、実働日数41日間であった。第 2次発掘調Jtは、 1992年 9月 7日～同年11月8日 （実働口数35日間）ま

での本調wと1993年 2Jj 22日-2月27日 （尖働日数 6日間）の補足調介ミを人れて、 41日間であった。

発掘講崎府手以前から既にコーラル敷きの道路が、コンドイビーチから蔵元跡までの約300111が仮舗装

されていて、道路の縁石が両側に埋め込まれ、排水用のボックスが設似されていた （第 6図）。 調:Jltはコー

ラル）情を大）利翫機で除去することから始まった。 屯機による除去は緑石に沿って、Ii磁フじ跡側からコンドイ

ビーチ方向へ除去作業をBrl始した。その結果、約80111の地点から包含附が途切れていたので、島民から問

き取り泄崎を‘兵施したところ 、採砂：「事ですでに破壊されていたことが判った。

グリソト番りは巫機によるコーラル糸IJぎを行う前に道路の形状や迫路1/1/,¥に合わせて、南東隅を），し準とし

て4m区間で、 0区・ 1区・ 2区..…• と北側へ番号を冦した （第 7図）。各グリ ットの大きさは 4X 4 Ill Jji 

位である。

(A)第 1次発掘調介 (1991年 9)1 9日-11月sn l 

コンドイ貝塚として事業を1開始するが、採(i少による破壊のために貝塚が迎切れていたことから辿跡を二

つに分け、カイジ浜貝塚と命名した。迫蹄脇に茂ったなff序を刈り、グリットを設定する。その後、重機を

人れてコーラルを除去し、 1区、 2区、 3区から発掘を開始する。発掘の結果、第 2/,;,~ から卜閑砂の出土が

多くなってきた。 2区第 1・2,;z, から行飴，1;-文悶碗やビロースク式士器などが出士した。 1区から第 31悦

山府）が確認されたので、界1?:W]係を把梶する為、 3区の西硝沿いに幅50cm、長さ 2mの試掘砿を人れ

る。その結果、第2層下部と第 31料面に達して始めて安定した他合陪であることが確認され、貝殻を丁蔀

に検出する作尤に人いる。第 3罰は］区から3区に向かって砂の色介いが薄くなっていることが判明した

ので、貝塚の中心は、蔵元跡の前面にある1坊潮林一幣がf想されてきた。 3区は貝塚の木端部であること

も判ってきた。「UM介は主に 0区-3区の発掘に傾注しながら、 4区-JO区までを発掘した。調介期間中に

竹宜小中学校の児咆 • 生徒が付会科の投梨で体験学宵として発掘調介を行っている。この発掘調介で検出

された逍構は 0区から石間いの逍構 （近111:の生ゴミ人れ）、2・3区から掘建柱の建物、3区西1:;憫：近くで、

ストーンボイリングなどがあった。調介区にビニール ・シートを披せて、巫機で砂を）必して第 1次発掘調

介を終rした。

(B)第2次発掘調:ft(1992年 9月 7日-11月sn • 1993年 2月22日-2月27日）
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第 1次調究で埋め戻した砂の上には、雑草が茂っていた。先ずは発掘謳Utのウォーミングア ップを目的

に約50mの区間を刈り取る。次に裡め｝及した砂の除去を重機で、ビニールシートの直上まで砂を除去して

もらい、 0区-3区の第 3庖面の！！殻などの検出作菜に人いる。 2区の第 3屈 0-5 cmのレベルから鉄釘

が 1本検出された。第 3野は土器を伴わないことが、前回の調奔で把握していたので、，fl[f,土器期の鉄釘で

あることが確実となった。 また、 3区の西破側に人れてあった試掘砿内から検出されていたストーンボイ

リングを再確認し、 l•'A の検討を行う 。 この段階で、第 3 l1~ を除去すれば発掘を終「するものとある程度の

見通しを立てるが、調介の終盤で第 4料 b面から掘建柱の建物が検出された。

現場で図面作成の為に 1mx1rnの方眼枠を三組み作成しながら発掘調介を進行させていった。 6区第

2 r,,71下部から滑石製石鍋を校倣した祈見村式土器が出上したことにより、本貝塚は，f/lf.土悩期から士器の登

場する新里村式土器を包含する複合追跡であることが確認された。その他に12区からビロースク式士器や

鍔付の土器片などが出土した。調jf期間中、台風19号と22サが接近したが、現場への被布はなかった。

八重111土木事務所から技師が来島し、竹富島一}ti]線は県指定の蔵元跡まで今後、社1・111iiが延びない旨を伝

える。これは第 2次の発掘調介に府手する際に県」ご木建築部で、協議・調格を尖施した結果、担当諜・lもか

ら,pし出があったので、蔽終的な方向性を小したものと理解された。

〇区-22区までの発掘区間内に前機による試掘を行った。第 5/¥釘面から深さ250cmまで発掘したところ

最下1苦はビーチロックに近似する砂i\•1であることが判った。 この試掘結果で、他含培は確認されなかった。

〇区-3区第 4l'2) b而から検出された掘建柱の建物及び柱穴を実測し、写真撮影を行って埋め｝及した。

補足調Yrは、 1993年2月22日-2 Jl 271」までの 611111]実施した。l=I的はスカイ ・マスター（高所作業 Iド）

による高所からの追跡の写貞撮影である。初 l」は現協の現状を確認し 、写貞．」敢彩場所の乱11丈りを行う 。 3

日間目にして石虹島から1r物船に乗ってスカイ・マスターが辿ばれてきた。船の述h「lの関係で、 3日目

で使用することになった。スカイ ・マスターを使Jtlして1肌事調介を・/i::rする。

- 13 -



3. 調査体制

竹窟島一Ja"l道路建設T事（コンドイ浜～蔵元区間）の協議 ・ 調整から第 1 次 • 第2次までの発掘調壺体

制および調引t協力者は次のとおりである。

調w主休・・・・・・沖縄児教育委員会

教 育 長 ・・・・・・・・・・・・.. 池 田 光 男 (II{{和63年度）

，， …………•• 高良泊敏（半成元年度～平成 2年｝文）

ヶ …………•• 津留健二 （平成 3年度～平成 4年度）

，' ．．．．．．．．．．．．．． 嘉 I湯正寺 （平成 5年度）

文 化課課長 ……….....宜 保栄治郎 (UH和63年度～平成 3年度）

ク ・・・・・・・・・・・・.. 金 城 功 （平成 4年度）

，，， …・ ・・・・・・・・・・糸 数 兼 治 （平成 5年度）

文イヒ課長補佐 ・・・・・・・・・..... 当 間 郎 (Uf{和63年度）

，，， …………•• 平田輿 進 (llf1和63年度～平成元年度）

，，， .............. _L江洲 均 （平成 2年度）

,, ・・・・..……•• 伊 佐 襄 一（平成 2年度～平成 3年）虻）

/,, ・・・・・・・・・・・・・・ 知 念 勇 （平成 4年度～平成 5年度）

，，，， ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・J 11 満 成 （平成 4年度～平成 5年度）

調Jt事業業務

文 化振籾係長 ・..…….. ・・・仲星秤雄（昭和63年度～平成 2年度）

文化振興係 ・ 料理係長 …………•• 大村光 仁（平成 3年度～平成 5年度）

主 任 • ・・・・・・・・・・・・・ 岩 城 「i'i: -f (平成 4年度～平成 5年度）

主 事 ・・・・・・・・・・・・・・ 波 平 i.;£(昭和63年度～平成 2年度）

ケ ...... …..... 上原節子（昭和63年度～平成元年度）

,, ………….. !!H I至邦雄 （平成元年度～平成 2年度）

ヶ ...... …..... 新届昌 頼 （平成元年度～平成 3年）文）

，， .............. 1'i' 掛．富代 （平成元年度）

,, ……… …•• 伊 波 盛 治 （平成 3年度～平成 5年度）

,, ••• …….. ・・・ 玉村 良子 （平成 2年度～平成 4年度）

ヶ ...... …... ・・比 油， 美代子 （平成 3年度～平成 4年疫）

,, …………•• 上 l~\J 尚子 （平成 3年1虻～平成 4年度）

ヶ ・・・・・・・・・・・...新 垣 利 子 （平成 4年度～平成 5年／虻）

調壺事棠総括

王史跡幹・埋兼蔵文係化 長課 ...... …・・・・・ 安 型 /11¥ri] i'!/-(昭和63年度～平成 2年度）

文史跡化・ 名財勝 係・狸蔵長 ・・・・・・・・・・・・・・ 大 城 紐 （平成 2年度～平成 5年度）
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衛 （沖縄国際大学文学部社会学科教授）

呂（早稲田大学考古学研究室）

幸（行山学院大学史学研究室講師）

史（琉球大学法文学部助教授）

樹 （鎌介考古学研究所所長）

二（千葉県立中央博物館技師）

紀 （那覇市教育委員会文化課主幹）
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敦（竹富町教育委員会社会教育課主事補）

子 （知念村教育委員会社会教育課主事）
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発掘調査作業員 ・・・………•• 大正二郎、西表千代、諮盛利行、請盛用吉、

請盛ユキ、根原正全、新田長扶、根原エッ、

高那末子、束里成幸、東里玉江、川満 一美、

視盛絹江、西盛 芳、前本 武子、部木美枝子、

沿我大穂

発掘調査作業具 ・・・・・・...…•• 西平 剛（現玉城村教育委員会主事補）

及び調介協力 大城一成 （現糸満市教育委員会嘱託）

束門研治 （現具志川市教宥委員会臨時職員）

与那覇 岳 （沖縄国際大学考古学研究室）

渡久地正嗣 （ ,, 
） 

上原 久（ ，， 

仲 IIJJ 留美 （ /,, 

大島美智子 （ ，， 

西銘 章 （ ,, 

仲座久宜 （ ケ

北條真子（ ，， 

新城 恵 （ ，， 

ft 料整理作業は …………•• 島袋春美 ・瑞｝艇覧尚美 ・高良三千代 ・吉田 呂子

及 び 協 力 新垣ゆかり ・ 仲店雅見 • 新城さゆり ・小嶺 名子

石橋 朝子 ・備瀬枝美子 ・源河 秀子 ・ 座 l~\J味美津ーf

譜久村郁子 ・金武雅子 ・金城礼子 ・外問 峰子

川満芙賀子 ・玉寄智恵チ ・浜元 春江 ・池）東 直美

立津春枝 ・金城芙祈 ・石嶺真由美 ・岡村 綾子

城IMJ 桂子 ・比嘉三枝子・新垣千恵子 ・椅原美智子

山城 礼子 ・束江ますみ ・人城 狸子 ・山城つや千

大村Fl!芙子 ・当山 9必子 ・川上 益子 ・仲村 ‘常子

島 京美 • 閲窮 とり ・ •他見山小百合 ・ 比嘉昌子
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第II章遺跡の位置と環境

1 . 遺跡の位置と環境

竹富，烏は琉球列島のIt」端北綽24度 3分-251文25分、束経1221:i56分-12,11文20分の広い範1)11に大小31の

島々が点在する八m山講島の中の小，島である （第 2・3図）。

八重Lil訛,:.;の東端にある石桓島 （沖縄本島から411km、台泣から277km)と沖縄本，烏に次ぐ規松をもつ西

表島との間にあり 、イiJ-1(,1:.;の1h1叫約 6km に位 11•'i:する。

竹甜島は,M北 3km、東西 2km、)，',1!JI―18 . 33km 、 1(rif!'t5 . 4lk記の平均村'i ,•,':il0-20mの底平な島で、地質は先第

二系古期宕類Ni盤として、 J流球石灰岩がそれをイ湘冬合に股っている。島の周IHIはサンゴw,:が発逹し、島を

とりまく様に祈期砂l'i:/i少INが比邸 3-5 Illの邸さで分布してしヽる。

島の中央部には標翡zomのンブフル!,・.と呼ばれる1畝＇，は地があり、その北側に束部落、 114部落、 1H側には

仲筋の三 ヶ部落があり 、島の南側の大部分は牧楊として利用されている。

本貝版は八煎1l1HII竹宜Ill[特治1!;(932番地・，；作に所在する。西表島 ・閉島 .fli城，島を望むことができる，島の

西袖ry:;ドに接し、洵岸線から約 8m 、 t~{翡 3 Illの砂frに形成されている。本貝版の北側にはコンドイ貝塚、

束側にはカイジ村跡がある。 また本貝塚の後方には16il卜紀 0524年）にii"i:かれた八屯山の行政の拠．＇•りとな

る 「蔵｝じ跡」 （県指定文化財）と隣接して鍛冶瑞跡と（ムえられる御狐がある。

j,,J, 烏には祈発見の辿跡を含めて10ケ所の辿跡 （第5図）があり、，I,ヽ ｝の北側には12111:紀後 'l'-,--13111:紀の祈

叫す式士悩 ・ピロースク式」澤を伴う扉j!_村追跡があるが、それ以外のほとんどの追跡は，局の中央部付近

に位i在する。

jriJ島は古記録によると 〈武富邑〉〈,;;;.:叶l卜災邑〉などとあり、 lilt」寸使録には 〈逹奇炭奴〉 とも記されて

いる。また古米化仰の節い，息で28ケ所の御紐がある II lit~~ の9Jjか10月のrpqrの日から始まる釉取祭は国

の無形民俗文化財に指定されている。

参考文献

・木崎り'--i'・郎編『琉球狐の地質誌』沖縄タイムス・/'I: 1985年。

・亀井 秀 ー 『竹瓜島の歴史と民俗』角JII ,1「店 1990年

• 金武 正紀 『祈昆村逍跡の発掘，V,野吋附';-会』竹富公民館1988年 2月 7日 （『竹富，烏の歴史と民俗』 に再

収録）。
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第川章遺 跡

1 • 層序

兌掘調'.fl:は一周線追路部分について、0-21区までを設定して実施した。すでに道路T事のコーラルが

放き詰められていたため 、 17区以降21区までは正'ii~な鉱含脱は少なく 、18-21区までは採砂のl..りに撹乱を

うけている。また 0区では砂を漆喰状のもので固められた石枯みのシーリ （ごみ捨瑞）に よって..部破壊

されている。 9区-10区に機械による試掘を行なった結果、サンゴ陛や白砂を含めて第 5),j以下に 9枚の

J,;,'iが確認された。

籾 r:については 0-2区と 3区-21区に分けて記述を行なうが、 3区-21区においては 0-2区の第

3・1/i?iが欠洛していることが判明した。以下、各々については記辿する。（第811..I-第10図）。

（イ） 0-2区（第 8図）

表士1悦 一周線迫路 I~事の際のコーラルと白砂が敷き詰められている。培府は20cmを布する。

第 1/i-;!i 灰褐色砂陪で、近tll:の追物が出士する11-1表土で、わずかに＿十悩、,¥磁が出土する。

第21,:;-i 淡灰色砂陪で、西限では一部で欠落し、東1//では 3区の途中から見られる。培17は10-25cmを

・イiするが、 一部に深い裕ち込みが見られ、そこでは1ばさ30cmを布する。追物は少なくfllzかに士

悩と］＇［磁が出土する。

第31屈 II斉褐色砂陪で、西峨では 2区と 3区の境界付近から欠落し、東r:,況では 3区の途中から欠治する。

J,,1i/旱は15-30cmを布する。 1区では第 2/,;、・1からの洛ち込みの為に極端に薄くなる部分がある。

〇区に集中して炭が多く含まれる追物鉱含Iけである。掘建柱の建物 1棟、地炉 2品検出された。

鉄製船釘が出土した。0-3区令休に具殻が多く出士した。

第4培 a淡灰白色砂）沿で、M,:十器の/,;、かである。 3区を中心に 4区にまたがるストーンボイリングが検,'I',

された。陪／厚は10-20cmを1-1・する。石器、具製品が,'1',_I-.した。具殻は 1区と 3区に比較的多く

出士し付近にば焼けて変色したサンゴ礫や石灰宕がみられる。

第4培 b淡貸白色砂陪で、掘建柱の建物が2棟が検出された。r.;.111/.は25cmf前後を布する。

第 51悦 白砂陪で、砧本的に加泌物l•:01 で）\ ~ 「ぶ，＼は検出されていない。自然堆柏の白砂でサンゴ礫や貝殻

を含んでいる。）界）以は30cmを布する。

（口） 3 -2]区（第 9図）

表土罰 0-3区と同様に..周線道路．― , ~事の際のコーラルと砂が放き詰められている。料厚は15-25cm

を打する。18-21区の樅乱部分は、18区の西限側から21区の東枢側にかけ斜めに扶るように採

砂をうけ、暗褐色士や白砂がオllh.に人り乱れている。沖純1{陶悩や鉄筋人りのセメントなどが

埋土から出土する。

第 1/,;t,: 暗掲色砂罰で、近枇の追物が,'1',.:-1--.する旧表土である。わずかに＿十器が出土する。15区で羽I」が

出土した。

第2培 淡灰色砂陪で、陪J厚は 5-20cmを布する。列：IR逍構、地炉 2払、剥里村式土器、ビロースク式

土甘恰、外耳土器、白磁、青磁、姐忠器、褐釉陶器、石器、貝製品が/I',—j-_ した。
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第 9図 3区-21区の層序（東壁）
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第 5啓 白砂層で、基本的に無逍物陪で人工品の検出はない。4区の第 5層直上で地炉が1基検出され

た。石器が出土している。

（ハ） 9・10区の試掘琺 （第10同）

この試掘琺は第 5層以下の包含陪を確認する為に設定したもので、第 5層而からの試掘砿で、最上部で、

幅 2m、長さ 5m、最下部で、幅1.5m、長さ70cmであった。第5層面からの深さは250cm程度である。第

5陪から下には逍物但含！邑は無い。以下、各陪について記述する。

第 5陪 白砂層で、層原は30cmを有する。

第6層 淡茶色混裸砂層で、層厚は 5cm前後でサンゴ礫が少批含まれる。

第 7層 白色砂層で、陪厚は35cm程度を有する。

第 8層 淡灰白色混礫砂陪で、層厚は20cm前後を有する。サンゴ礫を少舟含む。

第 9陪 淡茶色混礫砂庖で、昭厚は15cm程度を有する。サンゴ礫を少量含む。

第10層 淡黄白色混礫砂陪で、サンゴ礫はやや多い。

第11層 淡贄白色砂層で、サンゴ礫は僅少である。

第12陪 淡灰白色混礫砂層で、サンゴ礫が少笹含まれる。

第131名 淡黄白色混礫砂層でサンゴ礫が多姑である。

第14嗜 白色砂層で、細粒子である。砂が凝固してビーチロ・ノクとなっている。

なお、試掘砿の第 5席から第10腐までの砂粒は粗目の砂思で、第11培から第13陪までは非常に細かい砂

陪である。

西壁

-EL3.900• 10区 z
 

ほ石

工事用コーラル層

第5層 （白砂層）

第6層 （、え茶色印農1少層）

第 7/11(8色砂層）

某8層 （，炎灰百已R磯砂層）

~ ~ 一
策9層 （，文茶色、R蠅砂,'ii)

第I0/11(、炎貴白色混紗嶋'ii)
． →  

第II層 （，天責白色砂層）

0 500•-

~ 
2•-

1.000•-
~Y 

Jm 

／ 

0 5• ― 
0―---― -'2 m 

第10図 10区試堀垢の層序（西壁）
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これらの砂層は地質学的な見知からは、「前略、八重山諸島の島じまに普遍的に分布する新期砂丘砂恐

に対比され、その堆祐時代も完新世後期の1, 000-2, 000 Y . B . P . であろう 。 • ••中略・ ・ ・ ビーチロックは、

島の東海岸と西海岸とに現海岸に沿って分布しており、層厚20-30cmで、いずれも現海岸線に沿って 5-

6度の勾配をもって海側に傾いている。このうち、西海岸のものは、分布闇度が現在の潮間帯より高い位

饂に離水しているが、東海岸のものはすべて潮間帯中に存産サる。」とあり 、カイジ浜貝塚のC14革礼ゃビー

チロック（第14陪）の確認された深さなどからも地質学的見解と一致しているようである。

陪序収束

庖序で最も注目されたのは、 0-2区無土器の層の確認である。この陪は第 3陪と第 4附である。 0-

2区及び3区-21区の第 2層は、新里村式土器、ビロースク式土器、中森式土器、白磁、青磁などを伴う

席であり、本貝塚の西側に位置するカイジ村跡の時期であることが理解できる。従って、無土甘和から土器

登場までの移行期の逍跡であることが確認された。無土器の層である第 3層直上には第 2階の時期に掘り

込まれた掘建柱の建物 l棟と地炉が2基検出された。ス トーンボイリングは第 4層 aから堀り込まれたよ

うである。第 4層 b面からも掘建柱の建物が2棟検出されている。第 5層直上からも地炉が一基検出され

た。第 2陪は大型具と石灰岩、サンゴ礫を配した列状逍構、土器、白磁、青磁、須恵器、褐釉陶器、石器、

貝製品が出土し、第 1・2陪では羽口が出土し、カイジ村跡や本貝塚の後方に隣接している鍛冶跡とった

えられる御狐との関係がうかがえる。

本貝塚の特徴としては 2つの時期の性格をもち、;1![1,土器の時期の中心は更に南側にあり 、カイジ村跡は

東側から西側の洵岸付近まで広がりをもっていたようである。

註

社］．木崎甲子郎編 『琉球狐の地質誌』 沖縄タイムスをI:1985年。

註 2.山城安生 「竹盆島カ イジ浜具塚の発掘調?fl:概要」 南島考古だより 第47号 1993年 6月。
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2. 遺 構

発掘調介で最終的に確認された逍構は、掘建柱の建物跡 (3棟）、ストーンボイリング (1碁）、地炉 (5

基）、列状逍構 （大型シャコ ガイと石灰府を一列に配四するも の）が、 1基検出されている。その他にプ

ランの把握出来ない柱穴が 5・6本検出されている。珍しいものとして、自然に形成された陸産マイマイ

の集中部分が6箇所で確認、されている。さらに近代の石I用い逍構も検出されている。以下、掘建柱の建物

跡、ストーンボイリングの順に記述を行なう （第11図～第19図）。

（イ）掘建柱の建物跡（第12図～第15図）

掘建柱の建物跡は、0区-2区の範囲から確，認されていて、第 3府面で、 1棟、 第 4培 b面から2棟の

計 3棟であった。第 3附直」『iの 1棟はカイジ村跡の建物として考えられ滑石製石鍋を校倣した土器を

伴っている。第 3培面から検出された掘建柱の建物は、東西に 2間余 (430cm)で、南北が 1lh1余 (235-

285cm)が考えられた。検出された柱穴の本数は 6本であったが、もう 1・2本は』見介対象地区外にイf在

する ことが予想された。従って第 3培而直上の掘建柱の建物は 7・8本程疫の柱で構成されていた11f能性

が大きい。柱穴の検出面は具塚の直上からであり、明らかに上の/11から堀り込みである。この逍構が検出

された当初、波照1/IJ島の人泊浜具塚から検出された保）木仕），り跡とHi似するnf能性はないかと検討した結果、

これには該当しないことが、発掘が進行するに従って判ってきた。

第 4J,;j b面から柱穴が、 30本余り 集中して検出された。本）僭の Iこ界は第 4)名aが堆杭していて、i炎灰白

色砂附であることからこの第 4J,;ti aで発掘を終 fする印ビであったが、発掘担当者のひとりが不鮮明な

ピットを 1本堀 り始めたことから柱穴を伴 う第 4I名bTfllの発掘と検出作業が開始された。この第 4附 b面

の確認は』紐終 fの10LI 111iであったことから夜の 8時 まで尖測作菜を行なって終 fさせたようである。

第 4/0 b面から把握された掘建柱の建物は、2棟あるがいづれも建物の半分程度しか確，認されていない。

残り半分は調1t対象地域外に展開されているようである。北側の第 ］号掘建柱の建物の検出された柱穴間

は、附北に340cm、束西に150cm+Xである 第 1サ掘建柱の建物の南側に爪なり合う第 2サ掘建柱の建物

は南北310cm、束西200cm+Xである。この第 1サと第 2サの中間に建物の建て枠とみられる 4本並び（長

さ270cmで、第 1・2サと'f行）第 3号掘建柱の建物跡の柱穴群が，・認められる。検出された柱穴の深さは、

8-lOcmが10本、 ll-20cml5本、 21-30cm5本、 31-40cm0本、 41-50cmが 1本の31本であった。

第 2表 焼石 ・軽石11'1士状況

I 丸:i 焼 {_j 軽 石

~ 
焼 ゎ 軽 石

出土地＼＼＼ 個数 前 ~:-1 g) 個故 船：: g) 個数 I船し(g) 個数 船il:(g)
I 

},;1 187 3,440 428 174 I r 附 sl llO 12 29 

II ~'1 170 I 3.181 2.628 400 II 培 l 155 I 486 , 2. 709 I 815 
4 Iメ： I 

0区 IHJ /1、•1 179 6.095 195 142 II 
l ＇ 

l¥' ll''i 

゜゜
26 2 ＼＇ ~.'1 I OI OI 223 I 27 

3区 I111用い逍構内

゜゜
221?{ 

396 40 小 .n I 163 I 596 I 2.945 I 872 

＼ 桝 16 84] 

゜゜
； 

合 -~1· 1.334 16.430 6.618 I 1.630 

ストーンポイリング 1 619 J 2.2n I 
小 ti・ 1.171 I 15.834 
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（口）ストーンボイリング （第16図）

ストーンボイリングは 2・3区に跨って検出されている。 3区の第3陪を除去した段階でこの追構が検出

された。追構の西半分は閥介対象地域外に拡がっている よう である。確忍された規模は長軸の上楊230cm、下

場200cmと短軸の上場60cm程度、下楊約50cm。深さは8-20cmで、平拘は10cm内外であった。 この追構からは

焼けて灰色に変色したサンゴ礫や石灰岩礫が多品に検出された。その姑は20kg人りの袋で、 4袋分にも達し

ている。礫のサイズは3-5 cm程度のものであった（第2表）。

（ハ）地炉 （第17図）

地炉は 5枯検出されている。内訳は 2区の第 3陪下部が2基、 4区の第5附直上から 1基、 12区の第 2層

下部から 1姑、18区第 2培下部から 1基であった。地灯は便宜的に南側の 2区から第 1・2号地炉、 4区・

12区 ・18区へ第3-5号地炉と番号を冠した。以下、その規模を略述する。

• 第1号地炉 (2区第3層下部）の平面観は隅丸の五角形状。長軸38cm、短軸32cm、深さ10cm。

• 第2号地炉 (2区第 3附下部）の平面観は扁栢円形状。長1M144cm、短軸32cm、深さ14cm。炉及び周辺に石

灰岩礫が2・3個確認されている。

• 第3号地炉 (4区第 2培下部） は平而観が歪な隅丸半円形状。長軸80cm、短軸30cm、深さ10cm。炉の緑に

石灰岩礫を一対虻骰している。炉内には石灰岩の小礫が1・2個認められた。

• 第4号地炉 (12区第2陪下部）は平1(1]観が隅丸方形状。長軸32cm、短軸32cm、深さ10cm。炉の周辺に 5-6cm 

の大きさの石灰宕礫が5・6個砿認される。炉内から A詳上器 （把手付きの）lloiJ部片、第24図42)が 1}.'! 出

土している。

• 第5号地炉 (18区第2培下部）の1勺而観は）＜半が欠洛する。1り形状の地炉？ 。残有浪：26cm、残イf幅14cm、

深さ14cm。炉内にii'/し;;とが10cm程炭の範圃で残:{fしていた。

これらの地炉は炉内部に炭を含んでいる状況と炉内の堆枯砂9沿は色合いが灰褐色や患褐色を呈しているこ

となどから地炉と判断した。第 1サ ・第 2サの地炉は無土器の時期に該当し、第3号～第 5号の地炉は上器

を伴う時期 (12-131IJ:紀）の ものとみられる。

（二）列状逍構 （第18図）

列状逍構と称したものは、 8区第 2!11から検出されたもので、大）利具のシャゴウを主休に石灰宕やサンゴ

礫を東西方向に列状に配i,•'i: した逍構である。当初、腔敷のIJJIいなどの可能性も持てたので、周辺から住屈址 （柱

穴 ・炉）が検出されることを f想したが、・1立終的にfI: 屈などの辿構は検出されなかった。この列状辿構1)、1か

らはB群一十器が2片程度,LIL七していることから14・15111済辻-16・17枇紀の追構とみられる。この辿構の性格は

良く判らなかったが、現段階で考えられたのは、土地や家松の様界を不すH的で配趾した施設がある時期から

登楊するのではないかと言う ことである。今後、他追跡から類似する追構の発見に期待されるところである。

（ホ）石圃いの逍構 （第19図）

この逍構は、附接本貝塚と結びつく ものではなく時代も非‘常に新しいものである。 10-20cm程度の石J火む

礫を方形状に石組みしたもので、伍と石の11¥Jや底に*ll砂を混ぜた淡黄白色の漆喰状のものを淡り 付けたもの

で、近代のIIが期にみられる＇ にゴ ミを捨てたシーリと称される辿構である。追構の内部の規校は、長軸11&:m、

短哨1190cm、深さ40cmを測った。 追構内部からは多品の魚竹、カ メなどの-l'l・が出上し、下11・1からビール瓶の破

片が出土している。追構内には表土Ji'!)を除いて 3枚の料が確認、されている。ピール瓶の破片の中には一側面

に非常に細かい象IJ離溝整を施したものが 1点出土していて解体もしくは魚の鱗象IJぎ用のナイ フとして一時的

に使用されたものとして考えられた。ビール瓶の出土からこの追構は11(1和初期に廃棄されたものとみられる。
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辿構収束

検出された逍構で注目されたのは、無ナ器期の第 41罰b面から掘建柱の建物が2棟検出されたが、その

規模は正確には把握は出来なかったが、建物の配置パターンは略南北方向を主軸（西側桁行）に東や西方

向に建て替えが長施されていることが判明した。主軸 （西側桁行）の規校は、第 1号掘建柱の建物が2間

弱 (340cm)、第 2号堀建柱の建物は約 2間 (310cm)であった。 また、第 1号と第 2号掘建柱の建物の間

に建て替えとみられる桁行があ り、その規模は 111-¥J半 (270cm)である。建物は南北に長く、東西に短か

い長方形のものとして理解されるところである。

この時期の類例逍跡である大泊浜貝塚の礫};ぷ住居跡も南北に長く 、東西に短い長方形の仕）けであ り、建
, .. 111 

物の配近方向が一致しているが、建物の規校は大泊浜貝塚の桁行より 10-40cmとカイジ浜貝塚のものが若

::. I・、大きくなっている。大泊浜具塚の仕｝心の特徴として床面はテーブルサンゴ （ミドリイシ科） を主体と

するサンゴ礫を挙大割った角礫を敷き詰め、その隙間に枝サンゴ片を貼めて平担にして礫床とし、炉を保

持しているが、カイジ浜具塚の仕屈からは礫敷や屋内炉は検出されなかった。建物の構造の変化や無土器

期の時間的な益から発生するかについては将来の調介 ・研究に拠って解明されるところである。

参考までに竹宮島のアナブリヤー（穴屋）について砧盛用吉氏から間き取りを尖施した （第20図）結果、

アナプリヤーは方形状で中柱を深く 2・3J< (60-90cm前後）程掘り下げていて、四隅の柱穴は30-40cm

程度掘り下げている。桁や梁の間には各 2本づつ柱を入れていて、この柱が墜用の柱とな っている。柱穴

の深さは10cm程度とのことである。柱にはクワの木や芯の固いハチと称される木を使用していて、中柱や

角の柱の穴にはサンゴ製のジャリを人れて柱を固定させているとのことであった。アナプリヤーの柱は、

中杜 1本、隅柱 4本、瑶用柱 8本の計13本から構成されている。台風時で例壊の恐れがある場合は家族は

中杜の廻りに犯って夜を過したとのことであった。中柱の柱穴のジャリを人れて柱を固定する作業例は最

近まであったようである。

第 3陪面から検出された掘建柱の建物 211¥J余 (430cm)X 1 mJ余 (235-285cm)の住居については、こ
, .. 121 

のw.~,期の類例辿跡である新毘村跡と比較検討を要し、現段陛では言及出来ない。

第 4陪 a面から堀り込まれて使用されたストーンボイリングについては、類例追跡の宮古島城辺町の浦

底蓋餘との比較研究が必要であろう 。ストーンボイリングが無土器の終末期である本貝塚から検出された
1.11, 

ことは有意義な発見であろう 。波照間島ではこのストーンボイリングの流れを汲むものとみられる料理方

法が残っている。その他に石囲いの追構で石と石の間に使用された漆喰状のものは、タブの木の実を沿し

て砂にまぜたものではないかとの御教示を地元の諮盛用吉氏から賊いた。記して謝意を表わしたい。

註

註 1. 金武正紀 ・金城亀信ほか 『下田原具塚 ・大泊浜具塚』 沖縄県教育委貝会 1986年

註 2.金武正紀 1987年の沖縄考古学会定例学習会で発表。

註 3. ShりinAsato 『THEURASOKO SITEJ (A Sketch of the Excavation in Photographs) The 

Gusukube Town Board of Education March. 1990。

註 4.拙者が1984年に下If!J原具塚を発掘した際に島の垣本茂 • 初枝夫姉と畑で焼き魚を食したことがある。

この方法はス トーンボイリングと良く類似したものである。最初のtmの周辺にある石灰岩礫を集め

てきて、この礫を新で温めた後にアルミホ イルに包んだ魚を礫の上に乗せる。暫くしてヤカンの冷

水を温めた礫に掛けると蒸気で蒸され、焦目のついた魚が出来あがった。
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カイジ浜貝塚の第 4I杓b1ffiの第 1叫屈建柱の建物で中柱と推定されたものが I,j., 

れ灸出されている（ピット No.9)。このピットは深さ50cmを測って I,ヽ る。

アナプリヤー（穴柑） の構辿

マユ（棟）造りの方法

① 竹材で棟の骨組みを造リ、ヤァーヌチジに投せる。

② 竹材を編み棟の骨糾みに投せる。

③ ススキなどを竹の針（右 Fの図を参照）に辿した縄で編み込んでいく 。

届根辿リの方法

④ 茅を昨<,iiiに⑤の骨糸llみに竹材を編み込んだものを投せ固定する。茅は ト・から L
に組んでいく 。 茅を強く緊縛する).:'.~、キ ィーポーと称されるものを 1史用する。

⑤ 柱の索材はヒィキンギー と称されるものを 中柱と四隅に使用する。

サンにモンパの木とシュイキを使川する。

~ 

④
 

③
 

『イトジー（縄の筋道）
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•
• 込,＇,' 
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る

に
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め
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深
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安
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地
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や
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ゴ
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の
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 柱中
ー
↓

ヤァーヌチジ

慶根の部分←―

茅葦

⑤
 

壁の部分

ススキ

壁はススキを外側

にスダレ状に並ペ

立てた後にワラ縄

で緊縛する。

柱
の
支
え

第20図竹富島の穴屋の製作過程 （請盛用吉氏の間き取りメモより図化）

~ 一 ー—―阿ーRーロ
① （ 

タク （縄の意味か）

'"幅I~
針の素材は竹製で5・6回油を塗っ

て火で焙り、滑りと強度を高める
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第N章出土遺物

1 . 土器

今回の調引ミで総数2.289点の土器片が得られている （第 3-5表）。 土器はほとんどが器形の窺えない破

片の責料であるが、第21図 1. 同図19に示した 2点のみがある程度器形の推定復元が可能であった。

これらの土器は12世紀後半から17・18世紀までの時代幅を保持しているものである。これを大きく三群

に分類し、さらに各群の中で細分類した。以下、各群別に細分類したタイプの概念を記述した後に、個々

の観察は口縁 ・底部の分類概念を記述した後に行うことにする。 また、土器編年は金武正紀 ・阿利直治 ・
_d II 

金城亀信の八重山考古編年を参考にした。

1 . A群土器

A群土器の全体的な特徴としては、器厚が3mm-15mmと幅があり、平均的な犀さは 7-IOmmに集中

するものである。焼成は B群土器より不良のものが多く 、滞色は黄褐色や明茶色を帯びているものが多い。

器面調整はナデ ・箆削り ・刷毛目が認められ、その中でもナデを王休とするものが多い。ナデ調照以前に

箆削 りや¼l!J毛目を施しているものが目立つ。 胎土に二枚具を 1 mmi'ili後に粉砕 した細かい貝殻片を主体に

混人させたものと 2111m1i1i後に粗くした具殻片を王体とする 2種類のグループに大別できる。その他に石

灰竹微砂粒 • 石英 ・チ ャートの細片・アズキ色の物質 （焼十？ ）が糾み合わせられている。器形は碁本的

には鍋形を主体とし、希に壺が含まれている。これらの土器群は中森式土器に先行する土器である。この
, .. 11 ,,,) 3 

中には新隼村式土器やビロースク式土器などが含まれている。このタイプは口緑形態などの特徴からから

第l頬から第'vll類ま での 7種穎に分類でき 、その中でも個性の強いものなどについては細分類を試みてあ

る。以下、第l類土器から第Il類土器の特徴を記述する （第21図～第26図）。

(l) 第I類土器 （第21図 1-11・第22図12-18)

新里村遺跡から出土した新里村式土器と同種の土器で、滑石製石鍋を模倣した土器である。口縁に長方

形状の把手を貼り付けていて、安定感のある浅f本形の鍋である。把手の整形においては長方形状のものや

円形状のものなどが詔められる。口緑の傾き 具合から直口気味のタイプと内灼タイプの 2種類が確認され

ていて、前者を 1頬 a、後者は 1類 bに細分した。器面調整ではナデを主体に箆削りや刷毛目が認められ

る。

(2) 第Il類土器 （第22図19-21)

このタイプの器形は底部が丸底気味の平底で、底部から丸味を保持しながら若干、外側に開いてきて、

胴上部まで移行してくる。胴上部から一端、内側に折り 1』Iげた後に再び外側にゆる＜外反させる鍋形の土

器である。口頸部が微弱に折れ間がっていて、口緑内端に小さい方形状の肥厚をつくるものと口縁内端を

撮み出して微弱な肥原などをつくっている。器面調整としてはナデを主体に箆削りや刷毛目が観察される。
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(3) 第1Il類土器 （第23図22-25)

ピロースク式土器とビロースク式に先行する土器で、口頸部の縦断面が第11類土器よりもきつく折れ曲

がり、「く」の字に折れているのが特徴である。口縁内端を浅く窪ませているものと窪みがないものの 2

種類がある。前者を1II類 aとし、後者は [Il類 bとして細分しfふ後者の皿類 bがビロースク式土甘科の範踪

にあるもので'[Il類 aはビロースク式土器に先行するものとみられる。器面の調整は他と同様にナデを主

体とし、箆削りを施したものが確認されている。 ビロースク式土器の特徴である刷毛目は、今のところ認

められていない。

(4) 第IV類土器 （第23図26-32・第24図33-36)

この土器は第lII類土器に後続するタイプの土器群とみられる。口縁形態などから a-Cの三種類に分類

した。以下、特徴を略記する。

1V類 a…口縁端部を逆「 L」字状にきつく折り血げて肥原をつくり 、口唇を平坦に整形する。

lV類 b... ロ縁の折り曲げ具合が、 lV類 aよりもルーズになり軽く外反させている。口唇を舌状に整形し

ている。口緑の折り 11t1げが弱い為、肥厚は疑似肥厚となる。

l¥「頻 C…口緑の外反が微弱になり 、目立たなくなる。口唇を尖り気味に整形するものが多い。

このタイプもナデを主体に箆削り・刷毛目が認められている。

(5) 第V類土器 （第24図37)

この土器は一例のみ出土している。個性が弛い為、第V類に含めた。17縁をきつく内阿させた後に一端、

外側に軽く折り l川げて口造りを行った後に外而の口縁端部に雑な把手を貼 り付けているものである。器而

はナデと指圧で調整されている。

(6) 第¥1類土器 （第241交138・39)

鍔付きの鍋とみられるもので、 II緑を内側に強く折り曲げている。17縁の屈allは 「く」の字状になり、

外面の折れ血がった箇所に鍔を貼り付けている。このタイプは八重山地方では、今日まで報告がなかった

脊料である。器而はナデと指）＿干で調整されている。

(7) 第¥'II類土器 （第241メ140)

直口気味の鍋形土器が予想される1厚手の土器で雑な把手を貼り付けている。この士器はA群土器から次

に登場する B群土器への移行期の土器とみられる。僻而は雑なナデと指圧で調賂されている。

2. B群土器

B群土器の全体的な特徴として、器匝が7-9111111と均ー的な厚さのものを主休とし、)!芦さのバラつき

がなくなっている。焼成は良奸なものが多い。器色は明茶色を喘びているものが主である。A群土悩と同

様に胎土に 1m111前後の貝殻片と 21111111前後の具殻片を主体に合むものがある。それ以外に 1mmr前後の石

灰質砂粒（石灰岩の細片 ・サンゴ片）を主体とするものが確認されている。基本的にこの 3種類の混人物

を主体として、石灰質微砂粒 • 石英 ・アズキ色の物質 （焼土） が胎土に含まれていて、チャートの細片は

混人していないのも特徴であった。器形は鍋形土器が予想される。このタイプは、高西｝黄衛氏の提唱する
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.l II 

中森式土器の範邸にある土器である。口縁形態から外側に外傾し、直11するものを aとし、外側に外傾、

外反するものを bとした。土器分類の流れに合わせて、 B群土器はA群土器で細分類した第 1煩～第＼，ll類

土器に続けて、第¥11]類土器から始めた。

(8) 第9冊類土器 （第25図56-63・ 第26図64)

中森式土器に所屈するものである。復元脊料が得られていないので、口縁形態から a・bの 2種類に分

煩した。9冊類 aは17緑が外傾し、直口するものであるが、箆削りやナデ調整の影開を受けて「l緑形態が微

弱に変化する。llli類 bは口緑が外傾し、外反するものである。

3. C群土器

"'''' いわゆるパナリ焼きである。A・B群土器とは器形や器種も異なり、近批の沖縄製陶器の影評などを受

けて登楊するものと考えられるが、その起源については不鮒明な部分が多い。上村辿跡から出土したパナ

リ焼きの時期は16iU:紀後半からl71lt紀初め頃笠場してくるものとして考えられているようである。本具塚

からパナリ焼きの壺と香炉もしくは火取いの破片が各 2点出土している。滞原は10mmと似手である。胎

土に細かい石灰質砂粒 （石灰宕の細）'i"• サンゴ片） ・糸Illかい貝殻n・ .石英などが混人している。器色は茶

褐色 ・赤紫色を幣ている。このグループも土器分柏に合わせて、 Bl仔土器の第¥]ij煩土器に後続させる窓味

で、第1X類土器とした。

(9) 第以舟i'i.+.器 （第2fil:x.l80・81)

パナリ焼きの小破片が 2 、•.':(1LIJ,士している。壺と香炉もしくは火取いの器形が考えられている。 2、1¥とも

匝手である。器而調賂はナデ （水ナデ）と箆j'jljりが確認されていて、ナデで仕上げている。

4. 外耳 （把手）及び底部資料

外耳 （把手）及び底部脊料は、滞色、焼成、甘怜匝などから各/if別に分煩することが出来たので、各1仔別

に分けて記述してある 。 例えば第 Ill 煩 • 第lV類の外耳 （把手）脊料などと項1」を設定してある。

底部については、各群別に分煩した後に、流れを見る為に A-I類の 9種類に細分した。本文では A群

土器の底部がA-D類までの 4種類に、 B群土器は E-1類までの 5種類に分類してあり、後述する個々

の観察文中に各群別に底部の分煩概念を記述してある。（第251ヌ146-55・第26図69-76)。

5. その他

.:t器の混人物については、 25倍ルーペで観察した。枇人物の中で細かい貝殻片 (1 mml前後）や机い具

殻片 (2mm! 前後）と記述してあるが、これは貝殻片がすべて細かい具殻l'iを含んでいる意味ではなく 、

稀に 4mm! 前後の粗い具殻片も含んでいる場合もある。その他に A群土杓倍の胴部小破片にi-1'./"石の細片を混

人したものが 1点出士している。

胎土については、粘土が粗いか、細かいかで表現してあり、混人物が粗くても、胎土は細かいと記した。

消'i土の素材を観察して記述してある。胎土の特徴からA1tf土器、B群土器を比較した場合、 Al作土器は、

昧古土の粘府性が弱く 、手触りはザラザラしたものが多い。また、粘布性の弱い分、器陪を1厄くしているも

のが目立つ。Bl附土器はAl作土器とは逆に斗'i'i着性のある泥質粘土を多用し、手触りが滑らかでスベスベし
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第6表土器群 ・類の器色

~ 
黄色系統 /," t>-、 色 系 統 赤紫系

合計
淡黄色 黄褐色 淡茶色 明茶色 茶褐色 淡褐色 赤紫色

a 1 3 1 5 1 11 
I 18 

b 4 1 1 1 7 

II 3 3 

A a 3 3 

群
Ill 4 

b 1 1 

土 a 2 2 

器 N b 2 1 1 4 11 

C 3 z 5 

V 1 1 

VI 1 1 2 

vn 1 1 

小 計 1 17 6 12 4 

゜ ゜
40 

B群 a 4 4 

土器
Vlll 

， 
b 2 1 2 5 

小 計

゜
2 

゜
5 

゜
2 

゜
， 

c群 IX 1 1 2 

小 計

゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜
1 2 

ノ1"‘i 計・ 1 19 6 17 5 2 1 51 

注）図化 した口縁部の外面の色合いを対象とした。

第8表 土器の器而調腋と層序の関係

~ lilt地

箆削りの 玲 j'jlJり ltlllr:IJの 屈I][: II ナデ 珈IJり・liilt ナデと ！な耗 ・
ナデ？ 合 ,:I

ナテ'ii'iし とナデ ナデ消し とナデ のみ 廿ナデ 指 1£ 紺l ;.lli' 

外ilii 11、llili 外ffii 内lili タ~lfli 内 1fli 外tiii rl、II而 外1111 11、llfli外lfli 内面 外而内而 外rfii 内1f1i 外[/ii fl、II/ii 外伽 ,1-. 廉i

第 I ¾'/ I I I I 2 2 
01><: 

弟 2~'1 I 3 5 I I I 6 6 
！ 

箱2lci下部 I I I I 
3区

第3培i/(_I:. I I I I 2 2 

4ヽ 計 2 2 1 4 7 2 2 I I II JI 

衣 採 I I I I 2 2 

4区 雌上撹，(;L I l I I I I 3 3 

I 第 l~、i I 1 2 I 2 2 I 5 5 

22 第 2 i¥>l 7 I 3 1 4 7 3 5 3 2 18 18 

厄 ,i1 2 J悦T部 5 I I I 3 8 I 3 I 12 12 

第5l1,j11'i: ート

小 ,¥t 13 2 I I 3 2 I ， 19 6 II I 6 3 1 1 40 40 

15 2 3 

゜
I ~ 2 I 13 26 6 II I 

゜
8 5 2 2 51 51 

合 iii 
17 3 5 3 39 17 I l:l 4 102 

注） ['.Al化した11緑のみを対象とした。
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ナ
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デ
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ナ

デ
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し
と

ナ
デ

の
み

H
・

ナ
デ

指
圧

象
lj

離

外
面

1J、
J面

外
面

1J、
J面

外
面

I'、
J頂
i

外
侑
i

内
面

外
面

内
面

外
面

内
面

外
1(0

r'、
Ji
伯

外
面

内
I虹

外
面

内
面

外
面

1J、
1面

外
面

I'、
1面

'
'

 
a
 

3
 

1
 

l
 

l
 

2
 

I¥ 
6
 

2
 

j
 

l
 

11
 

11
 

l
 

I
 

I
 

b
 

5
 

(1
) 

l
 

2
 

I
 

3
 

］
 

7
 

6(
1
)
 

Il 
1
 

J
 

2
 

I
 

l
 

3
 

3
 

-
-

-
A
 

a
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I
 

3
 

3
 

3
 

Ill 
トー

一
群
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I
 

上
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2
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器
lV 
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I
 

I
 

I
 

4
 

4
 

I
 

C
 

3
 

1
 

I
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3
 

l
 

5
 

5
 

'
-
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V
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1
 

l
 

l
 

←
 

-
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 —

 

4
5
 

¥1 
I
 

l
 

l
 

l
 

2
 

2
 

¥'II 
I
 

I
 

l
 

l
 

'
 

小
;11・ 

13
 

2
 

l
 

l
 
3
(1

 ¥
 

2
 

l
 

7
 

16
 

7
 

12
 

I
 

6
 

3
 

2
 

2
 

4
0
 

39
 (
1)

 
ー・

-
• 

B
群

a
 

I
 

.3 
4
 

4
 

4
 

¥lll 
上

器
b
 

I
 

4
 

4
 

I
 

5
 

5
 

．． 
小

,ii・ 
I
 

I
 

7
 

8
 

l
 

，
 
，
 

c
群

訊
l
 

l
 

2
 

2
 

2
 

一
I
 

小
,';j-

l
 

l
 

2
 

2
 

2
 

I
 

15
 

2
 

2
 

゜゚
゜

1
 
3
(1
) 

2
 

I
 

15
 

26
 

7
 

」2
l
 

゜
6
 

4
 

2
 

2
 

5
1
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) 

合
,ii
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ー
ト
一
一

.
'

 
17

 
2
 

゜
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) 
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41
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1
 

10
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1:x1
化
し
た
口
糸
小
の
み
を
対
象
と
し
た

。

注
）
（

）
の

内
の

数
字

は
、

刷
毛

日
が

認
め

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。



4
6
 

第
9
表

土
器

群
・

類
別
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混
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組
成
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A
 

B
 

D・
E
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F
 

D
・
E
・
G
 

D
・
E
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・
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E
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G
 

D
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D
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a
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1
 

I
 
b
 

3
 

1
 

2
 

1
 

II 
2
 

1
 

a
 

3
 

A
 

ill 
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l
 

群
a
 

1
 

1
 

土
IV 

b
 

2
 

2
 

器
C
 

1
 

2
 

2
 

V
 

1
 

i1 
1
 

1
 

Vll 
1
 

小
計・

4
 

1
 

13
 (
1
)
 

1
 

゜
1
 

8
 

8
 

1
 

1
 

1
 

B
群

a
 

3
 

1
 

¥11
1 

土
器

b
 

1
 

2
 

1
 

1]ヽ
計

l
 

゜
5

 

゜
゜

1
 

゜
1
 

゜
゜

゜
5
 

1
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 (l

)
 

1
 

゜
2
 

8
 

，
 

1
 

1
 

1
 

合
計

2
7
 (1

)
 

21
 

注
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図
化

し
た

口
縁

破
片

の
み

を
対

象
と

し
た

。
ま

た
、

第
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類
の

パ
ナ

リ
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は
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外
し

た
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注
）

A
=
細

か
い

貝
殻

片
(
1
m
m
前

後
の

破
片

）
、

B
=
粗

い
貝

殻
片

(
2
m
m
前

後
の

破
片

）
、

C
=
細

か
い

石
灰
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粒
(
1
m
m前

後
の

石
灰

岩
片

・
サ

ン
ゴ

片
）

D
=
石

灰
質

微
砂

粒
、

E
=

石
英
、

F
=
ア

ズ
キ

色
の

物
質

（焼
土
？

）
、

G
=

チ
ャ

ー
ト
の
細
片

注）
（

）
の

数
字

は
微

細
な

貝
殻

片
を

含
む

も
の

で
あ

る
。

注
）

A
群

土
器

の
胴

部
小

破
片

に
滑

石
の

細
片

を
混

入
し

た
も

の
が

1
点

の
み

出
土

し
て

い
る

。

C
 

ムC
lヽ

舌"I
—

 

D
 

10
 (
1
)
 

7
 

3
 

3
 

1
 

2
 

4
 

5
 

1
 

2
 

1
 

゜
39
 (
1
)
 

4
 

1
 

5
 

1
 

，
 

1
 

4
8
 (1

)
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第11表 a. 土器の主要観察一覧

道物 サ イ ズ 器色 ,.l/ !.¥'手法 /1¥ J. み' の 他
分頚 僻 I•/ 混人物

番・り・ 口径 底径 点jさ 外iliiのみ 外 lfli 内 1f11 地 、II.. I-• (「出の船 ・外耳の規校など）

I I a 35 8 24 3 14 3 11mm前後 叫茶色 ヘラ→ナデ ナデ 6 R 2 ¥Ii下茄 細H〉微砂＼砂〉チ

2 ，' 5 mm前後 ，， ナデ・? ナデ？ k採 :/llJ:l〉ア）石 把手転16oun、長さ32螂、限さ12,.,。

3 ,, 
3""' 黄褐色 ， 

’’ 15(~ I ¥1 机H〉1数砂）ア 把手屈16mm、長さ38『晶、 /•/さ 8mm 

-1 ，， 8 mm 淡貨色 ，, ,, 815. 2);1 細Jl〉11〉チ 把手料il5mm・11血、長さ22血、,,,.さ13mm。

5 ，， 
9""' 貨褐色 ナデ ナデ l4R 21,'1下,¥j; 紺It[)I穀砂〉ti 把手船13mm、長さ25四、 /tiさ13mm。

6 ,, 7 mm 叫茶色 ナデ ・指If 象が各不明 20区11!.I lllWI穀砂＼石 把手船12mm、長さ (30mm)、I'/さ2lmm0

7 ,, ,, ,, ナデ ・指If. ナデ？ 15~ 窮 I~·l 紐1貝）徴砂 把手船9IJKll、Hさ24mm、”さ18mm。

8 ,, I Imm ,, ヘラ・ナデ 十デ ・指圧 201><:¥1'.J: lliJ!)徴砂〉石〉ア 把手船21mm、長さ24m●、,,;;:さ14mm。

， ,, 8mm 淡茶色 ヘラ→ナデ ナデ？ 51£ 第 2~かF部 細Ji)徴砂〉fi)ア

10 ‘’ 7"' 茶褐色 ナデ・) ,, ,w第2M下部 柑）！〉微（少).fi n祥の転9mm。

II ＇ 
，， 黄褐色 ヘラーナデ 品!1→ナデ 1318: 約ZM 微n〉1穀砂＼石

12 I b 91M1前後 ,, ， ナデ・) 13区第 V;I: 削印石

13 ,, 7岬 H)j茶色 ヘラ→ナデ 目P-ナテ＇ I Iヌ第H4 紐ll!¥徴砂〉fi

ll ，， 8回前後 黄褐色 ,, ナデ？ 19I心笏 2),Ji下部 徴Jl)微砂）石

15 ，， ，， ， ヘラ→ナデ ナデ ・指庄 9厄筍21汁 111↓ !)徴砂）11 ロ柑の船11..。

16 ,, 13呻 茶褐色 ナデ ナデ 6 に第 2~ti 繍111¥I孜砂〉石 I'/. さ3"'の把手を貼り付ける。他は不明。

17 ’’ 
，， 黄褐色 ヘラ→ナデ ， l区第2),1 札llし）微紗〉-ii

18 ,, 8mm前後 淡茶色 ナデ？ ナデ•) 141が約 2~1 :/till)徴砂）{i〉ア

19 a 28 4 13 14 6 mmii1l後 I~ 茶色 へうli!f.・tテ' ナテ’ 5区第HI:下，祁 柑U)徴砂)./i〉7 悶lリがIIMド祁で"'"'、nMI: 部で9mm 

20 ，， 5.., ，, ナデ ＇ 51£ 第2¥'1T{;J; 莉lt-l¥徴砂〉{:i

21 ,, 7 mm ，， ナデ ・指rE ヘラ→ナデ 6lii'第21;1 細Jl〉微砂〉石

22 111 a 28 8 10111111 淡茶色 ヘラ→ナデ ナデ 5 Iヌ第 2~1下祁 細J!〉徴砂）石 鉄滓f.t杓。

23 • 26 5 ,, ， ナデ ,, ・I Ii第2!(: 細n〉,'〉 ，， bダIJ迅111/P-1111土。

24 ケ ，， ，' ヘラ→ナテ' ,, I I 区筍 2~vi 細m • 〉ク

25 Ill b 7四 黄褐色 ナデ ,, 21<第 2~'1 繍IW ,'〉9

26 IV a 13四 ，， 絹洛イくli-J ,, 21が;12 ►,1 札l!:t〉微砂〉石）ア

27 ,, llom ,, ナデ9 ナテ’•） JOii第 2~-': ~rn〉 徴砂） 石

28 lV b 13.6 5 mm 淡茶色 ‘’ 
,, 6~ 第2M 細H〉徴砂〉:/:i 肥I•/. (1'7さ3.,.)口松。

29 ，， ,, 貨褐色 刷t・ナデ 崩t・ナデ 151><:fn H:1げ； 禅ltl〉微砂）石〉ア 肥r,rn松。

30 ，， 8血l 茶褐色 ナデ ナデ k採 甜IJ::l〉徴（少）石 肥I'/O'iさ3.. l n松。

31 ,, 19 8 9 mm 黄褐色 屈1Jt・ナデ ~IJ {: →ナテ’ 6 Ji松2),1 釧H〉微砂〉かァ 肥l'fn稼。

32 IV C ，， ,, 1な耗不riJ ヘラ→ナデ IS[,(第 I~1 llll、l〉徴砂〉17〉ア

33 ，' 23.8 10 •• ， ヘラ→ナデ ナデ 6 r,,: 第21/1 釦 l)悦砂）石〉ア

34 ,, 9nun • ，' 
＇ 181<第 2 ¥1・ト部 柑且〉1数砂〉石〉ア

35 ，， ,, 明茶色 ケ 1乱It→ナデ 61ズ•第 2M 柑貝〉微砂〉石

36 ,, ,, ， 届111:→ナデ ナデ 18liJ) HHJf. 札H〉 ,'〉,'

37 V 7四 ,, 指It:・ナデ ナデ？ IOii.. り~H.'1 札lH〉徴砂〉石〉ア 夕t且．＇品 9●m、[iさ48.m、I'/.さ25"'10

38 II l畑 貨褐色 ナデ ナデ 11文第2M 打llt〉徴砂〉11 鍔研¥(;サイズ1船6●、Kさ66..、l'iさ1-1叫 、

39 ,, 15mm 茶褐色 ナデ ，指l.t ナデ ，指圧 7 IX: 第 2I汁 細月〉 ヶ〉，'

40 ¥I 13mm 黄褐色 ，， ． ，' 紆沿．不IJI o Ii. 第3M 札lf!〉微砂〉石）ア 把—F船17血、残{J'.74四、肝―さ 24mm。

41 Ill・NIJ) 7.., ,, ナデ ヘラ→ナデ 121が第 2~1 卜部 柑U〉1穀砂〉石 外耳転9閾、 ク 35mm 、 l•l さ 15om。

＇ 
42 外耳'11科 ,, 淡褐色 ,, ナデ 121.{第H;/41部 机Jし） ，'〉，' 把手転8闘、,,68mm、I'/.さ20mm。

43 ,, ， 叫茶色 ナデ ・指II ,, l厄第 n1下部 細U〉微砂〉Ii〉ア 外耳1011111、 ,, 38mm 、 I•/ さ26皿。
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第11表 b.土器の主製観察一屁

遺物 サイ ズ 器 色 凸 整 手法 /1¥ 上 ユ、 の 他
分類 芥肛 i比人物

番り n径 底it ' .. ".'. ,. 、 外面のみ 外 面 内血 地 .. " ， .. ． P'riの＇品・外耳の規悦なと）

44 DI l¥'IJ) 6 mm IJJ茶色 lj,: 耗不明 ナデ 3l>i節I¥1 細J~ 徴 砂 石

＇ 
45 外耳h料 淡茶色 ナデ ,, 13区約Hi下部 細具微砂石チ

46 .¥ 15•m 黄褐色 ヘラーナデ ,, ISi<: 第2¥1下，沿 机貝微砂 7i・ア 第I-llffiの底部片

4i B 13mm ,, ,, ナテ.., 9 /,(第3!,,; 細I! 1穀砂石 ＇ 
-18 ,, 15町

,, ナデ ヘラーナデ 11{第2¥01 細且 ， ,, ,, 

゜
49 ,, 10●● 

,, ヘラ→ナデ 咲f(不明 19[が第 2iA下部 細！！徴砂石ア 蔽）,IIM/i3i .4,m 

50 ,, 12●● 叫茶色 ＇ ヘラーナデ 61を第 2¥11 細貝微砂 h― I 第 1 -\I 類の疇片 ・ ~1)湯梃327cm 

51 C 20111m 淡褐色 ゆl(,f;lllj l't.ltが明 19L><'. 第2¥1下；；f, !lilt 1~ 砂 {i 7 ,, 

52 ，, I Imm 茶褐色 ヘラーナテ’ ナデ 3区第n1 枡貝微砂 {:j 'l 

53 ,, 16mm 淡褐色 ヘラ l'tH: がIJj 8 [が窮21;1 細J! 徴砂 r, ァ ＇ ． 
54 D 8皿 明茶色 ヘラ ,, 2区第 21,1 細l1 徴砂石ア ， 

゜
55 ,, 1-1.6 :3mm ，， ヘラ ・ナデ ナデ 16liHl下i沿 削l1 1約砂石 ,, . 
56 II a 8mm ， ヘラ→ナデ ,, 6 l<~l 21,1 細ll 徴砂 {i 

57 ,, 7 llll1 ， ナデ ’ 31がj¥J),,1 甜Ill 徴砂 h― 

58 ，, 81111 ＇ ナデ ， i Iを第 2, .. i 莉m 微砂石

59 ，, 9 mm ,, ,, ,, Hが第 211i tll貝微砂石

GO llb 8mm 黄褐色 ナデ ・指It ,, IW第 I½ 莉IJ! 石ア 紺ii:は1rrnt1,1-1吏Ill

61 ,, 9叩 咀茶色 ,, ,, ナデ ・指It: 2区第n1 細H 微砂 h炭

62 ，， 7 IMl 淡褐色 ナデ ナデ 7 !,{窮21,1下部 細l! I穀砂

63 ,, 11mm ，， ヘラ ナデ ナデ 21が第 n1 細fi/;li微砂 胎I:は泥17粘1-.f吏川

61 ,, Ii .G 6 ... 貨褐色 ナデ ,, H{第 Jl,•1 細h・ 徴砂 {i ,, 

65 IIの 5.,, 茶褐色 ，， ，， 131ズ第21/1 柑H 徴砂 外耳船2s ..、残{j.長~3mm 、 /1/ さ /Oom
I 

66 外耳WH 8四
,, 

，' 
,, 161!.~21,1 t祁 細l! 微砂

6i ,, ,, 
＇ 欠沿,fl肘 5K第n1下油 ＇ 

,, 

68 ,, 
6"' 淡茶色 ナデう ナテ,? 7区筍 211 ，， ,, 

69 E J.J ,1 13nm 黄褐色 ヘラーナデ ナデ I Ix第2l,l 柑）じ i牧砂 ti 沼IIffill)li(, 第Jj-

70 ,, 10岬 茶褐色 ヘラ ケ 141―)（籾 2.W 細貝徴砂 ti ,, 

71 F 16 -1 9 ... ， ヘラーナデ ナデ 21><: 第nv: 柑W 1汲砂 ,, , 

72 （； 26 4 8呻 黄褐色 ,, ，， 31,{第21.1 細什徴砂 ii ，' 

73 ＇ 
,, ,, ヘラ ,, 11が窮 H1 tUl! 徴砂 ,, 

゜
i4 II s .. 淡茶色 ヘラ・ナデ ,, 4 Ii. 第2!,1 細！！ 徴砂' ./1 ,, 

75 I 10 8 6 mm 茶褐色 ヘラ ナデ 41がii2¥4 卦印徴{rJ; ./i 第II碩の如氏晶

i6 ,, 11.6 ， 貨褐色 ヘラ 咲耗が明 2(,(第 2);4 細n微砂 ,, 

77 .H絃氏 ,, ， ナデ ・指圧 ナデ 2厄第2),1 紺Jl i笠砂 6 ACfl: 器の壺

i8 B詳が lln,n ，， ナデ ，， •II刈第 I~1 粗J! 徴砂 B:f-1.2:iの-./;(,.

79 , 11W品 8 mm 茶褐色 摩托HI ,, I 1-J. 第n1 細it 徴砂 ,, II)桐部片

80 l¥ 10mm 赤紫色 ナデ ，' 21がり21.4 石英微砂 パナリ焼き

81 ’‘ 
,, 茶褐色 ヘラ→ナテ ＇ 18Iを坪上 細石細H 徴砂 ,, 

' 

- 49 -



たものが多いようである。従って器壁も粘着性が強い為、均ー的に簿くしているものが多い。

土器の出土状況については、口縁部が第 3表、胴部は第 5表、 底部は第 4表に示した。また、土器の器

色、器面調整、器面調整と陪序の関係、混入物絣成、器原、主要観察一覧は第 5表～第11表に呈示した。
1"17> 

土器の編年は金武正紀 ・阿利直治 ・金城亀信の八重山土器編年試案を使用した。

A群土器

i)第 I類土器

l類 a

第21図 1は口縁に隅丸長方形状の把手を貼り付けた浅鉢形の土器で、滑石製石鍋を模倣して登場したも

のである。推算されたサイズは口径35.8cm、器高14,3cm、底径24.3cmを図った。把手は幅18mm、長さ41mm、

似さ29mm規校で、口唇内端部から口縁外面に貼り付けている。器形は胴下部から丸味を帯びながら胴中

央に移行する。胴中央からは若干、外側に外傾しながら口緑まで直線的に軽く開いている。口唇を平坦に

ナデ調整で仕上げているが、ナデ以前に箆削りが施されたことが口造りや仕上げの状況から推察できる。

外而の口緑から胴下部までは箆削 り後にナデを施すが徹底せず箆削 りの痕跡を示す削 りの稜線が走る。こ

れとは対象的に把手はナデや指圧で丁寧．に仕上げている。内而は器而の大半が禿げ落ちているが、口縁や

胴下部に残存する面から比較的丁寧なナデを施したものと考えられた。器色は両而とも明茶色を幣びる。

胎土は比較的細かい。焼成が悪く 、)jf(j_い。Jjf;士への混人物は不定形状の細かい具殻）＇，・(1111m1iH後）を多

鈷に含んでいて、他に石灰固微砂粒 ・石英 ・チャートの細片が僅かに混人する。器｝厚は 9-12mmを測る。

6区第 2培下部から出土。

圃図 2は把手の破片脊料で、把手の平面観が長方形状を呈している。把手の規模は幅16mm、長さ32mm、

駆さ12mmを測る。把手は口唇外面に貼り 付けた後に粘土の一部を口唇内娼まで引きずっている。把手の

上面観から器への接合ラインが読みとれる。外器面の大半は禿げ落ちているが、器而への調整はナデ仕上

げとみられる。内面は大部分が）登耗や糸lj落があり 、器面調賂は判らないが、同図 1と同様にナデであった

・11]能性が考えられる。器色は両而とも明茶色を帯びている。胎土は粗い。焼成は悪く 、）jf{j_い。胎土に粗い

貝殻片 (2mm前後）を多く含んでいる。他にアズキ色の物質（焼土？）や石英を僅かに含む。器厚は 5

1111111前後を測る。表採品。

圃図 3も把手のYt料である。把手の平面観は長方形状を呈している。把手のサイズは幅16mm、長さ38mm、

駆さ 8111mを測った。把手は「l唇部を包み1隠すように貼り付けている為、11唇部の位悩が確認できな い。

外而は器而の大部分が麻耗するが、残仔'.部からナデ調整が考えられる。内面も器面の保持が悪く、ナデで

仕上げたものとみられる。器色は外面が黄褐色、内面は明茶色を帯びている。胎土は斗1l.い。焼成は悪く 、

脆い。胎土に粗い具殻片を多虻に混人させている。その他に石灰質微砂粒 ・アズキ色の物質を含んでいる。

器犀は 3llllllを測る。15区第 1翔から出土。

同図 4も把手の破片である。把手の平面観は長軸の長い梯形状を呈し、サイズは上端の幅が15111m、下

端の幅11111m、長さ22mm、I旱さ13mmを測った。把手は1司図 3と同様に口唇部を包み1隠すように貼り付け

ている。両面とも器而が摩耗するが、他の責料と ITT]じ様にナデが施されていたものとして考えられる。器

色は両面とも淡焚色を帯びている。胎土は柑い。焼成は悪 く、 脆い。胎土に細かい具殻片を多紐に混人さ

- 50 -



ー□三
｀）， 
公..,,-/,

‘‘‘ --, 
- -~', 

-----<i 
ヽ
‘‘ ＇ 

一
'... -I ,-
I , •• 
,__ -..,..-

I,  

ヽ
I ,-• -" ___ , -

• I I 

- I .、•·• I ; ,,' 
y•、- I , ， 

一
..、.、 ,．ー、

’’ • . I'.' I• • I . .、,---
·、~-.、

｀` 
’ --,-←  ・--------．ヽヽ • 置

｀` 
ヽ ヽ

¥,,, 

'----

□
 口

喜ロ
〗
ー
冒
〗

□

り

□

_

[

□

口
）

□

’
 

•

|[>]

2
 

3
 

4
 5

 

6
 

□

‘
 

▽
瓢
〗7

 

包フロ―t零‘心
10 

’‘ヽヽ

'--
I , , 
‘’ ‘ 

／ 
/ 

／ 
／ 

I 
／ 

-------------------/ / 
／ 

／ ------------------

□

口
＇

•

>
8
 

点ヽ
r
¥,1
・f

・ヽ

．．
 

{{ ．．
 

｀

ッ

ご
応
誓

文

-

＇ 
文

.、
5
.
.
.
Y
.
i
`

・
ヽ
E
.
r

で；ヽ
・『し

'
ー
イ
＼
｛
‘

ロロ
11

-- -

ぃ）＇
’

[
1匂

ご〗
，
 

。一
lQcm 一I

12''  

第21図 A群土器 (1-11I類 a、 12I類 b)

- 51 -



せる。他に石英 ・チャートの細片を少紐含んでいる。器厚は 8mmを測った。 8区第 2席から出土。

同図 5は把手の平面観が隅丸長方形を呈するもので、把手の規嵌は幅13mm、長さ25mm、駆さ13mmを

測る責料である。器而の調整は両而ともナデで仕上げている。器色は両面とも黄褐色を幣びている。胎土

は粗い。焼成も悲く、脆い。胎土に細かい貝殻片 ・石灰質微砂粒 ・石英を少枯含ませている。器厚は 9

mmを測った。14区第 2翔下部からの出土である。

同図 6は把手の平而観が歪な逆三角状を呈すものである。把手のサイズは幅12mm、長さ （復元）30mm、

原さ21mmを測った。把手の貼り付けは内而n縁まで逹している為、口唇を水平に骰いた場合、 11唇から

5 mm程炭、上方に突出する。器而の調整は外面が一部分を欠いているが、ナデと指）了で雑に把手を仕上

げている。内而は大半を欠きさらに磨耗する為、判然としないがナデ調整が予想される。器色は内面の一

部を除いて明茶色を帯びる。内面は部分的に明橙色を呈するところがある。比較的に胎土は細かい。焼J友

は良く 、 硬い。 胎土は粗い具殻片 • 石灰質微砂粒 ・石英を少醤含んでいる。器厚は 7mmを測る。20区埋

土fit乱肘から出土。

1,.-J図7も把手の脊料である。把手の平面観は隅丸長方形状を足している。把手の規模は輻 9mm、長さ （復

叫 24mm、)厚さ 18mmを計測した。把手と身が接合出来た為、把手をどのようにt!iりり付けたかを検討する

とで、良奸な脊料である。本品も口唇を水平に岡いた場合、把手が「l唇から 5mm上方に突出する。外面

は令体的に）-t耗するがナデと指圧で什上げているようである。内面は器而の保持が悪く、良く判らないが

ナデ調賂で仕上げたものと考えられる。器色は外而が明茶色を主体とするが部分的に茶褐色を幣びている

ところが詔められる。内面は明茶色を旦 している。胎土は利く 、焼成 も悪く、脆い。胎土に細かい具殻片 ．

石灰質微砂粒を少植枇人させる。樅駆は 7mm I~1i後を測った。 15区第 l 1%の出土。

1・,iJl"-l 8は把手の平而観が円形状を足するものである。把手のサイズは幅 （短径）21mm、長さ （長径）24mm、

1ばさ14mmを計測する。把手は口縁内面までつつみこむように貼り付けている。把手の上端のみ平担にロ

唇と同じ高さで仕上げている。外面のLI縁には箆削り後にナデを加えているが?i'iえ切っていない。把手は

雑なナデで全1本的に調膀するが、把手下端のみ箆でj'jljり取られている。内而はナデと指）Tで仕上げている。

器色は外面が明茶色を主体とし部分的に焚褐色を帝びる。内面は明茶色を基する。胎土は比較的細かく 、

焼成 も良 く、 硬い。 胎土に兆llい貝殻片を多釈に含んでいて 、 他に石灰質微砂粒 • 石英 ・ アズキ色の物質が

仲かに混人する。器）旱は11mmを測る。20区埋士撹乱l科より出土。

同図 9は11縁の小破），1で、口唇を平JU_に仕上げている。11唇は箆削り後にナデを加えて什上げたものと

みられる。外面は箆削り後にナデを丁寧に施している様である。内面は釈干、序耗するがナデで仕上げた

ものと類椎される。器色は外而が淡茶色、内面は茶褐色を幣びている。胎土は細かく、焼成は良く 、硬い。

胎土に細かい貝殻片を多虻に混人させている 。 その他に石灰質微砂粒 • 石英 ・アズキ色の物質を微梵なが

ら含んでいる。器駆は 8mm前後を計測する。 5区第 2培下部からの出土である。

同図10は11縁の小細片であるが、このタイプの微細な特徴を窺い知ることが出来る脊料である。口界は

平J且で身よりも輻がある。口唇の内外端部を軽く突出させて）成形する為、 11縁の縦断1(1iが 「T」の字状と

なる。幾分か内面の突出は外面よりも微弱である。両血とも11店耗するが、調整は他と同様にナデ調整が考

樹される。器色は両而とも茶褐色を昆している。焼成は良く 、硬い。胎土は細かく 、粗い具殻片を多虻に

混人させている。 他に微細な石灰質砂粒 • 石英を1堕かに含ませている。器厚は 7mmを測る。また、口唇

の輻は 9mmを計測した。18区第 ZI苦下部から出士。

1,;J匝Illは比較的大き目の口緑破片である。U唇を平mに什上げているが、刷毛目の調整が認められる。
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外面は箆削り後に雑なナデii'!しを加えている。内面は刷毛目の調整を加えた後にナデを施すが消えり）って

いない。謡色は外面が黄褐色、内而は淡茶色を呈している。焼成は、堅緻である。胎土は他と異なり精選

され非常に細かい。胎土に微細な貝殻）iや石灰質微砂粒が多く含まれ、石英は少虻含んでいる。器原は 7

mm前後である。13区第 2層の出土。

l煩 b

第21図12は僅かに内府する口縁破片でる。口唇を平Jリに仕上げている。口唇の面取りに箆が使用された

為、丁寧な仕上がりとなっている。外面は箆削り後にナデを施すが徹底しなかった様である。内面は庶耗

する為、 'j'lj然としないがナデ調整で仕上げたものかと考えられた。器色は両而とも黄褐色を旦している。

焼成は悪く 、脆い。Jlfr土は細かく、粗い貝殻片を少螢ながら含ませている。その他に石英を僅かに混人さ

せている。石灰質の微砂粒は確認出来なかった。滞匝は 9mml前後を測った。13区第 2界から出土。

第22図13は口唇を舌状に仕上げた脊料である。外面は箆削りが比較的丁率にナデil'lされている。内面は

刷毛目の調服と丁寧なナデを加えて調格する。器色は両面とも明茶色を幣びている。焼成は良く、硬い。

胎土は細かく 、細かい貝殻），1を少批混ぜていて、他に石灰質微砂粒と石英を微虻ながら含んでいる。器/1/_

は 7mmを測る。 1区第 3)罰直上から出土。

同図14も1花かに内祠する。n唇は平JI[に仕上げているが、「l唇の両端が摩耗する為、 J『+、丸味を帯び

ている。外面は箆削り後に丁寧なナデを施す。内面は全体的に靡耗するがナデで仕上げたものとみられる。

器色は外1(1jが黄褐色、内l面ばi炎茶色を常びている。Jjf;—~i-. は柘選され細かい。焼］成も良奸で硬い。JJfr土も粕

逝され細かく微細な貝殻片 • 石灰質微砂粒 • 石英を少紐含んでいる。器駆は 8mml前後を測る。19区第 2

附下部からの出土。

詞図15は前記10と同様に口唇の内外端部を軽く突出させている。外面は箆削り後にナデや指圧を加えて

調整するが箆j'jlj りは梢え切っていない。 内面はナデと指圧で調悠されている。 「l 唇はれ• ート、歴耗するが箆

削り後にナデを加えて仕上げたものとみられる。器色はi刺面ともが［褐色を俯びている。焼成は良奸で硬い。

胎土は柏選され細かい。Jjf;ご卜̂ は利く 、牛llい貝殻片を多他に含む。石灰質微砂粒 ・石炎を微砿ながら混人さ

せている。器1以は 8mm1lli後をiJ!ilる。「l唇の111団は11mmを測った。 9区第 2層からの出土である。

同図16は長方形状の把手が貼り付けられた破片で口縁部を欠いている。把手は原さ 3mm前後のものを

貼り付けている。加面ともナデで仕上げるが、内面よりも外而が丁寧なナデである。器色は両面とも茶褐

色を帯びている。 焼成は良く硬い。 胎士は細かい。 胎土に細かい貝殻） ，1 と石灰質微砂粒 • 石英が少祉含ま

れている。器駆は13mmをiJ!IJり1豆手の部頻に人る。 6区第 21丹からの出土。

同図17は口縁端部を横位に軽く窪ませて 1二l造りを意識している。口唇は平j廿に仕上げ、他l面と比較して

非常に丁寧に仕上げている。外面は箆削り後にナデを施すが徹底しない1.t、器而に軽い起伏が生じている。

内而は大部分が象lj落するが、残存部から煩推するとナデ仕上げとみられる。器色は両而とも黄褐色を帯び

ている。焼成は良く硬い。胎土は粗く、粗い貝殻片を多兒に含ませている。その他に石灰質微砂粒と石英

が1侑かに混人する。器厚は13mm°J11i後と犀い。 1区第 21罰からの出土。

同図18は微弱ながら内均する口緑破片である。口唇を平担に什上げている。器而は両而とも磨耗するが

ナデ仕上げとみられる。器色は外面が淡茶色、内面が黄褐色を足している。焼成は良奸で硬い。胎土は桔

選されている。Ht;土に柑い具殻片と石灰質微砂粒を多く含み、その他に石英 ・アズキ色の物質を少聾含ん

でいる。器匝は 8mm前後を測った。14区第 2阪iからの出士。
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11)第Il類土器

第22図19は口縁を軽く「く」の字状に折り曲げて仕上げている。口縁内面を浅く窪ませて、口唇内端に

方形状の微細な肥厚を造っている。 この手の土器は鉄鍋を模倣したもの として今のところ考えられる様で

ある。復元されたサイズは口径28.4cm、器高14,0cm、底径13.0cmであった。底部を欠いているが胴下部

の状況から丸底気味の平底が考えられる。全体的に外側に外傾しながら,mいてきて、頸下部からほぽ垂直

に持ち直した後に再度、外側に折り曲げて開いている。器面調整は外面の胴下部に箆削りを施す。胴中央

から頸下部は器面の大半が欠落するが残存部には箆削りの後にナデや明瞭な刷毛目が認められる。口緑に

も副毛目とナデが併用されている。内而は胴下部に起伏のある指ナデを施す為、一見箆削りと見紛う 。ロ

頸部に箆削り後にナデを施している。他はナデで仕上げている。器色は両面とも明茶色を幣びているが外

面の胴下部のみ黒褐色を呈している。焼成は良好で硬い。胎土は粗く 、粗い具殻片を多塾に含んでいる。

その他に石灰質微砂粒 ・石英 ・アズキ色の物質を佃かに含んでいる。器厚は、胴下部で 4111111前後、胴中

央で9111m°Jfo後を測った。 5区第 2陪下部からの出土。

同図20も口縁を軽く「く」の字状に屈曲させて、口緑内而を浅く窪ませている。口唇の外端は丸く 仕上

げるのに対してLI唇内端は角を造っていることから口唇内端部を強調していることを窺い知ることが出来

る脊料である。器面は両而ともl寧なナデで仕上げている。器色は明茶色を帯びている。焼成は堅緻で、

胎土も細かい。)If;土に細かい具殻片 • 石灰質微砂粒 • 石英を少州混人させている。器厚は 5mm前後と簿い。

5区第 2陪下部からの出土。

詞仮121も「l頸部が軽く折れ曲がっている。11唇を平1IJ.に仕上げている。外而の調整はナデと指斤で什ト

げとする。内面は口頸部及び頸下部に箆削りを加えた後にナデを施しているが消えきっていない。器色は

両面とも明茶色を幣びる 。 焼成は良く 、 硬い。 JI合土は比較的に細かい。 胎土に細かい貝殻片 • 石灰質微砂

粒 ．粗い石英が少岱含まれている。器瞑は 7mmと均ー的であった。 6区第 2培の出土。

11i)第ill類土器

ID類 a

第23図22は推算l」径が28.8cmを測る森料で、「！頸部が 「く」の字状に屈曲する。口縁内面が代かに窪
,,.fS 

むのが特徴である点などからビロースク式土器に先行するタイプの土器として把握できる 11]'能性が邸い。

滞面調整は外面がナデ調整を丁寧に施した後に口頸部に指圧を軽く施している。ナデ調整以前に箆削り

による調整が実施されていたようである。内面はナデで仕上げているが、口縁のナデは横位方向に走る。

釈干、深めのナデが注目された。その他に内而には 9X 10mm程度の鉄滓付府箇所が観察できた。LI唇は

ナデで調整され、舌状に仕上げる。器色は外而が淡茶色、内而が黄褐色を帯びている。焼成は比較的良好

で、硬い。 胎土は細かく、細かい貝殻片を多屈に含んでいる 。 その他に石灰質微砂粒 • 石英が僅かに混人

している。器匝は10mm前後を測る。 5区第 2府下部より出土。

圃図23も口頸部が「く」の字状に折れ曲がり、口縁内而が浅く窪んでいる。椎算された口径は26.5cm

を測る。i山j而と もナデで調整するが、内面は外而よりもナデが丁寧である。外面はナデ以前に箆削りによ

る調柩が共施されていて、削りの稜線が認められる。口唇の大部分は禿げ落ちているが、残存する部分か

ら平坦に什：上げていた様である。器色は外面が淡茶色を帯び、内面が黄褐色を呈している。焼成は良好で
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硬い。胎土は細かい。胎土に細かい貝殻片を多く含んでいる。その他に石灰質微砂粒や石英が少屈混入し

ている。器原は10mm前後を測った。 4区第 2層列状逍構内からの出土。

同図24は口縁の小破片であるが、口頸部の折れ具合や口縁内面の窪みなどからこのタイプの特徴を良く

残している。口唇は丁寧なナデで平坦に仕上げている。外面は箆削りの後にナデを施している。（削りの

面を生かしながら丁寧なナデ調整を行っている）。 内而は若干、歴耗するがナデ調整で仕上げている。器

色は両面とも淡茶色を帯びている。焼成は良好で、硬い。胎土は細かい。混人物として細かい具殻片を主

体に石灰質微砂粒 ・石英を含んでいる。器厚は10mmと厚い。11区第 2層からの出土である。

川類 b
,.1 9, 

同図25はビロースク式土器の範鯰に人る唯一の口縁破片である。頸部を欠くが、口縁下端に箆削りで丸

味を持たせた後にナデを加えている。口唇の仕上げは前記W頬 aよりも雑なナデで、舌状に仕上げている。

両面ともナデで仕上げとする。器色は両面とも黄褐色を呈している。焼成は堅緻で、胎土が梢選され細か

い。混人物として細かい具殻片を少祉含んでいる。その他に石灰質微砂粒や石英が位かながら観察出来る。

器l厚は 7mm前後を測る。 2区第 2層からの出土。

iv)第N頷土器

lV類 a

第23図26は亜直気味に立ち上 ってくる 11緑破片で、口緑端部を逆「 L」字状に屈rllJさせて肥J豆口縁とす

る。口唇の幅は15mmと幅広である。外面は条lj落し、摩耗する。内而は若千、！登耗するが丁寧なナデを施

しているようである。器色は外而が黄褐色、内面が淡灰色を帯びている。焼成は脆弱で、胎土も租い。胎

土に粗い具殻片を多杭に含む。その他に石灰質微砂粒 ・石英 ・アズキ色の物質を僅かに含んでいる。器厚

は13mmと厚い。 2区第 2屑からの出土。

同図27は若干、外側に簡く甘枯形が予想される。口縁端部及び口唇外端を欠いているが、このタイプに所

属する脊料である。器面調整は外面の大半が席耗しているが、残存部分からナデ調整で仕上げたものとみ

られる。また、口頸部に指I王を加えている。内面もある程度、摩耗するが、口縁部分に箆削りを施してい

る。他の部分はナデを施している。器色は両面とも焚褐色を帯びている。焼成は悪く 、脆い。胎土も粗い。

胎土に柑い貝穀片を多く混入させている。他に石灰質微砂粒 ・石英を微屈ながら含ませている。器厚は

11mmを測る。10区第 2層からの出土である。

lV類 b

同図28は推算された口径が13.6cmを測る小型の鍋である。口縁に小さな肥厚 （厚さ 3mm前後）を意識

的に製作している。器面は全体的に摩滅するが残存する部分からナデで仕上げたものとみられる。器色は

両而とも淡茶色を主体とするが部分的に褐色を帯びるところがみられる。焼成は良好で硬い。胎土は細か

い。胎土に細かい具殻片を多く含ませている。その他に石灰質微砂粒 ・石英が少情混人させている。器厚

は 5mmと薄い。出土地区は 6区第 2庖からである。

同図29も小振りの）把匝を造っている。器面の調整は両面とも刷毛Hとナデが認められる。器色は両面と

も黄褐色を帯びている。焼成は良く 、硬い。胎土は細かく、混人物として細かい具殻片を少茄含ませてい
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る。その他に石灰質微砂粒・石英 ・アズキ色の物質を微墜ながら含ませている。器原は 5mmと薄い。15

区第 2層下部から出土している。

同図30は幅 3mm程度の小振 りの肥原を造る。口縁外端を軽 く撮み出して肥厚口縁とするが、肥原帯直

下に指圧を加えて肥厚を強調している。口唇は平坦にナデで仕上げている。両面ともナデで仕上げている

が、内面の方が外面より幾分か丁寧な調整である。器色が外面が茶褐色、内面は明茶色を帯びている。焼

成は良好で、硬い。胎土は細かく、細かい貝殻片 ・石灰質微砂粒 ・石英を少茫混人させている。器厚は 8

mmを測る。表採脊料。

同図31は推尊口径が19.8cmを測った。口唇や口縁の口造りは他と共通するが、口唇の仕上げが雑なナ

デで仕上げている。外面は半分程度器面が象lj離しているが、馴毛目とナデ（指圧）が認められる。内面は

ナデで仕上げとするが口縁と胴部に部分的な刷毛目が施されているが、消え切っていないようである。器

色は両面とも黄褐色を帯びている。焼成は悪く 、脆い。胎土は粗い。胎土に細かい貝殻片 ・石灰質微砂粒 ・

石英 ・アズキ色の物質を少砧含んでいる。器原は 9mm前後を測る。 6区第 2層からの出土である。

lV類 C

liiJ図32は口縁端部を撮み出して微弱な外反を造る為、口唇が尖り気味となる。外面は器面が条lj落し、歴

滅する。内面も同様に麿滅の傾向が窺えるが頸部に深い箆削りが横走しているところも認められる。残存

部分から主体はナデ仕上げとみられる。器色は両而とも黄褐色を呈している。焼成は悪く 、脆い。））合土は

粗い。混人物として粗い貝殻片を多く合み、他に石灰質微砂粒 ・石英 ・アズキ色の物質を少飛胎土に含ま

せている。器厚は 9mmを測る。15区第 1層の出土。

第24図33は口縁端部を軽く撮み出して微弱な外反を迅る為、「l唇が外側に突出した状態で丁寧に成形さ

れている。本品の拙算された口経は23.8cmであった。器面調幣は外面が箆削り後にナデを施して仕上げ

とするがナデ調整は徹底していない。内面は大半が象IJ落するが残存部分からナデ仕上げが予想される。器

色は両面とも黄褐色を主体とするが、部分的に灰褐色を帯びている。焼成は良好で硬い。胎土は細かい。

混人物として細かい貝殻片を多く含ませ、他に石灰質微砂粒 • 石英 ・アズキ色の物質が少紐混ざっている。

器原はlOmm・前後と匝い。 6区第 2培からの出土である。

同図34は口唇を似かに欠いている森料である。口唇に沿う様に若干、深目のナデを横位に一条施してい

るのが特徴的である。外面の調整は箆削り後に雑なナデを施している為、箆削りが消え切っていない。内

面は非常に丁寧なナデを施して仕上げている。器色は両面とも貸褐色を帯びている。焼成は良く、硬いが、

胎土は祖い。胎土に粗い具殻片を主体に石灰質微砂粒 ．石英 ・アズキ色の物質を少拭混人させている。器

厚は 9mmを測る。18区第 2陪下部より出土。

阿図35も口唇を欠いているが、他の状況 (U緑の微弱な外反など）から本タイプに所屈するようである。

外面は箆削り後にナデを施しているが梢え切っていない為に箆の幅が10mmと確認出来るところもある。

内面は崩毛目が頸下部に施され、口縁にナデを加えている。刷毛目の消し忘れかも しれない。器色は両面

とも明茶色を常びている。焼成は良好で硬い。）l合土は粗く 、混人物として枡い具殻片を多く含ませ、他に

石灰骰微砂粒 • 石英が佃かに混人している。器原は 9mm前後を測る。 6区第 2席からの出土。

同図36は口縁の大半が端部を欠き、口唇も僅かに欠落している。口縁の微弱な外反などの特徴から本タ

イプに所屈することが確認出来た。外面は刷毛目を施した後にナデを加えているが、刷毛目は梢え切って

いない。内面の大部分は器而が剥落するが、残イ子部からナデで仕上げた可能性が高い。器色は外面が明茶
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色を主体とし、部分的に灰褐色を帯びているところがある。内面は茶褐色を星している。焼成は良く 、硬

いが、胎土は粗い。胎土に柑い具殻片を少屈含んでいて、その他に石灰質微砂粒 ・石英が僅かに混入して

いる。器原は 9mm前後を測る。18区第 2層下部からの出土。

V) 第V類土器

第24図37は雑な横耳（外耳）を貼り付けた口縁破片である。耳は口唇から下、 3-7 111111の位性に斜位

に貼り付けられている。耳の規模は幅 9111111、長さ（残存長） 48mm、l厚さ25111111を測った。口緑部が内側

に内傾するのが特徴的である。外面は雑な指庁を主体にナデを併川しながら仕上げている。内面は耳を貼

り付けた際に内側から強 く指圧を加えた1ふ、 一箇所深 く窪んでいる。他は歴耗する為、判然としないが、

他の森料と同様にナデ仕上げとみられる。器色は外而が明茶色を1叡びている。内面は黄褐色を呈している。

焼成は良好で硬い。J]f;土は柑く 、 粗い貝殻片を多く含んでいる。 その他に微兄ではあるが石灰質砂粒• 石

英 ・アズキ色の物質が含まれている。器厚は 7111111を測る。10区第 2陪からの出土である。

vi) 第VI類土器

阿図38は鍔付きの鍋とみられる口縁脊料で、口縁が杯Jilli]に内糸りする。鍔の外端をある程度を欠くが、鍔

付きの鍋であることにはほぽ確定的である。口唇の造りは丁穿で、平坦に仕上げているのに対し、外1uiは

雑なナテで仕上げている。付記するとすれば内而の方が外血より幾分か丁率なナデを施している。鍔はn

唇から下、 2cmの箇所に貼り付けていて内側の屈曲部分と 一致する。鍔の規校は残存輻 6mm、残存艮

66mm、残―イ千厚14mmを測った。器色は両而ともげ汁易色を幣びている。焼成は良く硬い。胎土は細かい。混

人物として机い貝殻片を多く含み、石灰質の微砂粒や石英が少秘混ざっている。器）厚は10mmを測る。 1

区第 2屁からの出土である。

詞図39はLI縁を欠くが、内側に内がりする点などからこのタイプに含めた。鍔とみられる把手の外端は欠

落する。両面ともナデや指J王が施されているが外而よりも内面が丁寧である。甘料色は両而とも茶褐色を帯

びている。 焼成は悪く脆い。 胎土は粗く 、 細かい貝殻片を多く含ませている 。 その他に石灰質微砂粒 • 石

英が少批混人する。器）且は15mmと）駁い。 7区第 2層の出土。

v11) 第Vil類土器

圃図40も大型の把手破片である。口縁が僅かに残っている。把手の規校は幅17mm、残存長74mm、J翠さ

24mmを測る。把手の造 りは雑でナデや指斤で調整された為に雑な仕上がりと、なっている。把手はn唇に

対して左斜め上りに、貼 り付けられている。把手は口唇から下 3cm前後の箇所に貼り付けている。外而

はナデを主体に指圧を加えながら仕上げている。内而は器面の保持が悪く 、判然としない。器色は両而と

も黄褐色を帯びている。焼成は悪く脆い。胎土は柑く 、粗い貝殻片を多く含む。その他に石灰質の微砂粒 ．

石英 ・アズキ色の物役;が少歌混人している。器厚は13mmとl駁い。地区不明第 ZI蜀出土。
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vni)第11J類 .1V類の外耳 （把手）脊料

ここに図化したのは本貝塚出土の第 1ll 類 • 第lV穎の外耳の全ての脊料である。いづれも口縁を欠く為、

種類が特定出来ないものであった。（第24.図41-45)

loJI又l41は外耳の大半を欠落する。外耳の造りと外面の調整は雑なナデ仕上げである。残存する外耳の規

椛は輻 9mm、残存長35mm、原さ15mmを測る。内面の調整は箆削り後にナデを施すがii'iえ切っていない。

器色は外面が黄褐色、内面が坦褐色を呈している。焼成は悪く脆い。胎土は細かい。胎土に粗い貝殻片を

多批に含ませ、その他に石灰質の微砂粒や石英を1位かに含ませいる。器厚は 7mm前後を測る。12区第 2

界下部より出土。

同図42は比較的大型の把手責料である。把手の規板は幅 8mm、残存長68mm、1厚さ20mmを測る。把手

の造りは比較的丁寧な仕上がりで、ナデや指げで調整されている。器而調整は内面が外而よりも丁寧なナ

デを施している。器色は外面が淡褐色、内而が黒褐色を幣びている。焼成は堅緻である。胎土は細かく、

泥質の判i土を使用している。混人物として粗い具殻片を多姑に含ませ、他に石灰質微砂粒と石英を微散混

ぜている。器1騒は 7111111を測る。12区第 21竹下部で検出された第 4分地炉の内部から出土している。

Jrij図4.3は比較的丁寧な造りの外耳である。残存する外耳の規校は幅10mm、残イ子長37mm、原さ26mmを測っ

た。外面はナデを主体に指圧を加えて仕上げている。内而は外面よりも「寧にナデを施している。器色は

i岨耐とも明茶色を幣びている。焼成は良く、硬い。胎土は細かい。本品のみ泥質っぽい粘土を使用してい

る 。 混人物として細かい貝殻片を少糾含み、 他に石灰質微砂粒 • 石英・アズキ色の物質を僅かに含んでい

る。器限は 7mmを測る。 ］区第 2附下部より出士。

同図44は把手のある小破片である。外而は歴耗が著しい為、調整は判らない。内面はナデ仕上げである。

器色は袖irhiとも明茶色を幣びている。焼成は良く硬い。/jf;土は細かく、泥質粘土を使用している。胎土に

細かい貝殻）＇,． • 石灰質微砂粒 ・ 石英を少祉含んでいる。器原は 6 mmを測る。3区第 l陪からの出土である。

同図45は把手のみの破片であり 、身から離れている。把手の幅は 6mm、残存長28mm、原さ29mmを測る。

把手の端部は雑ではあるが平JI!にナデで仕上げている。把手の上下而はナデを雑に施している。器色は上

血が淡茶色、下面は黄褐色を呈している。焼成は良く 、硬い。胎土は細かい。混人物として細かい具殻）＇,．

と石灰質微砂粒を多く含んでいる。その他に石英 ・チャートが僅かに含まれている。13区第 2陪下部から

の出土である。

1x)第］類～第vu類土器の底部責科

ここに示す底部脊料は、第 1岱月～第¥Ill煩土器の底部破片である （第25図46-55)。底部の分類については、

後述するような四つのタイプに大別した。

第 1 類～第\~煩土器の底部責料の分類概念

分煩に際しては、底而からの立ち上がりの状況などから A-D類までの 4種類に分けた。

A類 ・・底面からの立ち上がりは内側に閉じた状態で、底面から胴部へ丸味を保持しながら移行する。後

述の B類よりも内側に内悶する。器面の調整手法は B類と共通する（第25図46)。

B類…底血からの立ち上がりは、丸味を保持しながらJll叫部へ移行するもので、底血からの立ち上がりの

部分に箆削りで丸味を出した後にナデil'iしを人れるが、箆削りが梢え切っていないものが目立つ。

- 6] -



（第25図47-50)。

c 煩• •底而からの立ち上がりは、底 1面から外側に 1:JfJ いた状態で、そのまま直線的に胴部へ移行する 。 底

部の調整は箆削り後にナデ消しを人れるものが目立つ。（第25反l51-53)。

D類 ・・底l面からの立ち上がりは C類と lnJ様に）Jill]部へ直線的に移行するが、 C煩よりも外側に大きく 1頃く 。

器血の調整は箆削りで放岡するものと箆削りをナデ梢すものがある （第25l'J.l54・55)。

A類

第25図46は第 I類～第Vll類のいづれかの底部片とみられるものである。外面の調整は箆削り後にナデを

施すが徹底していない。内血は丁i翠なナデで仕上げている。器色は外而が明茶色、内而が黄樹色を帯びて

いる。焼成は良好で硬い。胎土は租く 、混入物として粗い具殻片を多塁に含む。その他に石灰質微砂粒 ．

石英 ・アズキ色の物質を微兄に含んでいる。器｝厚は15111111を測る。18区第 2陪下部よ り出土。

B類

詞図47も第 L類～第VII類のいづれかに所屈する底部片である。外而には箆j'jljり後にナデを施すが徹底さ

れていない。内血は器面が若：：ト、禿げ落ちているがナデ仕上げとみられる。器色は両面とも黄褐色を呈し

ている。焼成は良く 、硬い。Jl合士は粗い。混人物として細かい具殻片を少砧含み、石灰質微砂粒や石英が

代かに含まれている。器）旱は13111111前後を測る。 9区第 2陪からの出土。

J,;j図48は第 L類～第Vil姐のいづれかに合まれる底部片である。外血の調賂は胴下部が箆削 り後にナデを

施す。外面は底而のみがj浮寧にナデii'iされている。内面は玲削 りでニ ・三箇所調照した後に丁寧なナデ消

しが行われている。器色は外血が秘褐色、内而は淡褐色を帝びている。焼成は良く、硬い。）j合土は細かい。

胎土に細かい具殻片 • 石灰質微砂粒 .; イゴ英を少屈含んでいる。器）厚は15111ml前後を測った。 1区第 2陪か

ら出土。

1,iJ図49は比較的大型の）Jl,iJ部破片である。底部に近い部分が残っていて、底l面からの立ち上がりの形状を

窺い'3:11ることが出来たので1::,(1化を試みた。また、 )jl,ij部の推粋最大j1忙径は37.4cmを枇ljった。悩面調整は外

血に箆削りを施した後にナデを加えて1-1:上げている。内面はl炉耗し、刊然としない。器色は両面とも黄褐

色を幣ぴているが、内面は部分的に淡掲色を帯びている。焼成は良好で硬い仕上がりである。Jlf;土は細か

い。 混人物として細かい具殻片 • 石灰質微砂粒 • 石英・アズキ色の物質を少搬含んでいる。器）旱は10mm

前後を測る。19区第 2J,;,1下部からの出土である。

同図50も比較的大嬰の胴部片である。底部近くが残存し、底而からの立ち上がりの形；1人も予想できたの

でこれも図化した。器而調賂はi刺1ftiとも箆削り後にナデを施しているがナデは徹底していない。ナデは内

而の方が外而よりも丁率である。器色は外而が明茶色、内而が焚褐色を帯びている。焼成は良く硬い。胎

土は細かく 、混人物として細かい貝殻片 • 石灰質微砂粒 • 石英が少屈含まれている。器駆は12mmli1i後と

I厚い。 6区第 2陪からH-',—j--0 

c類

阿図51 は底而のI~ さが20mmと1厚手である。悩面は詢llliとも1皇耗する為、器而の調整手払は判らない。

器色は外面が関褐色を常びている。内而は淡褐色を呈している。焼成は悪く脆い。llt辻は粗い。混人物と

して粗い貝殻片 • 石灰質微砂粒 ・石英 ・アズキ色の物質を少批含んでいる。19区策 2陪下部からの出上で

ある。

同図52の器而調幣は外而が雑なナデ仕上げであるが、ナデ以前に箆削りを施している。内面は器面が若
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十、歴耗するが残存部分よりナデ調整とみられる。外底面は器面が象lj落し判然としない。器色はj1l1j面とも

茶褐色を常びている。 焼成は悪く、脆い。 胎土は細かい。 混人物として柑い具殻片 • 石／火質微砂粒・石英

を少紐含んでいる。器厚は11mm前後を測る。 3区第 2席の出土。

同図53は器瞑が16mmと原い底部片である。底面から立ち上ってくる部分は磨耗はしているものの箆削

りで面取りがなされていて、この面のみが平たくなっていることが理解出来る。他面は庶耗の為、判らな

い。器色は外而及び外底而が淡褐色を主体としていて、他面は黄褐色を帝びている。焼成は脆弱で、胎土

も粗い。混人物として細かい貝殻片を多く含み、他に石灰質微砂粒 ・石英 ・アズキ色の物質を僅かに含ん

でいる。 8区第 2陪出土。

D頻

同同54は外面及び外底而が箆削りで調整され、そのまま放置されている。内面は庶耗し、判然としない。

器色は外面が明茶色、内面は淡褐色を幣びている。焼成は堅緻であり 、胎土も梢選されている。胎土には

非常に細かい具殻片と石灰質微砂粒を多く含ませ、他に石英とアズキ色の物質を微紐に混入させている。

器犀は 8111111前後を測る。 2区第 2席からの出土である。

同図55は底径の推葬が14.6cmと求めることができた脊料である。外面及び外底面の一部は箆削 りを主

体に施され、部分的にナデを加えている。外底而の大半は器面の状態が悪い。 しかしながら平坦な而を保

持している状況などから箆削りなどの調整が今のところ考應される。内而はナデで仕上げている。内底而

には炭化物もしくは煤が薄く （厚 さ0.2mm)付芯している。器色は外rfli及び外底面は明茶色を主体として

いるが部分的に貨褐色を帝びている。内面は巽褐色を主体とし、部分的に淡灰色を足しているところがあ

る。焼成は良く 、硬い。胎土は粗い。混人物として柑い貝殻片を多く合ませている。他に石灰質微砂粒と

石英を少批混ぜている。器匝は13mmを測る。16区第 210下部から出土。

B群土器

X) 第llli類士器

¥lll類 a

第25図56は直l」「l縁で、17唇は玲削り後にナデを加えて平j廿に仕上げている。外面は箆削り後にナデを

施すが部分的に消え切っていないところがある。内面はナデで調整されている。器色は両而とも明茶色を

主体としているが、部分的に褐色を呈しているところが認められる。焼成は堅緻である。胎土は精選され

る。胎土には細かい貝殻片を多く含ませている。他に石灰質微砂粒や石英が少虻混人する。器原は 8mm 

前後を測る。 6区第 2IR の出土。

同図57の口緑は1位かにク舟間するが、直rI口緑の部頷に人るものである。口唇を箆削りの後にナデを加え

て平Jl::l.に仕上げる点などからも上記、 56と共通した要素が認められる。i"'i面ともナデで仕上げているが、

外面のみ箆削りで調整した後にナデを施している様である。器色は外面が明茶色、内面は茶褐色を帯びる

部分と褐色を呈する部分が半々に認められる。焼成は堅緻であり 、胎土は梢選される。混人物として細か

い具殻片と石灰質微砂粒を多く含み、その他に石英を小紐含んでいる。器1豆は 7mm前後を測った。 3区

第 l界の出土。

同図は58は口唇から下、 25mmの箇所から明瞭な箆削りを施している。他はナデで仕上げている。口唇
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は舌状に仕上げている。器色は外面が明茶色、内面は褐色を主体とするが、部分的に黄褐色を帯びている。

焼成は良好で、硬い。胎土は細かい。混人物をとして細かい具殻片を多く含んでいる。他に石灰質微砂粒

と石英を微招ながら含んでいる様である。器厚は 8111111前後を測る。 7区第 2陪からの出土。

同図59は口唇に丸みを持たせて舌状に成形する。箆削りは口唇から下、 17111mの箇所から始まっている。

他面はナデのみで調整する。器色は両面とも明茶色を帯びている。焼成は非前に良く、硬い。胎土は細か

い。胎土に粗い具殻片を小紐含んでいて、その他に石灰質微砂粒と石英が僅かに混人している。器厚は 9

mm前後を測る。 4区第 2翔,LI',土。

llll類 b

同図60は口唇を若干、尖り気味に成形して仕上げている。外面は器面の半分程度象lj落しているが、残存

部にナデと指圧が観察できる。内面は全体的に歴滅の傾向が窺えるが、残仔部からナデ仕上げが考えられ

た。器色は両面とも黄褐色を帯びている。焼成は良好で、硬い。胎土は梢選されている。胎土は泥質の粘

土が使用されていて手触りはスベスベしている。混人物として細かい石灰質砂粒 (1mm前後）や具殻片

が小祉含まれていて、その他に微紐ではあるが石英とアズキ色の物質を含んでいる。器厚は 8mm r),j後を

測る。17区第 1陪の出土。

同図61は日緑端部が僅かに外反する。「l唇は舌状に成形しているが、雑である。外面はナデと指I王が施

されていて、雑な仕上がりとなる。内面も同様にナデと指圧を加えているが、外面よりは丁寧な仕上がり

である。器色は外面が明茶色を主体とし、部分的に焚褐色を呈している。内而は黄褐色を帯びている。焼

成は悪く、脆い。胎土は細かい。胎土に細かい具殻片 ・石灰質微砂粒を小虻含んでいて、イ崩かではあるが、

石英を混人させている。器｝厚は 9mmfili後を測る。 2区第 2界の畔から出土。

同図62は外側に大きく外傾する鍋の破片である。口唇を平Jj:I_にナデで仕上げた後に口唇外端部を箆で角

を削り沿している。両而ともナデで仕上げているが、外面の仕上がりは雑である。器色は外面が淡褐色、

内而が黄褐色を常びている。焼成は堅緻で胎土が精選されている。混人物として細かい具殻片 ・石灰殴微

砂粒を小砧含んでいる。石英は確認出来なかった。器厄は 7mmと均ー的である。 7区第 2屁下部からの

出土。

同図63は外側に外傾し、ゆるく外反する「！緑破片である。u唇を舌状にナデ調整で成形する。11唇から

下、 3cm・1前後の箇所から箆削りを尖施していて、この部分から上が疑似肥原の口縁となっている。肥犀

帝直下に前記の箆削りが集中的に施されていて、ナデ消しが徹底していない。口縁は一部箆削りが認めら

れるが、基本的には雑なナデを加えている。内面の器面は半分程度、象lj落するが残存部分よりナデが推定

される。器色は両面とも淡褐色を王体とするが、内外面の口縁は黄褐色を帯びている。焼成は良好で、硬

い。胎土は細かく 、泥質領向の強い粘土を使用していて手触りが良く、スベスベとしている。混人物とし

て細かい石灰質砂粒 (1mm前後の石灰岩片 ・サンゴ片）と石灰質微砂粒を多く含んでいる。他に 4mmX 

7 mm規模の貝殻片が希に含まれている。Hri記、 62の口縁破片と同様に石英の混人は確認できなかった。

頸下部は箆削りによって混人物が剥がれ落ち、アバタ状を呈しているところが認められる。器厚は 8mm 

前後を測る。 また、 IJ罰厚部の最大厚は11mmを測っている。 2区第 2陪からの出土である。

第26図64は推算された「l径が17.6cmと求めることができた責料で、小型の鍋が予想されるところであ

る。口唇を平坦に箆で成形した後にナデで調整しているようである。器面は両面ともナデで仕上げていて、
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ナデは内面が外面より丁率であった。外而は部分的に象I]落する。器色は両面とも黄褐色を帯びている。焼

成は良く 、硬い。胎土は細かく、泥質の粘土を使用していて、器而の手触りはr廿らかである。混入物とし

て細かい石灰質砂粒 (1mm前後の石灰岩の細片 ・サンゴ片）を多く含んでいて、他にi'llい貝殻片と石英

を希ではあるが含まれている。また、内面は混人物が条I]落し、アバタ状となっている。器厚は 6-7 111111 

と駒ー的であり薄手である。 4区第 11Rからの出土。

XI)第＼皿類土揺の外耳脊料

ここで図化した 4 点は、本具塚から出土した第 ~lll類の外耳破片のすべてである。

同図65は第¥'111類土器の外耳片で唯一の大型破片である。耳の成形は丁寧であるが、耳の一端を欠いてい

る。耳の規模は幅25111'11、残併長43mm、厚さ10mmを測る。耳と身の接合面で、 上の方のみ箆状の.:r.具で

身からはみ出しだ粘土を削り取っている。耳の他の部分は身にナデ調整で丁寧に馴染ませて貼り付けられ

ている。器1(ri調整は両而と もナデで仕上げている。器色は外而が茶褐色、内l面が鴨褐色を幣びている。焼

成は良好で硬い。）胎士に泥質の粘土が使用され細かい。胎土には粗い具殻片と石灰骰微砂粒が小姑含まれ

ている。石英は確認出米なかった。滞l厚は 5-6111111と均一的で薄い。13区第 21苦からの出土である。

J,i]J叉166は耳が1/3程度残った脊料である。また、耳の縁端を欠く為、計測は実施しなかった。耳および

内1(iiはナデで仕上げられている。器色は外而が茶掲色、内而が勁褐色を呈している。焼成は良く、硬い。

胎上に泥質の粘土を使用し、粕選された感じを受ける。混人物として細かい貝殻片と石I火質微砂粒のみ少

姑含んでいる。器l早は 8111111を測った。16区第 2陪下部からの出土である。

In]図67は耳の細片で、内而を欠く 。耳はナデで丁寧に仕上げている。器色は茶掲色を常びている。焼成

は良く 、硬い。）jf注は泥質の哨＼土を使用し、細かい。 混人物として細かい貝殻） ，1 ．• 石灰質微砂粒のみ含ん

でいる。 5区第 21名下部からの出土。

Jri]図68も耳の破片である。耳の辿りは他と比較して、雑である。両面とも］炉干、磨滅しているが、ナデ

11: 上げとみられる。器色は両面とも淡茶色を哨びている。焼成は照緻である。胎土は細かく 、泥質の粘土

を使用している。 ）l合土に細かい貝殻） ，1• 石灰質微砂粒のみ混人している。器）厚は 6111111と均ー的である。

7区第 2庖からの出士。

xii)第珊類土器の底部脊料

第珊類土器の底部片の中には、壷の底部も含まれている。これも以下の分類の中で記述する。分類につ

いては、後述する可つのタイプに分けるが、前で記した第 1灯！～第軋類土器の底部分類 (A類-D類）に

後続させる意味で、この第＼，lll類を E煩から J災月の 5種類に分けた。以下、分頷概念を記述するが、第＼冊l煩

土器の11緑分類である a ・bに分けるものや壺と °l'IJるものについては、これを底部分類の前に冠すること

にする。

第¥illl類土器の底部分類概念

第VIII類 aの底部

E類…底面からの立ち上りは、内側にきつく締まる為、ほぼ亜直に近い状態で立ち上り胴部へ移行する。
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また、立ち上りの部分に箆削りで而取りを実施するものもある。（第26図69・70)

F煩…底面からの立ち上 りは、E類よりは外側に大きく 開き、そのまま胴部へ移行する。（第26図71)。

第VlII類 bの底部

G類・・・底面からの立ち上りが、丸味を保持しながら胴部へ移行するものである。立ち上りの部分には、

箆削りで丸味を造り出した後にナデ消しを行うが、消え切っていないものもある。（第26図72.

73)。

H類…底面からの立ち上りは、外側に直線的に開きそのまま胴部へ移行していく 。底面と立ち上 りの部

分には箆削 りとナデが認められる。図化した 1点がこのタ イプである。（同図74)。

第VlII類の壷底部

l頷・・・底面からの立ち上りは、内側に閉じ気味に立ち上る。立ち上りの部分には箆削りで丁寧に仕上げ

るものとナデ消 しを人れて仕上がるものがある。（同図75・76)。

第VIII類aの底部

E類

第26図69は底径が14,4cmと拙算された。外面は底而から立ち上りの部分に箆削りを人れて面取 りを実

施している部分と箆削りを施した後にナデを1JIJえているが徹底していない部分がある。内而はナデで仕上

げている。外底面は磨耗の1..う、判らないが、而としては平JH_に仕上がっている。器色は外面及び外底面が

褐色を主体とし、部分的に茶褐色を帯びているところがある。内面は褐色を主休とし、部分的に茶褐色を

幣びている。焼成は悪く 、脆い。）lt土は泥質の粘土を用いていて細かい。胎土には粗い貝殻片を多く含み、

他に石灰質微砂粒と石英が佃かに混入している。外底面の1厚さは 7-lOmm、胴部の厚さは13mmを測って

いる。 1区第 2陪からの出土。

同図70は外面が箆削りのみ残っている。内而はナデ仕上げ。外底面は摩耗及び器面の剥離の為、不明。

器色は外而及び外底面が茶褐色を主体とするが、部分的に褐色を帯びているところが認められる。内面は

勁褐色を呈している。焼成は悪く 、脆い。)jf,.:t.は泥質の粘土を使用していて細かい。胎土には細かい具殻

片を多 く混入し、他に石I火質微砂粒と石英が他かに含まれている。外底面の肛さは 8- 9 mm、胴部は

10mm内外を測った。14区第 2培から出土。

F頷

阿図71は底径の-!fl:鉢が16.4cmと求めることができた。外面は箆j'jljり後にナデを施すが徹底していない。

外底面及び内而はナデで仕上げている。器色は外面及び外底面が茶糊色、内而が勁褐色を幣びている。焼

成は脆弱である。胎土は泥質粘土を用い細かい。Jlf,土には粗い具殻片を小並含んでいて、他に石灰質微砂

粒を僅かに含ませている。外底面の厚さはlOmmll1i後、外而は 911111111,j後を測った。2区第 21蜀の出土。

第VIl1類 bの底部

G類

同図72は椎鈴された瓜径が26.4cmと底部賽料の中では最も大きいものである。外面及び外底而の調整

は箆削りとナデが施されている。内面はナデで仕上げている。器色は両面が部分的に褐色を帯びていると

ころもみられるが、外面は黄褐色、内面は淡褐色を主体としている。焼成は悪く、）l危い。）j合土は細かい。

混人物として細かい石灰質砂粒 (1mm前後の石灰岩片 ・サンゴ片）と石灰質微砂粒を多く含んでいる。
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その他に微飛ではあるが石英が含まれている。器原は 8mm前後を測る。 3区第 2屁からの出土。

伺図73の外而は大半が糸lj離しているが、残{+する面には箆削りが認められる。内而はナデ仕上げてある。

器色は外面が黄褐色、内而が淡褐色を呈している。焼成は脆弱であるが、胎士は細かい。胎土には粗い貝

殻片と石灰微砂粒が多く含まれている。器原は 8-lOmmを測る。 1区第 2腎より出土。

H類

同図74は外面の一部と外底面に箆削りを施している。他の而はナデで仕上げているが、内面の仕上りは

丁寧である。器色は外面が淡茶色、内而が黄褐色を帯びている。焼／成は堅緻である。胎土は、梢選されて

いる。混入物として細かい貝殻片と石灰質微砂粒を少紐含んでいる。その他に微姑ではあるが石英が混人

している。器原は最小駆 5mm、最大厄10mmを測った。 4区第 2培の出土。

第VIll類壷の底部

l類

同図75は底径が10 . 8cm と 1/~算出来た。外而及び外底面に箆l'JIJりを施している。外面の箆l'jljりは丁亨で

滑らかに什上がっている。 内而はナデでイ」• 上げている。器色は外面が茶褐色、内面が淡茶色を帯びている。

焼成は堅緻である。 胎土は細かく、泥質の粘土をJtl いている 。 混人物として細かい具殻片• 石灰質微砂粒

を少情含んでいる。その他に石英が僅かに混人している。器1豆は最小 6mm、最大 8mmの四さを測った。

4区第 2料の出土。

同図76の推符された底径は、 11.6cmを測った。器面調整は外面及び外底面が箆削りで仕上げられてい

て特に、外底面の仕ヒげが！寧である。器色は両而が黄褐色、外底1(1[は黄褐色であるが令体的に煤けてい

る。内而は器面の保持が悪く、判然としない。焼成は良く、硬い。胎土は細かい。混人物として細かい貝

殻片を少拡含んでいて、他に石灰質微砂粒が1位かに混人している。伍英は観察出来なかった。器I旱は 6

mm1前後で均的である。 2区第 21粁の出土。

A ・B nr-土器の壷及び胴部責料

壷の脊料はAt仔・BI洋土器で各々 l点づつ出土している。胴部片は B群から 1点のみ特徴のあるものを

図化した。記述に際しては壷及び胴部は各群別に行った。（第26図77-79)

Al作土器壷

同図77は17唇の一端を尖り気味に雑に成形する外反の壷とみられ小破片である。n緑外面には指庄とナ

デを施している。内面はナデで仕上げている。器色はj岨j面とも貨褐色を呈している。焼成は悪く 、脆い。

胎土は細かい。混人物として細かい具殻片と石灰質微砂粒を少茄含ませている。1位かに石英が混人してい

る。器原は 6mm前後を測る。 2区第 21岳からの出土。

B群土器壷及び胴部

同図78は口頸部が「く」の字状に屈曲し、 11緑が外傾する壷である。口唇は平J廿でナデで仕上げている。

両而ともナデで仕上げているが、内而は外而より丁寧である。器色は両而とも黄褐色を帯びているが、内

面の11緑の一部が帯状に褐色を足している．，ばなどから土器焼成後に土器を棒などで取り上げた際に発生す

る坦褐色や褐色の斑文である。焼成は良奸で硬い。胎士は細かい。胎土には粗い具殻片を多く含んでいる。

その他に微細な石灰質砂粒が混人している。器原はl]mml前後を測る。 4区第 1席の出土。
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同図79は胴部の小破片で、外面に直径 4mm、深さ 3-4 mmの円形状の窪みが2箇所に認められたので

図化を試みた。右側の窪みは窪み中の面が滑らかとなっている。他は凹凸のある而となっている。発掘し

た当初、有文の資料ではないかと考えていたが、類例査料もない点や混人物の欠落痕などの可能性もあっ

たので胴部片として紹介することにした。外面の調整は歴耗の為、判らない。内面はナデで仕上げている。

器色は両而とも茶褐色を呈 している。焼成は良好で硬い。胎土は細かく、細かい具殻片を多く含んでいる。

他に石灰質の微砂粒を倣かに含んでいる。器原は 8mm前後を測るが、全体的に均ー的な原さで仕上げら

れている。 1区第 2層の出土である。

C群土器

xiii)第1X類土器

, .. , ,u, 
この土器はいわゆるパナリ焼きである。壷と香炉もしくは火入れの口縁が各々 1点づつ得られている。

阿図80はナデ屑の壷とみられるもので、口唇を低かに欠いている。両面ともナデで仕上げているが、内

面が外面よりも丁寧である。器色は両面とも赤紫色を幣びている。焼成は堅緻である。胎土は精選された

泥質の粘土を用いている。混入物として石英が少茄含まれていて、希に石灰質の微砂粒が含まれている。

器原は10mmを測る。 2区第 2層からの出土。

同図81は口唇と器匝が10mmと均ー的な厚さを保持するもので、内碍する香炉か火人れの口縁とみられ

る。外面及び口唇には箆削 りを施した後にナデを加えて仕上げている。内面は丁寧なナデを施して仕上げ

ている。器色は両而とも茶褐色を帯びている。焼成は良く、硬い。胎土 は細かい。混人物として細かい石

灰質砂粒 （サンゴ片）や具殻片を多く含んでいる。他に石灰質の微砂粒を佃かに含んでいる。18区埋土よ

り出土。

註

,;I: 1 -a. 金武正紀 「考古学から見た宮古 ・八亜Iれの歴史」 第175回 沖縄県立 栂物館講座 1989年

4月22日の講座で講話、刊行はない。

註］一 b.金武正紀 「先島の時代区分」 琉球史フォーラム 考古学の時代区分 名渡市史セミナー

名設市教育委具会 199]年10月12日。

荘 2. 註 1に同じ。

註 3. 金武正紀 ・阿利直治ほか 『ビロースク辿跡」 石厨市教育委員会 1983年。

荘 4-a. 高函隈術 「編年試案の一部修正について」 南島考古 第 7号 沖縄考古学会 1981年。

註 4-b. 高宮廣術 『沖縄縄文土器研究序説』 第一杏房 1993年 5月。

荘 5. 新城 剛 「パナリ焼」 沖縄大百科事典下巻 沖縄タイムス社 1985年。

壮 6. 大城愁 ・金城亀信ほか 『上村逍跡』 沖縄県教育委具会 1991年。

註 7. 註 1に伺じ

註 8. 註 3に同じ

註 9. 註 3にIrr]じ

註10. 高宮廣衛編 「宮古 ，八巫山の追跡」 『沖縄歴史地図』 考古編 柏習房 1983年
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2. 白磁

白磁は端反碗の胴部片と直n口縁の浅Jillが各々 1点ずつ出土している。この 2点以外の出土はなかった。

(1) 端反碗

第27図 lは端反碗の胴部とみられるもので、腰部に若干丸味を持たせている。外面には輛軸痕が顕著に

認められる。釉は灰白色の透明釉を外而の高台脇きまで施している。内而は全而に釉掛けを施している。

釉の貫入はない。素地は淡灰白色の微粒子である。口縁が欠落する為、正確な時期は特定出来ないが古手

の資料とみられる。 (14世紀前後）。 11区第 2陪下部からの出土。

(2) 直口口縁の浅』ll

同図 2は椎算された口径が8.4cmと求めることの出来た責料で、口縁が微弱に内手りする。外面には削り

のよる輛輯痕が認められる。両面には濁黄白色の釉を全面に薄く施釉する。釉全体に微細な貰人がみられ

る。素地は淡焚白色を帯び、軟質である。11区第 2庖から出土。

,,,12, 

八重山地域での端反碗の出土逍跡をあげると大l白浜具塚 • 新星村追跡の二遺跡からしか報告されていな
, .I 3 

い。特に大泊浜貝塚の端反碗と白磁玉緑口緑碗は無土器逍跡の終未を12Ut紀1ili半と決定付けた好脊科が出

土している。

直「111縁の浅IJllは、いわゆる袂人高台Jillである。今帰1-.城跡出土のものとサイズ ・釉色 ・素地などが一
.. I u' 

致している。このJIilの時期は15-16・111:紀として考えられる。 この手のJUlは名蔵海岸 ・1艇田崎追跡 ・成）冦

虚跡 ．土村砥ぷ亦などから出土 していて編年の椋式となっている。

ヽ

こ二 ジク
I 2 

第27図白磁 (I 端反碗、 2直ロ・ロ縁の浅皿）

0 5cm ---
註

註 1. 金武正紀・金城亀信ほか 『大泊浜！！塚 ・下田原！！塚』 沖縄児教脊委員会 1986年。

註 2. 金武正紀 「沖縄における12・131仕紀の中I司陶磁器編年試案」 沖縄県立t島物館紀要 第15号 沖
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縄県立t専物館 1989年。

註 3.註 2に同じ。

註 4.金武正紀 • 宮里末樅ほか 『今帰仁城跡発掘調壺報告I』 今帰仁村教育委員会 1993年。

註 5.知念勇ほか 『沖縄出土の中国陶磁 （上）』 先島編 沖縄県立J専物館 1982年。

註 6.金武正紀 ・大田宏好 『慶田崎追跡』 与那回町教育委員会 1986年。

註 7.青山学院大学成屋追跡調究団「西表 ・成屋追跡発掘調杏概報」青山史学 第 9号 '1987年。

汁:8. 大城 愁 ・金城亀信ほか 『上村逍跡』（籠要造跡確認謂引ミ報告） 沖縄県教育委貝会 1991年。

3. 青磁

本貝塚からは20点余の青磁が出土した。全て破片であった。器種は碗を主体に杯 .llil . 盤 （大皿）が合

まれていた。青磁碗の確認されタイプは、蓮弁文碗 ・＇は文帯碗 ・無文碗 （外反口縁碗など）の 3種類であっ

た。以下、碗 （蓮弁文碗から熊文碗） ．杯 .Jfil • 盤について記述を行う 。

A. 胄磁碗

］）蓮弁文碗

第28図 1は片切り彫りで蓮弁を描いた胴部片である。釉は淡青緑色で、原く両面に施されている。素地

はIi白色の細粒子である。両面に粗い1;人が観察出来る。11区第 21名からの出土である。

2) 宙文帯碗

詞図 2・3に図化した 2点で、釉色、素地などが一致する点から同一個体とみられる。同似12は口径が

14cmと1ft算出来た。n縁が内碍する碗で外而には片切り彫りによる宙文を描いている。両而には淡竹緑

色の透明釉を厚く施している。j,Lj面に発Iiい貫人が観られる。素地は灰白色の細粒子である。 1区第 1序か

らの出土である。

詞図 3は上記 2と同一個体とみられ、上記 2と直接接合が出来なかった。口縁を欠く脊科であるが、片

切り彫りによる・,Fi文を描いている。布文常の直下への文様は確認されなかった。両面に粗い買人がみられ

る。釉色 ・素地などは、上記 2と特徴が一致する。 3区第 1屁からの出土。

3) :1!! 「：文碗

J!!f, 文碗が6点得られていて、口縁の特徴などが外反口縁碗 ・王緑口緑碗・内手ザロ縁碗の 3種類に分類し

4)外反口緑碗

同図 4は「l緑外端を軽く外反させて、端部の器璧を瞑くしている。椎算u径は13.4cmを測った。釉色

は淡黄緑色の透明釉を両而に施している。lゴ唇の一部が釉禿げしている。両面に細かい貫人がみられる。

素地は淡灰白色の細粒子である。14区第 2庖下部からの出土である。

同図 5は口縁がきつく折れ!UJる碗とみ られる査料である。両面に透明な淡灰緑色の釉を施している。両

面には細かい判入が認め られる。素地は灰白色の細粒子である。 0区第 1附から出土。

同図 6は口緑が端反り、微弱に外反する。釉色は淡胄緑色を呈し、両而に施している。1山j面に粗い貫人

がみられる。素地は灰白色の細粒子である。 4区第 2屁からの出土である。

5) 玉縁口緑碗

lf'ij図7は口縁に小さい玉縁状の/j四匝を有する碗の破片である。釉色はi炎緑色を足し、両面に施している。
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貫入はない。素地は淡灰白色の微粒子である。18区埋土撹乱層より出土。

6)内丹口縁碗

同図 8は口径の椎算が14.4cmを測る。両面に涙緑色の釉を厚く施している。両面に細かい貫入が観察

出来る。素地は淡黄白色で、やや軟質の粗粒子である。 7区第 1層から出土している。

同図 9は推算口径が12cmと求めることが出来た。釉は二次的に火を受けた為、本来の色を失っている。

現況は黄白色を呈している 。 素地は淡橙色の細粒子で、 •I次質となっている。 2 区第 2 層から出土。

B. 杯

同図10は口縁が内？舟する碁笥底の杯とみられる脊料である。釉色は淡青緑色を帯び、両而に施している。

圃面に粗い貫人がみられる。素地は淡灰白色の細粒子である。 4区第 2陪の出土である。

C. 皿

同図11は口緑に小さい玉緑I大の肥厚を造っている。肥厚帯直下を箆で削り取って肥犀を強調している。

釉色は淡行緑色を呈している。両面に細かい貫入が観察出来る。素地は淡灰白色の細粒子である。 3区第

l I晋からの出土である。

D. 冑磁盤

詞図12は鍔のある盤で、鍔上面を平坦に仕上げている。鍔の外端部を削り出して稜花とする。り農緑色の

釉を両而に釉掛けをする。i刺而に細かい貫入が観察される。素地は軟質で淡黄白色を呈し、やや粗い粒十

である。13区第 21邑からの出土。

本具坂から出土した青磁は141仕紀中頃-16llt紀煩までの範囲に収まるものであり、古手の鉛蓮弁文や割

化文碗が出土 していないのが残念である。 しかし、白磁や土器からは12Ill: 紀前半から13世紀代のものが存

在するので、将来、カイジ村跡やカイジ浜貝塚から発見される確率は非常に高く、期待がもてるところで

あるc

1.,l 11 I、,I 21 <.,I 3 l 

雷文常碗の主な出土造跡としてカンドウ原追跡 ・1災1:11111奇逍跡 ・与那）以逍跡などから得られている。

註

面tl.大城毬ほか 『カンドウ原逍跡』一iWl・排水丁事に係る緊急発掘揺lJiミ 沖縄県教育委員会 1984年。

lit 2. 金政正紀 ・大川宏好 『）艇川崎辿跡』 与那国町教育委員会 1986年。

11-E 3 . 金城亀信 『芍.:)那）原辿跡」 与那国町教育委員会 1988年。

4. 須恵器

須恵器の底部片が 1点のみ1'I',.:tしている。

第29図 1は淡灰色を帯びた須恵器の底部破片である。芯部は荼褐色を呈している。素地に微細な石灰質

の砂粒を多く合み。希に石英が混人している。素地そのものは細粒子である。外而は回他擦痕を主に回転

箆削りが底而からの。—、,I ち上りの部分に施されているが、大半は1察痕でil'l されている 。 内而及び内底血には

回転擦痕と記H察痕 （ナデ）が施されている。外底而は郊干、起伏がある状況から-tfl'察すると箆削りを施

した後にナデを加えた 11]能性が考えられた。18区第 2屈下部からの出土である。
, .. 1'り

八重111地域では、大泊浜貝塚から出土した須恵器が12棋紀前後で、最も古い。沖縄本島を経由した須恵
, .. , 21 , .. 1 ; :I 

器は与那国や波照J/¥J島まで流布していて、ビロースク追跡や）災田崎姐跡などからも出土 しているが、紐的
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には少ない。

註

註 1. 金武正紀ほか 『下田原貝塚 ・大泊浜貝塚』 沖縄児教育委員会 1986年。

註 2.金武正紀 ・阿利直治ほか rビロースク辿跡』 石垣市教育委貝会 1983年。

註 3.金武正紀 ・大田宏奸 『）災田崎追跡』 与那国町教育委員会 1986年。

5. 褐釉陶器

褐釉陶器の口縁・胴部 ・底部の破片が、それぞれ l、r罰づつ出土している。 4、点とも壺の破片である。

第29図 1は口縁が内乎りし、玉緑状の肥駆をもつものである。仕上げは両而とも皿胆掠痕である。肥／厚怜

下方を幅1.8mmの丸箆で浅く削り出している。釉色は淡黄茶色で肥1厚帯中央から下に釉掛けしているが、

釉の部分的に禿げ落ちて素地がみえる。非常に細かいrr人が認められる。素地は明橙色の細粒千である。

6区第 2屈からの出土。

lriJ図 2は底径が8.4cmと求めることが出来た。底而からの立ち上がりの部分に幅1.5mmの箆で深く [ZEI線

を施している。釉は掛けられていないが、内而及び内底面に淡い紫背色の化粧土 とみられるものを施して

いる。外而は回転擦痕や皿転箆削りをナデ梢している。内Ill!は皿転掠痕とナデを施している。外底Itriは雑

で判然としない。索地は淡灰白色の粗粒了である。素地に机い白色や褐色の鉱物を稀に含んでいる。 9区

第 11¥iからの出土。

同図 3は1ft算底径が12.6cmをiJ!IJったiクt料である。両面とも回転掠1hで仕上げられている。外底面は約干、

上方に窪み協げ底状となる。底面の調整方法は判然としない。内1uiには淡茶色の化粧土が幾分か施されて

いる。素地は淡橙色の細粒子である。素地に細かい石英や界色の鉱物を少屈含んでいる。特に外底而で顕

著にみられる。20区埋ナ位乱層より出土している。

同図 4は洒壺の頸部破片とみられる。頸部下部の陽圏線を・一条廻らしている。釉色は茶褐色の釉を外1f1i

に厚く掛けている。内面には淡黄茶色の化梢土とみられるものが薄く塗付されている。素地は淡灰白色の

細粒子で、素地の細かい黒色や茶色の鉱物を多散に含んでいる。この素地はタイの鉄絵合子のものと煩似

する点などからタイ産の褐釉壺である 11]能性も考えられる。]4区第 2培出土。
.. I 11 

同図 4がタイの褐釉であれば、上村追跡で出土したタイの陶器に次ぐ発見であろう 。

註

註 1.大城愁・金城亀信ほか 『上村追跡』 沖縄県教育委貝会 1991年。

- 76 -



6. 貝製品

貝製品には装飾品 ・遊具 ・実用品（具錘など） ・用途不明がある。装飾品として取り扱ったものは小型

のイモガイの殻頂部に穴を穿ったものである。遊具はマガキガイの体陪部の大半を打ち欠き殻軸の一部に

残し、ら塔部のみとしている。穀頂部が序滅している状況から独楽とみられ、1升lき取り調介でも具種は異

なるが、最近までニシキウズ科の貝殻で独楽 として遊んだとのことであ った。第30図A ・Bは稿了後に発

見された具製品である。

イ）装飾品

第30図 1は小Jfjの巻貝 （マダライモ）製品で、殻頂に 3mm内外の孔を穿っている。イLの内側と周辺に

は研l社が施されている。他に骰軸 ・外唇 ・体府合1;の--部は研）村が施されている。残イニf殻高は15mm、最大

幅13mm. 巫屈1.8gを測った。 17区第 21科下部からの出土である。

詞図Aも小型のを具 （ノシガイ ）認 11111で1本lfli部の殻底から ら塔部の 一部に研磨で （長径 3mm、ク豆径 2mm) 

穴が開くまで加えている。研磨は裏側の外唇部の後水符溝近くを意識して開けていることから当初から紐

辿しの為に忍同的に開けたかもしれない。サイズは残イ千殻，・.':i16mm、最大輻12mm、厘茄13gを測った。出

土層は 0-3区の第 31苦からである。

ロ） 遊具

/,jJ I又12 図はマガキガイ製の独楽である。 1本/,;_•1部を打ち欠いて殻軸の一部を残している。 殻頂部は使用に

よって尖端のみ咲滅している。残イ砂：j31mm、最大輻29mm、屯兄]2.6g、を測った。 1区第 3IMからの出

土である。

ハ）尖用品

圃j:;(l3はタカラガイ科ハナビラダカラの背血を除去した具錘とみられる。1位かに残った背面の割れた側

面に部分的な研店を施したものとみられるが咲耗と重なり、研Ji:'}の範囲が特定しにくい状況にある。外唇

の惰1;が欠落している。殻，凋のサイズは23mm、幅は17mm、重批1.7gをil!IJる。 1区第 2/i; りの出上である。

圃図 Bはホシダカラの1和面を打ち欠いた貝匙でilllの部分が良く残っている。 柄の部分は僅かに残り、両

側が扶れ気味である。研府は認められない。サイズは残1{1乏72mm、蔽火l伽55111111、柄部の厳人幅22mm、

残イj:i]1的125.4gを測 った。 0 区第 31~から出土。

第31図 5はヒメジャコの右殻に礼を穿った ものである。イしの形；IXは不定形で、内側から複数の打蚊を加

えて穿ったものである。イしのサイズは艮径39mm、短径23mmを測る。殻頂周辺から後背縁の裏側体陪部が

歴耗している状況から網の錘として使用されたものとみられる。屯地は82.9gを姑った。具殻のサイズは

殻，＇，は 70mm、殻長99mmを測った。 7区第 2培からの出土である。

/aj図 6もヒジメジャコの右殻を使用した貝錘とみられるものである。内側からイLを穿っている。孔は桶

桁円形状を 1立している。イLのサイズは長径19mm、短径llmmil!IJる。殻頂の放射肋は象lj離しているが、象lj離

した殻頂部に研店を施した為、研Jf_ti而となっていて、3-ti面が確認、されている。股緑の大半は欠けて1店

耗しているが、一部分は磁打が人っている 11J能性が考えられた。具殻のサイズは殻高74mm、殻長112mm、

巫批158gを測った。

同図 7はオオジャコのクt殻を使川したとみ られるもので左殻の後・ff縁を、翌識的に荒割りしたものと考え

られる状況から叩き用の道具（ハンマー）もしくは具斧の未製品が想定される。研店による調照は確認さ

れない。サイズは残イ千長160mm、輻48mm、「単さ60mm、直齢570gを測った。20区埋土からの出土である。
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二）用途不明

第30図4はクロチョウガイの左殻の殻頂破片を使用したものである。側而は全般的に象I]離させ、象I]離調

整や不鮮明な研磨を施している。また、後背縁の左側の角に研店を加えている。以上の状況から貝包丁な

どの使用も考慮されるところである。サイズは長軸が50mm、短軸は39mm、重蟄が13.5gを測った。 7区

第 2陪からの出土である。

貝製品の中で注目された資料として、マガキガイ製の独楽であった。県内では未だ報告されたことのな

い費重な責料である。出土陪は第 3層で無土器の時期の陪であり 、時期的には、 12世紀頃が考えられる。

当時の子供の遊び道具の一端を窮い知ることが出来た。竹冨島では前述したように貝殻を使用した独楽遊

びがあったようである。今後、県内の追跡 （沖縄貝塚時代後期終末～グスク時代）から出土する可能性が

考えられる。その他に用途不明のクロチョウガイ製の賓料については、同質の素材を使用 した貝包丁がビ

ロース以磁跡から出土していて、時期的に近い。本貝塚の森料は貝包丁の破片などを再度、使用する目的

で加工 されたかもしれない。その他に追加脊料の同A ・Bについては、素地や調整部位などは異な ってい

るが、その起源は下田原員減の時期まで遡っていくことも出来るが、時期的な開きが大きいようであ り、

今後の類例責料などの増加に期待がもてる脊料である。

註

註 1. 上江洲 均 『沖縄の民具』 樅友社 （再版） 1980年 7月。

註 2.金武正紀 ・阿利直治ほか rビロースク逍跡』 石垣市教育委貝会 1983年。

註 3.金武正紀 ・金城亀信ほか 『下田原具塚 ・大泊浜貝塚』沖縄県教育委員会 1986年。
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7. 鉄製品

鉄製品として鉄釘 ・ 鉄銀 ・ 板~Ji.製品の 3、'・月が得られている。以T, /II~ に，心述する。

イ）鉄 釘

第321-X.IIは必形の鉄釘である。Wt部の形状は鈷JHJで判然しない

身の横断面は）j形状を＇，！．している 。釘の現：JRは令1本的に含村が;v;:しく鈷汁が砂と混り合って凝

固している。身及び刃の状況や船i,nスラ所跡から出土した釘と形状などが近似している状況から船釘とみ

らせている

られる。釘のサイズは長さが11.5cm 

l,:•1 の i'-1', —:r.-
ロ）鉄 鍬

(cl寸弱）、身の輻8.2mm、身の9ばさ6.6mm、

J,ij図 2ばん形の鉄錨である。錨の‘杓lfii観はバチ形状で鍬身桔端からメJ縁にかけての側rfJiがゆる＜曲って

いる。苓部と身部との境IIに快りが認められない

短fill-形である。メJ縁の平rrii観は直ガである

は長さ37111111、ガ緑の輻11mm、屯愉3.7gをil!JJる。

I ）ヽ板 IX製品

,,,]図 3は板状の鉄製品で、川途がj:ljらない

13mm、I'/さ7mm ,r(培は8.3gをi!!IJった。

た

製尖虹悩 （ポイントやヤスなと）がある

とが出来るのではないだろう

,ii: 

,.I: l. 

,.I: 2. 多和 Ill真)i~

1956年

.. 1 3―a. 

苓;}1;の横断面は）j形状を I11. し、身NI;は柚断rf1iが扁‘ドな

錨の現状は身部や苓部に錆が発牛し脹れている

5区第 1J,;1下部からの111111・.o 

〇区第 1/,,,1からの出 t

鉄釘 （船釘）は無士器の附からの出十＿である

ていて、本脊料にはこれに次ぐi'i"屯な発見である

身は細長い短冊状で先端を1,IijJJ:IRに尖

屯他12.lg、 2区第 3

鍬のサイズ

現：IKは鈷や即I!召が折しく 、板：I)~ に象靡し始めている 表面

には木ll様の鈷が，認められる状況から木などに1出しされたものかと想定される，サイズはV:さ.J]mm、輻

この時期では鍛冶の仕業が確認されていない状況から竹

紅，烏近海で難船した外未船から抜き取ってきたかあるいは持ち込まれてきたかである
.. I" 

認＇＂＼が /I',I・. した辿跡として仲1/IJ第 ll! 塚 （船釘）、船i1Jrl ! 塚 （危＇合）、人:i(I浜貝塚 （隙）

.f!!r, f-. 器逍跡から鉄

の 3追跡で砿，忍され

また、鉄銀の出 I・.は八爪山地域で初めての,'H士であっ

八屯111地域のグスク中II当期の逍跡からは、今IIまで鉄銚の出 I・.例がなく、

金城亀佑ほか 『船浦スラ1祈跡』沖縄県教有委目会

rIAi球ダI]島の貝塚分布と編年の概念』

1991年。

文化財災屁

これに変わるものとして骨

怜古地域でも鉄銀のII',I・. 例は此rn要城跡からの -f'iljのみがm;';-さ

れている状況からグスク期の店占 ・八屯111地域の4か徴として、仮に沖縄本-'.11及び周辺離．島のグスク期の追

跡から,'I',1-. する鉄製鏃文化1住lと仮称した場合、窮古 ・八重山地域は、 -1,製尖頭器文化1企1として1収称するこ

この鉄録の出 1一．傾,,リについては既に）』城払氏によ って指摘されていたが今

l!.!Iの発見によりこれに幾分かの祉嘩材料となると共にし記したように先島での骨製1湿'[器の文化園の成立

がi1rしい兄解として生まれてきた

坑球政J{.f文化財保設委員会

R.J.PEARSON. S.ASATO et al「Excavationson Kume and Iriomote. Ryukyu Islands」 Asian

Perspecti¥'es . .¥'.Xl(I). 1978 

-b. ピア‘ノン ・ リチャード • 安用辿ほか「久米島と,,り表，1:.1;における追跡発掘」 文化諜紀＇災 第 6

り- 沖縄県教ii委員会 （上記の利lぶ） 1990年。
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註 4. 金武JE紀ほか r下田原貝塚 ・大泊浜具塚』 沖縄県教育委員会 1986年。

註5. 盛本 勲はか r r:~ 1J要城跡』 城辺町教有委員会 1989年。

註 6. k城悠 「沖縄グスク時代鉄器 ・鉄搾の出土地名表」 文化諜紀災 第6サ 沖縄県教有委

員会 1990年。

8. 石器

石器は 6、1ば得られた。伍器の糾み合わせは石斧、すり石、 ill]きィiの 3種類であった。各悩種の出土）罰位

をみるとM,I: 器期のJ11からは石斧と1111き石が出ヒし、すり石は土器を伴うJ,;,1から出土していることが判明

した 以下、石斧、すり石、叩き石の順に記述を行うことにする。

イ）石斧

石斧は 2,I,』［のみ,'I',I一．しているが、 2/.~ ともメJ部を欠落する

第33図 lは1嘩観がバチ形を閑する石斧の破捐品とみられるもので、})部の）...:'I'を欠いていか MJhが
加えられていない状況からJ..,_j部）村製石斧が想、；とされる 石斧は令体的に器l川の保持が悪い i4'i打痕の観察

は1小litであるが、 j)成打は1,1,j1ffi の),~端 ・1,:側面に，忍められるようである。 また、メ）部破-til部の右側扶れの部

にも敲打が認められる。象lj離は裏而のJ騎い方に集中している。素材は閃緑岩製である 残イfするサイズ

はLi:さ12.9cm、輻6.7cm、似さ2.8cm、if(:J280gである'2区第H;1からの出土

1,;J11..1 2もメj部を欠いていて、残イ［部から糸Ill身の短IIIJ-形のイi斧が考えれる {i)f Jf打(ijは衣1(1iの 1-.ドにi叫 lし

ている＾裏面は表1MよりM府が蔽底サず I・端部分とド端部分に施されている また、左f!!IJ1面には散発的な

MNiが施されてしヽ る 右側l川の人部分は判離1f1iが敲打ぶ格でii'i:されているが、部分的に沿らかな面が観察

される状況から軽い(iJfJf•i を施したものと息われる。 ）.~ 端は岱［打調格が施され部分的なinれが認められる。

残イfするサイズはLi:さ16.7cm 、 輻5 . 3cm 、)•,£ さ3.6cm、屯：，：:535gを測る 索材は1刈緑宕製である ］［メ：第

4 J1•'1 からの出ヒである 。

ロ）すり ,{j

すり石は 2、1灯得られていて、いずれもサンゴ石）火宕製である。

luJIXI 3はほぽ完形品である。1勺f1i観は'I"円形状を＇立している 。 手ヒtiなサンゴ石灰を使用していて左側面

からイif!lllrfliの一部は敲打がii'tれている状況からこれらのI面がヒ1本的に使用されたtfiiであることが1ft定され

る。 表illiの大きな代みの中には部分的な沿れが認められることから'{r:みの中に指を人れて抑りを確保した

＂［能性が考えられる サイズは比l~H 16 」cm、短•l~h11cm、117:さ8cm、屯屈1.080gを測る 12区箱 3/fJ I・. 1fli 
から検出された。

第31図4は完形品である。本;tt料を手煩なサンゴ礫を用いている ）j闘端lfli及びJJ;部 l--.1friが店 I-., ,~ 令耗し

ている 使川1(jjはl山j而 ・1,1,jfflll而の部 ・）詞l汀面である。素材のl'J.J係で使Illr面はアバタ、1)沼を＇立している

災 1ui 中央付近に窪みがある!..~、 J温じ 3と,,ij様に指を人れて握り易くしたものと考えられるところである。

サイズは長さ11.6cm、輻10cm、似さ8.2cm、if(:,::810gを測る 10区第 21悦卜惰［からの出 I:である

ハ） ll!Jき石

luJl•:J.I 5はイi斧破}¥からlllJき6に転用したものである 基部ドl面の糸lj離l面の緑が均的に消れている。明

瞭なM!hは，認められない 如面は破拍1hiである 晶端Jfiiは白i打が消れている 他J(ljは素材の関係で敲打を

確認しにくい。サイズは長さ lJ.3cm、111;,¥5.lcm、即さ2.8cm、前他275gを測る。索材は1刈緑宕製であるc
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ù.
し

3
 

．， 

t

g
r.

＇・
J
し

8
'

P

C

C

・

"

C

,

．

I

ー

`

6
し

J

.

．
＂， 

j

l

_

¥

｀
 

r
レ
！
／

し
“＼
 

,
0

し

，
 

＇ 

6
 

一一一
第34図石器 (4すり石、 5・6叩き石）
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7区第 5J付からの出土。

!,ij図 6は手頃なサンゴ礫を用いた1111き石とみられるものである。Mりによる磨耗が1,Lj面の縁沿いに認め

られる。基端面及び基部下1fliは使川で沿れている。サ イズは長さ13cm、111乱6.4cm、l嬰さ 5cm、直屈440g

をil!IIった。 7区第4!0からの出土。

石器の出土状況からも前述したように石斧と叩き石は、無土器期の）罰から出土している。 また、）村石は

ト器を伴う時期のものである。石斧は完形品はないが残併状況からJ,.J部Jg製石斧であった可能性が考えら

れるところである。

すり石についてはその使用がある程度、限定された範囲内にある。 また、片面にある在みに指を人れて

使川の際に握り易い方法で対象物を咲り沿しているようである。

9. 羽 口

周辺に鍛冶協のあったことを裏付ける森料として、羽l」が2J',・1井られている。 2片とも同一111;1体とみら

れるが直接は接合できなかった。いずれも焼成は限緻であった。

第35図 1は羽11破片で、柚断面がI'J形状を',!_している。炉内接続部の外面にガラス質鉄滓が付杓してい

る。炉内部に接する内側孔径は2.1cmを測る。残イfする風追の長さは3.7cm、)ばさ1.5cm、屯；とは25gを測

る 素材は粘土を川いた」：製の羽11で、 jjf;上が微細であり 、混人物は観祭出求ない。羽11の内1(1iの色合い

は淡柁色をtとし、炉内接紬部分が茶褐色に変色している。外l川は淡灰色を僻びている。15区第 1},;~ から

の出十．である。

,,ij 2図は上製；J:JI Iの小破片で、外1friが判離している。残1(する風道の内面の長さは2.1cm、残イf厄1.3cm、

,f( 他 5gを illlJ る 。 素材 ()JfLI—: ） は lnJ 図 1 と・放するが、 ）l合土に細かいイ［英が1位かに含まれている。 色合い

は内1(1iが淡柁色、外lftiは淡灰色を僻びている。151£第 V7i下部からの出土である。

.I 3 

八重山地域でのキ]IIは、砂宕製のキ]IIが多く 、ヤマバレ ー追跡 ・サ）邦原屈跡 ・上村逍跡などから出上し

ていて、サイズも直径が17-ZOcmと大刑の羽11である。:-1-.製の羽11の報告はないようである。今皿出十
, .I I• 鴫,.， 

した羽口の復元直径は5.1cmをiJliJり、与那l恥直跡や I・.村追跡出土の羽rIと比較して小さく 、小Jt'!の羽11と

して考えらえるところである。士製羽11は県内では沖縄本島 ，'1_!_,;,1j ,I.',; の追跡から多く ,'I',十．していて小If/!の

ものであり 、砂宕製；J;J「lの恨内は沖縄本，I品・窮古島の追跡からはない。羽l―Iの素材やサイズの1面からも）

,r,; 山地域と区別ができるところである。そのような1(1jからも今回,'IL:1-.した土製；]:JI IはIIが期的なjJ!l]lffiや鍛冶

技術を検討する上ではl't屯な森料である。

註

,； I: 1. ヤマバレー逍跡，凋イti-JI『ヤマバレー追跡第 2次発掘調1t概災』 1980年。

,ii: 2 . 金城（叫； 『')朋紐；［追跡』 り那liclIIIJ教有委員会 1988年。

;1.1: 3. 大城認 ・金城亀佑ほか r上村追跡J 沖縄県教有委員会 1991年。

,； H. 廿：t2に1,;Jじ

且I:5. 荘 3に圃じ
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第35図 I・2羽 口、 3土製品 （点描は鉄、宰付漕部分、斜線は気孔部分）
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10. 土製品

土製品としたものは土器焼成用のテスト ・ピースとして考えられた森料であり、 ,8.古 ・八重山地域では
'•'2 

今日まで報告がなかった。沖縄本島では阿液根古島追跡 ・糸数城跡で報告されていて、土器焼成の技術な

どを検討する上では買重な脊料と考えられる。

第35図 3ば枯土を三重に重ねて指で梢している。外面に指斤とナデを加えている。内面はナデを主体に

指圧や爪の跡が認められる。器色はi山j面とも狛褐色を主休とし、部分的に淡灰色を幣びている。焼成は良

＜硬い。胎土は細かく 、泥質の粘土を使用している。混人物として細かい石英が代かに含まれている。サ

イズは縦が3.2cm、横は3.3cm、重屈19g、原さ l.1-1. 5cmを測る。 6区 lJ~•1 からの出土である 。 器色 ・

胎土などから B群土器の時期に使用されたものとして考えられるところである。

註

註 1. 金城亀侶 ・照hi 孝 • 島袋 沖はか 『阿波根古島追跡』 沖縄県教脊委員会 1990年。

註 2.金城亀信ほか 『糸数城跡』 玉城村教育委員会 1991年。
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第V章食料残滓

1 • 貝類遺存体

黙住耐二

八重山諸島の竹霜島西岸に位似するカイジ浜貝塚は、11・12世紀から16・l7世紀にかけてのいくつかの文

化屁からなる複合追跡である。追跡は、広大なイノーの広がるこの島の西海岸に存在し、現在の海岸線か

ら僅か数十 mだけ内陸に人った後浜に立地している。

今回、この具塚から発掘された貝類逍存体について検討することができたので、ここに報告したい。報

告に先立ち、費重な資料の検討の機会を与えて賊き、有益な御教示を戴いた沖縄県教育委貝会文化課の

方々、また査料の整理 ・作表に御努力戴いた同責料室の方々に御礼中し上げる。

1. 具類の出土様式

具類の出土紐は、 0区から 3地区で多く、 4区から21地区では少なかった。培別には、中間のm層が出

土の中心であった。本貝塚はいくつかの文化陪から形成されており、出土した貝類の大部分は、10・11世

紀の、いわゆる八重山諸島の「！！！［•土器期」の m思に伴って発掘されたものである。 ここでは、この「無土

器期」の具類についてみてみたい。

2. 食料残滓具類の特徴

本具塚から出土した貝類のうち、食料にしたと考えられる種では、マガキガイが圧倒的に多く、ヒメジャ

コガイ・サラサバテイラが続いていた。その他には、チョウセンサザエ ・シラナミガイ ・ガンゼキボラ ・

コオニコブシガイ ・イトマキボラ ・シャゴウ ・ヒレジャコガイ ・リ ュウキュウバカガイ・ニシキウズガイ

等も比較的多かったが、その割合は 1%以下の低いものであった。本追跡における主体貝の多様性は著し

く低いものと考えられた。主体貝類のサイズは、中 ・大型の種から構成されていた。マガキガイは多数出

土 したが、同じ科に属し近似した生息場所を有し、現在も食用になっているクモガイは、総計50個体と著

しく少なかった。このように本逍跡においては、特定の中 ・大型種を著しく選択的に利用したことが示唆

される。

上述の主体貝のうち、干瀬に生息するチョウセンサザエと千瀬から礁斜面にみられるサラサバテイラを

除いた種は、いずれもイノー内に生息する。貝類の採狛場所としては、イノーを最も頻繁に利用したもの

と考えられる。僅かながらセンニンガイ ・キバウミニナ ・シレナシジミ等の河口干潟ーマングローブ域の

貝類も出土していた。竹宮島に生息場所となる河）II等がないことから、これらの種は対岸の西表島等に渡っ

て採集したものと考えられる。同様な現象は、波照間島の下田原貝塚や大泊浜貝塚 （註1)等からも報告

されている。これらの種は食用になるものの、現在積極的な食料とはなっていない。食料として重要性の

低いシレナシジミ等の追跡への意図的な持ち込みについても、今後検討して行かなければならないであろ

つ。
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3. 他の造跡との比較

八重山諸島におけるいわゆる 「無土器期」の追跡から出土する貝類について、石垣島の船越貝塚 （註2)

神田具塚 （註3) ・名蔵貝塚群 （註4) ・波照間島の大泊浜貝塚（註1) ・与那国島のトゥグル浜追跡（註5)

等において、 詳細な出土菌を示した組成の報告がある。

主体貝類の組成から、これらの追跡は大きく 3つにグルーピング可能なようである。策 1は河口干潟一

マングロープ域のアラスジケマンガイを主体とするもので、石垣島の 3具塚がこのグループに屈する。第

2は外洋ーサンゴ礁域のイノーや千瀬に生息するマガキガイ ・シャコガイ頬 ・サラサバテイラを主体と

し、大泊浜貝版がその例である。第3は外洋ーサンゴ礁域の礁斜而のヤコウガイが大半を占めるトゥグル

浜遺跡である。

これらのグループは、迅跡前面の洵域環境に規定されていることは当然である。カイジ浜具塚は、その

出土組成から第 2のグループに属すると考え られる。

沖縄諸島 （南島中部圏）においては、沖縄具塚時代後期の外洋ーサンゴ礁域のシャコガイ類等の大型貝

類主体から、グスク時代の内沿一転石域のカンギクガイや河口千潟ーマ ングロープ域のアラスジケマンガ

イ主体への変造が認め られている。前述のグルーピングは、 「無土器期」と称される長期間のものを一括

しており、その時代菜は考慰されていない。しか し、波照間島における「下田原期」の下田原貝塚から「無
("J (I 

土器期」の大泊浜具塚にかけて、詳細な出土具類の変遷過程の研究成果が報告されている。その結果、外

洋ーサンゴ礁域のサラサバテイラ ・ヒメジャコガイ ・マガキガイ等が主体をなし、これらの種の間では陪

位によって主体貝の頻度が一定の傾向をもって変化 していた。 しかし、採集場所は外洋ーサンゴ礁域を中

心とし、採集場所の時間変遷のないことが明瞭に示 されている。

つまり 、主体貝の組成は単に追跡の立地条件のみに規定されていたといえよう 。河口::i.:潟ーマングロー

ブ域の貝類の意図的な持ち込み以外には、桔極的な具殻利用はなかったのかも知れない。「無土器期」の

逍跡からは具製品の出土 も比較的少ない。カイジ浜貝塚の主休具類は、中 ・大型の種であり 、その多様性

も比較的低いものであった。これらのことから、カイジ浜貝塚では、ゆったりとした食料の具類だけに絞っ

た採集を行っていたと考えられる。

4. 非食料残滓の貝類

得られた巻貝類 (JJ笈足網）の中には、アマオブネ頷 ・オリイレヨフバイ類 ・ゴマフニナ等の殻長2cm以

下の小型の具頬が多く認められた。出土 したこれらの個休を検討した結果、 、はオカヤドカリ類の使用

痕が高頻度で認められた。竹富島で得られたオカヤドカリ類の術具を検討した結果、アマオプネ科が50%

以上を占め、オニノツノガイ科 ・ゴマフニナ科も10%近い割合を占めていることが報告されている （註6)。

この術貝利用のパターンと今回の出士紐、さらに高頻度な使用痕を考え合わせると、カイジ浜具塚におけ

る小型巻貝類の多くは、オカヤドカリ類によって持ち込まれたものと椎測される。辿跡が海浜低地に立地

し、i4lf.岸線に近いことから、オカヤドカリ類の移動は容易であったものと考えられる。

オカヤドカリ類の宿具と考え られるアマオブネやコンペイ トウガイの出土パターンは、他の具類と同様

に0区から 3区のUl陪で最も多く、特別な出土パターンは認められなかった。

本逍跡からは、陸産のオキナワウスカワマイマイが多菌に出士した。本種も 0区から 3区より 、出土個

体数のほとんどが得られている。本種は111培に最も多く 、下部のN慮からも 1ll培の約40%が出土 したこと

より、下部に多いことが示された。

- 90 -



本種は、その民俗事例から食用にされることの多かった種である （註7)。食科残滓として本貝塚から出

土した可能性も考えられる。 しかし現在の竹霜島においても、ハスノハギリ林の発達した竹盆島の東南海

岸では、林内の僅かな凹所に本種の著しく多箭の死殻の堆積が認められた （図 1)。 中・大製の食料残滓

貝類と異なり、本種では出土個体が下部に多く、現地での観察結果では集中して出土することも確認され

た。 これらの観察結果から、カイジ浜貝塚のオキナワウスカワマイマイは、食科ではなく、自然堆積であ

ると考えられる。

5. 逍跡周辺環境の推定

出土した陸産貝類には、オキナワウスカワマイマイの他にイッシキマイマイ ・クロイワオオケマイマ

イ ・オオベノマイマイおよびアオミオカタニシの 4種が認められた。アオミオカタニシを除いた 3種は、

現在の竹宮島での生息調査では確認されず、これまでに分布の記録もない。 この 3種は、石垣島や西表島

に分布しており （註8)、箪者の定性的な観察から林内から林縁部にかけて生息している。オキナワウスカ

ワマイマイと比較すると、その出土批は著しく僅少であった。 これらのことから、本具塚が形成された当

時の周辺の環境は、その立地から海岸林であったことは確実である。 さらにその後背地には、イ ッシキマ

イマイ等の種類が生息できるような非海岸性の森林が形成されていたことが想定される。

八重山諸島において、石厨 • 西表両島を除く比較的小而桔の島々から、今回出土した大型のイ ッシキマ

イマイ等の中 ・大型種の生息分布はほとんど報告されていなかった。先験的に、この現象は陸橋形成後、

島が形成される過程において島の而粘が減少するに従い、これらの種が絶滅したためと考えられてきた。

今回、竹富島の沿跡から大型陸産具類が発見されたことは、これらの陸産具類の絶滅が地史的な現象では

なく、人為的な営力による林の消失に起因することが強く示唆された。今後、八重山諸島を含め、琉球列

島における歴史時代の人為の及び方を検討することが大きな課題になろう 。

本貝塚からは、オカヤドカリ類の宿具を含め、多くの種煩の洵沌貝類が得られた。この中には、ヒダト

リガイ ・クチグロタマガイ ・トゲムシロガイ ・ヨウラクレイシダマシ ・オオヌノメガイ等の現在その生息

数が減少している種も認められた。 ヒダトリガイ ・クチグロタマガイ・トゲムシロガイの 3種は、イノー

内の海草帝に多い柚と考えられる。 ョウラクレイシダマシとオオヌノメガイは イノ P ］の砂礫底に生息

する種である。 このように、食科以外の貝類から、当時の洵域の環格を復元する作業も、今後の課題であ

ろう 。

今回の報皆では、本貝塚の特徴を挙げるに留まった。詳細な解析等については、今後の課題としたい。
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図 I 陸産貝類の集中死骸
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第 12表a 貝類出土状況

出土地 層序 0~3 地 区 4~21 

巻貝 ----—- 表 採 埋 土 I 層 II 層 m 層 IV 層 石囲い 小計 個体迅 埋土（攪乱） I 層 II 層

番号 科名 貝 種 名 生息地 完 形 殻 頂 1破片完形殻頂 1破片完形帰如頁 l破片完形殻頂 1破片 完形殻頂 1破片 完形I殻頂 i破片 完形殻頂 1破片 完形 I殻頂 1破片 岸形殻頂 1破片完形 1殻頂 1破片 完形 I殻頂 1砥

1 ックJI¥カ↓ イ科 ック JI\カ•' イ I -3-a 
’ ‘ ''  

6 ： ： 0 : 0 : 6 

゜
' 1 : 1 ： ： ： ： 

2 3メカぐカサカゥイ科 りルマカ`・サカ..ィ I -1 -a 1 : 1 : 1 ： 2 : 0 : 1 2 1 : ： 

3 註／カサがイ科 リュりキュりり/7ツ I -1 -a ： ： ： 0 : 0 : 

゜゜4 JりクJ カカうマッ科 Jりダカカうマツ I -1-a ： 1 : 2 : 9 : 5 : 2 : 14 : 5 : 

゜
19 1 ： 4 : 1 

5 ミミがイ科 マ7ナ］ りゞ I -3-a 0 : 0 : 

゜゜
： 1 ： 1 : 

6 オキナリイッタ` ・タミ Il-1-b ： 1 : 2 : 1 : 1 : 2 : ： 3 : 4 : 

゜
7 ： ： 3 : 1 : 

7 朽サクサマ I -2-c 1 : 1 : 2 : 2 5 : 3 : 2 10 : 2 2 : 37 : 2 7 : 2 64 ： 2 : 1 : 8 : 3 : 
： 

8 こツキりス` I -2-a ： l I 5 : 4 1 : 7 : 3 6 18 : 3 2 I 15 : 1 2 : 10 ~ 4 7~ 11 57 1 1 2 : 13 : 3 I 51 i ， こツキりス`’科 ムうサキりスゞ I -3-a ： ： ： 0 : 0 : 

゜゜
1 : ： ： 

ギ1タカI¥マ I -4-a ： 5 : 25 : 5 : 7 : 
： 

5 : 3 7 ; 42 5 : 1 : 1 : 4 1 : 8 : 
10 ： ： ： ： ： 

゜11 Jックいカギ・,クカ}¥マ I -4-a ： ： ： ： 1 : 1 ~ ： 1 : 1 ： 
1 : 2 : 1 3 1 : 8~ ： ： 

12 へいこ：Jリク・・カ I -4-a ： ： 1 : 1 : 4 : 
： 

1 : 5 : 

゜
6 

： 
1 : 

： ： ： 
16 2 : J 1 : 2 : 3 : 1 : z z : 2 2 : 15 : 180 : 10 : 192: 118 

： 
3 : 27 : 424 : 196 451 

： s I 4 1 : 14 : 4 8 : 
13 サうサ/¥'ナイう I -4-a ： 6 32 40 

14 7)~ ヤカ↓ イ科 7 Ivヤカ＇イ I -2-b ： 0 : 0 : 

゜゜
4 : 1 : 5 : 

15 チ3りセソササ..I I -3-a 7 : 2 2 : 13 : 7 : 3 7 : ， 2 : 16 : 1 1 : 11 : 7 4 : 12 85 7 : 3 3 7 : 3 7 : 12 6 : 

16 和りセッササ..Iの蓋 I -3-a ： 44 : 4 : 2 20 : 2 : 41 : 19 : 2 20 ; 9 : 3 4 : 12 9 : 34 : 7 163 9 : 11 : 2 6 : 3 : 9 2 : 2 2 : 
： 

17 カソキ·• り II -1-b ： 5 : 1 : 1 ； ： 5 1 1 6 1 : 1 1 : 1 : 1 I 
18 リ1りテy科 ヤ］りカ・・イ I -4-a ： ： ： 2 : 1 3 : 2 ： ： 0 : 5 : 3 5 ： 

19 切りがイの蓋 I -4-a 2 : 2 : 4 : 0 : 

゜
4 2 : 3 : 

20 Jリク`・カササ..I I -2-a 
： 

2 : 4 2 I 4 : 

゜
6 ： 1 8 : 12 I 

： ： 
21 オオヘ-1スカ`、イ I -1-a ： ： ： 0 : 0 : 

゜゜
1 : 3 : 1 : 

22 オオりうりス' I -2-a 2 : ： ： 2 : 0 : 

゜
2 ： ： 3 : 

23 7マカ・・イモトe キ科 7マカ J イモト・・キ I -4-a ： ： ： 0 : 0 : 

゜゜
： ： ： 1 : 1 : 

24 ィック J クミ7マオ7・・ネ I -0-a ： 2 : ： 7 : 6 : 14 7 : 6 6 : 71 ; 50 : 10 ： 2 2 7 : 12 2 : 10 349 2 : 10 : 3 : 4 : 2 : 

］ック＇力7マカピィ
： ： ： 

2 : 1 : 34 : 13 : 2 2 : 43 : 6 16 : 12 : 9 : 7 : 8 3 : 7 6 : 159 4 : 3 : 8 : 7 : 64 ; 3 7 : 
25 II-1-b 3 4 13 

26 キI¥,Jマがイ I -0-a ： ： 
1 I ： 8 : 8 : 6 18~ 19 : 5 4 19! 5 1 : 3 z I 46: 16 78 5 : 11! 3 20 I 4 4 : ： 

27 7トスリ,7マカ・・ イ I -1-a ： ： ： 1 : ： 1 : 0 : 

゜
1 ： ： ： 3 : 

： 

28 7マオ7・・ネ科 マル7マオ7がネ II-1-b ： 6 : 13 : 1 : 16 : 14 : 5 4 : 3 : 3 : 3 : 42 : 21 : 5 63 3 : 4 2 9 : 14 : 

29 材マHマオ7'ネ I -1-a ： 3 : 1 3 ，： 2 I 3 4 : 5 : 4 : ： 20 : 11 I 3 31 2 : 1 2 5 : 7 : 

30 7マオ7ナネ I -1-b ： 3 3 : 3 3 : 11 119 : 15 8 : 55 31 : 6 5 : 8 5 : 1 : 188 : 25 7 : 74 445 13 : 4 : 3 13 : 14 : 5 106 : 13 0 : 

31 こツキ7マオ7•' ネ I -1 -c ： 1 : 1 : 2 : 2 : 3 : 2 26 : 5 3 : 7 2 2 : 34 : 5 3 : 5 5 ; 9 2 : 14 147 1 : 1 : 3 : 5 : 56 : 8 D : 

32 リ1りキ1り7マカ‘ ィ` I -0-a ： ： 1 : ： 1 1 : 4 : 3 I ： 6 : 4 : 

゜
10 3 : 2 I 

： 
33 力/]カサイ ill-1-e ： ： 0 : 0 : 

゜゜
1 : 

ヤマク詞l科 7オミオカタこツ
： ： 3 : 1 : 3 : 1 : 

゜
4 5 : 2 : 

34 V-8 ： ： 

35 タマキt・・ カゞイ科 テリクマキt.. I -0-a ： ： ： ： ： ： 0 : 

゜゚ ゜
： 1 : 

： 
36 ]'JI¥・イトりカ・・イ I -0-a 15 : 4 : 110 : 3 4 : 8 4 7 : 33 : 3 8 : 180 : 71 : 11 251 2 : 1 : 5 7 : 2 7 : 

37 ]'マ7こナ科 J'マ7こナ I -1-a ： 6 : 3 : 7 : 4 : 2 3 : 44 : 7 1 : 20 : 1 9 : 2 : 46 : 7 3 : 8 119 5 : 11 : 1 3 7 : 15 : 

38 カタバ~ がイク→ マッ科カタヘ`．がイクウマッ I -2-a ： 3 : 1 3 : 0 : 1 3 ： 

39 オこlツlがイ I -2-c ： 1 : 1 : 1 : 12 : 6 : 46 : 4 7 : 4 3 : 5 ： 1 : 14 : 104 ; ， 118 1 : 14 : 4 1 : 15 : 1 2 2 : 9 7 : 

40 メオこ/'YIカ`・イ I -4-a 1 : ： 1 : ： 3 : 1 : 4 : 

゜
5 1 : ： 5 : 12 : 

： 
141 54 I 

： ： 
1 s I 90 I 3 s I 7 741 

41 ］オこ／ツ／力．、イ I -2-a ： 1 : 10 : 11 2 2 : 1 4 : 12 10 5 ： ： 4 

7うけにt'/
： 

1 : 1 : 1 : 
： ： 2 : 1 : 

゜
3 ： 2 : 

42 I -1-a ： ： ： ： 
6 : 3 : 5 : 12 : 

： 2 : ： ： 
11 : 17 : 

゜
28 1 : 5 : 

43 オこ/''/Iがイ科 りり／ミカこt') I -1-a ： ： ： 
： ： ： ： o I ： ： 

44 クケ／］力こモリ II-1-c ： ： ： 0 : 

゜゜
： ： ： 

： 6 ; 
： ： 

10 ; 3 7 : 4 47 3 2 : 4 : 1 : 30 ; 
45 3]り力こモリ I -2-c 9 : 4 : 2 2 : 4 . 6 : ： 

46 卜りがタカこモリ I -2-c ： 4 : 4 : 1 3 : 6 : ： 3 : 14 : 1 17 ： 3 : 3 : 

47 t/. トり力’・クカこモリ I -1-b ： ： ： ： ： ： 0 : 0 : 

゜゜
3 : 2 : 

48 イトカ松ナクリ m-o-ct ： 1 : ： ： ： 1 : 0 : 

゜
1 1 : 

： ： ： ： ： 
1 : 5 : 

゜
6 1 : 1 ： 2 : 

49 セ'jこyがィ m-o-c ： 1 : 5 : ： 

りミこナ科 2 : 6 I 2 I 6 I 

゜
8 

： ： ： 1 : 
50 キ11'りミこナ m-o-c ： ： ： 

りミこナ II-1-c 
： ： ： ： ： 0 : 0 : 

゜゜
： 2 : 5 : 

51 ： ： ： ： ： 
： 

1 : 3 : 4 : 4 : 3 6 : 2 5 : 7 1 : 1 : 1 : 12 : 3 4 : 10 46 1 2 : 1 : 40 : 3 9 : 
52 イホ’・りミこナ ill 1 C ： 

53 ムカテ、ーカ・ーイ科 "It・・がイの 種 I 2 a ： ： 1 ： ： 0 : 0 : 1 

゜
： 1 : 
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0~3 地 区 4~21 地 区
II 層 III 層 IV 層 石囲い 小 計 個体数 埋土（攪乱） I 層

＂ 
層 V 層 試 掘 小 計 個体数 合 計 総個体迅

跛片完形 i殻頂 1破片 完形殻頂 1破片 完形I殻頂跛片 完形 1殻頂跛片 完形 I殻頂 l破片 完形殻頂 1破片完形殻頂跛片 完形 I殻頂跛片 完形 1殻頂 1破片 完形 殻頂 1破片 完形 I殻頂跛片 完形 I殻頂 I破片
’ ’ ： 6 0 : 0 : ： 6 

゜
： 1 : 1 ： 3 ： 0 : 1 : 4 1 0 : 1 : 10 1 

1 : 1 : 1 ： ： ： 2 : 0 : 1 2 1 : 3 2 : 3 : 0 : 3 3 5 : 0 : 4 5 
0 : 0 : 

゜゜
1 1 0 : 0 : 2 

゜
0 : 0 : 2 

゜2 : 9 : 5 2 : ： 14 : 5 : 19 4 : 1 : 
： ： 4 : 1 : 18 ; 6 : ： 

゜
1 ： 1 5 1 24 

0 : 0 : 

゜゜
： ： 1 1 : ： 3 2 ： 1 : 0 : 6 1 1 : 0 : 6 1 

2 : 1 : 1 : 2 : 3 : 4 : 

゜
7 3 : 1 : ： 3 : 1 : 

゜
4 6 : 5 : 

゜
11 

1 : 2 : 25 : 3 : 2 10 : 22 : 3 7 : 2 7 ; 2 64 
： 

2 : 1 : 8 : 3 : 1 : 
： ： 

11 : 4 : 48 ; 31 : ： 

゜
15 2 79 

4 1 : 7 : 3 6 18 : 3 2 : 15 : 1 2 I 10 I 4 7 : 11 57 1 I 1 I 2 I 13 : 3 : 5 7 : 5 l I 12 I 1 : 
： 

8 : a 3 I 5 91 1 a I 130 I 16 148 ： 
： 0 : 0 : 

゜゜
1 : 1 1 ： 1 : 0 : 2 1 1 : 0 : 2 1 ： 

5 : 2 5 : 5 : 7 : 5 : 3 7 : 

゜
42 5 : 1 : 1 : 4 1 : 8 : 2 : 3 : 4 : 1 7 ; 4 21 9 : 54 : 4 63 ： ： 1 I 1 : 1 : 1 1 : 2 I 1 3 ： 1 : 8 : 4 : l i 12 I 

゜
13 2 I 141 1 ： ： ： ： 16 

1 : 1 : 4 : 1 : 5 : 

゜
6 

： 
1 : 2 : ： ： 1 : 2 : 

゜
3 2 : 7 : 

゜
， 

： 22 : 15• 180 : 10 : 192: 118 3 : 27 : 424: 196 
： 

8 : 1 : 14 : 8 : 162 I 125 3 : 
： ； ： 

6 5 7 : 6 32 40 451 4 4 48 : 25 1 : 13 12 : 233: 171 245 3 9 : 367 696 
0 : 0 : 

゜゜
4 : 1 : 5 : 3 3 ： 5 : 5 : 6 10 5 : 5 : 6 10 

： 2 2 : 13 : 7 : 3 7 : ， 2 : 16 : 1 1 : 11 : 7 4 : 12 85 7 : 3 ： 3 7 ; 3 7 : 12 6 : 11 14 : 40 : 7 21 : 210 : 24 231 3 2 : 284 : 36 316 
2 20 : 2 : 41 : 19 : 2 20 : 9 : 3 4 : 12 9 : 3 4 : 7 163 9 : 11 : 2 6 : 3 : 9 2 : 2 2 : 2 20 : 5 : ： 14 7 : 41 : 2 188 2 7 6 : 7 5 ; ， 351 

5 : 1 I 1 5 : 1 I 1 6 ： 1 : 1 1 : 1 : 1 : 
： ： 1 : 3 : 1 4 6 : 4 : 2 10 ： ： 

1 3 : 2 ： 0 : 5 : 3 5 ： ： 0 : 0 : 

゜゜
0 : 5 : 3 5 

2 : 
； 

4 : 0 : 2 : 3 : 5 : 0 : 9 : 0 : ； 

゜
4 ： 

゜
5 

゜
， 

z I 4 I ： 2 : 4 : 

゜
6 l I 8 : 12 : ： 8 : 13 : 

゜
21 10 : 17~ 

゜
27 ； ： 

： ： ： 0 : 0 : 

゜゜
： 

1 : 3 : 1 : 3 : 2 : 

゜
5 3 : 2 : 

゜
5 ： ： ： 

2 : 
： ： ： ： 2 : 0 : 3 0 : J : 

゜
3 2 : 3 : 

゜
5 ： ： ： ： ： 

゜
2 

： 0 : 0 : 

゜゜
1 : 1 : 1 : 1 : 

゜
2 1 : 1 : 

゜
2 

： 7 : 6 : 14 7 : 6 6 : 71 : 50 : 10 ： 22 7 : 12 2 : 10 349 2 : 10 : 3 : 4 : 2 : 3 : 3 : 1 ： 19 : 8 : 1 27 2 4 6-: 130 : 11 376 

3 4 : 13 : 3 2 2 : 4 3 : 6 16 : 12 : 4 9 : 7 : 8 3 : 7 6 : 13 159 4 : 3 : 8 : 7 : 64 : 3 7 : 16 6 : l : ： ： 82 : 48 : 16 130 16 5 : 124 : 29 289 

8 : 8 6 18~ 19: 5 4 : 19 I 5 1 : 
： 

3 2 : 4 6 : 16 78 ： 5 : 11 : 3 20 : 44 : 15 6 : 2 5 I 61 : 18 86 s 1 i 10 7 : 34 164 
＇ 1 : 1 : 0 : 

゜
1 3 : 0 : 3 : 

゜
3 1 : 3 : 

゜
4 ： ： ： ： 

13 : 1 : 16 : 14 : 5 4 : 3 : 3 : 3 : 4 2 : 21 : 5 63 ： 3 : 4 : 2 9 : 14 : 5 3 2 : 18 : 5 50 7 4 : 3 9 : 10 113 

： 9 I 2 : 3 : 4 : 5 : 4 : 20 I 11 : 3 31 2 : 1 I 2 5 : 1 ! 1 a I 5 : 3 I 4 I 1 18 : 11! 4 35 3 8 : 28 : 7 66 

3 3 : 3 3 : 11 119 : 158 : 55 31 : 6 5 : 8 5 : 1 : 18 8 : 2 5 7 : 74 445 13 : 4 : 3 13 : 14 : 5 10 6 : 130 : 39 2 2 : 16 ; 4 1 : 154 : 16 5 : 51 319 3 4 2 ; 4 2 2 ; 125 764 

2 : 3 : 2 2 6 : 5 3 : 7 2 2 ; 34 : 5 3 : 5 5 : 9 2 : 14 147 1 : 1 : 3 : 5 : 56 : 80 : 21 11 : 18 : 4 1 : 71 : 10 5 : 25 176 12 6 : 19 7 : 39 323 

1 1 I 1 : 4 3 : ： 6 : 4 : 

゜
10 3 2 ： 3 I 2 I 

゜
5 9 : 6 : 

゜
15 

： ： 0 : 0 : 

゜゜
1 : 

： 
1 : 0 : 

゜
1 1 : 0 : 

゜
1 ： ： ： ： ： ： 3 : 1 : 5 : 2 : 

： ： 5 : 2 : 

゜
7 8 : 3 : 

゜
11 ： 

゜
4 

： 0 : 0 : 

゜゜
： 1 : ： ： 1 : 0 : 

゜
1 1 : 0 : 

゜
1 ： ： ： ： ： 

： 15 : 4 : 110 : 34 : 8 4 7 : 3 3 : 3 8 : ； 180 : 71 : 11 251 2 : 1 : 5 7 : 2 7 : 2 3 : ： 5 9 : 31 : 2 90 2 3 9 : 10 2 : 13 341 
7 : 4 : 23 : 44 : 7 1 : 20 : 1 9 : 2 : 4 6 : 7 3 : 8 119 5 : 11 : 1 3 7 : 15 : 2 : 3 ： 42 : 28 : 4 70 8 8 : 101 : 12 189 

1 ： 3 : 0 : 1 3 0 : 0 : 

゜゜
3 ; 0 : 1 J 

1 : 12 : 6 : 4 6 : 4 7 : 43 : 5 1 : 14 : 104 : ， 118 1 : 14 : 4 1 : 15 : 1 22 : 9 7 : 13 6 : 30 : 11 1 : ： 31 : 15 6 : 29 187 4 5 : 2 60 : 38 305 

1 : 3 : ： 1 : 4 : 

゜
5 ： 1 : 5 : 12 : 1 ： 6 : 12 : 1 18 7 : 16 : 1 23 ： ： ， 

1 : 10 : 14 : 54 : 11 22 : 1 4 : 151 go I 12 105 3 I s I 4 7 74: 4 1 : 7 5 ‘ 11: 8 6 : 13 97 26 I 176 I 25 202 
： 

： ： 2 : 
： 0 : 2 : 

゜
2 2 : 3 : 

゜
5 1 : ： 1 : ： 2 : 1 : 

゜
3 ： ： ： 

6 : 3 : 5 : 12 : 
： 

2 : 11 : 1 7 : 

゜
28 ： 1 : 5 : 1 : 5 : 

゜
6 12 : 2 2 : 

゜
34 ： ： ： ： 

o i ： 0 : o I 

゜゜
： ； 2 0 : 0 : 2 

゜
0 : 2 

゜： 
： 9 : 4 : 2 2 : 4 . 6 : 6 : 

： 
10 ; 3 7 : 4 47 3 2 : 4 : 1 : 3 0 : 9 : 1 3 : 4 3 : 4 46 13 : 80 : 8 93 ： ： ： 

4 : 4 : 1 3 ; 6 : ： 3 : 14 : 1 17 3 : 3 : 1 : 1 3 : 4 : 1 7 6 : 18 : 2 24 
： 

3 : 2 : ； ： ： ： 

゜
0 : 

゜゜
： ： ： 3 : 2 : ： 3 : 2 : 

゜
5 

゜
5 

： ： 1 : 0 : 

゜
1 1 : ： ： ： ： ： 1 : 0 : 

゜
1 2 : 0 : 

゜
2 

： ： 
1 : 5 : 

： ： 
1 5 : 

゜
6 1 : 1 ： ： 2 : 1 0 : 3 : 2 3 1 : 8 : 2 ， 

： 
2 : 6 I 

： ： 
1 I ： ： 

0 i 1 I 

゜
1 2 I 7 : 

゜
g ： ： 2 : 6 : 

゜
8 ： 

： ： ： ： ： 
2 : 5 : 1 

： 
2 : 5 : 1 7 2 : 5 : 1 7 ： 0 : 0 : 

゜゜12 : 34 : 2 : 1 : 40 : 3 9 : 
： ： 

4 2 : 40 : 1 82 54 : 74: 11 128 4 : 4 : 3 6 : 2 5 : 7 1 : 1 : 1 : 10 46 1 ： ： 

： 1 0 : 0 : 1 

゜
： 1 : 0 : 1 : 

゜
1 0 : 1 : 1 1 
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出土地 層序 0~3 地 区 4~21 

巻 貝 表 採 埋 土 I 層

＂ 
層 III 層 N 層 石 囲い 小 計 個体忍 埋土（撹乱） I 層 II 層

番号 科 名 貝 種 名 生息地 完形 1殻頂 1破片完形 l殻頂 1破片完形 i殻頂 i破片完 形殻頂 1破片 完形 翌t頂陪片 完腔殻頂陸片 完形 屋t頂 厘囲 完形」殻頂陸 片 完形偕図頂陸片完形 壁 頂壁片 完形 」殻頂拇射ヤ

54 tクt トリカe イ II -2-c ’’  ’ ’ 0 : 0 : 0 

゜
1 . 1 . '' 5 

‘ ’ ' ' 

55 ムカッタモトカ·• イ I -2-c 1 ': ' 1 : 4 : 
． 1 ． : 2 : 5 : 0 7 ： 

2 ': ' 

56 マカ＂キカ ・` イ I -2-c 1 : 1 1 : 385 : 385 : 17 100:164: ， 732 : 1001 : 47 99 : 198 : 62 7 : 3 9 : 7 1323 : 1789 : 143 3112 8 : 61 : 21 31 : 7 2 : 13 5 3 : 210 : 20 

57 ネyゞマカ J キカ・・イ I -2-c 1 : 1 4 2 : 1 : 1 : ： 5 : 1 : 4 6 ： 1 : 1 : 1 : 5 : 

58 マイ/11'がイ I -2-c 1 : ： 0 : 1 I 

゜
1 

； ； 
4 

； ： 
： 

： 

59 スイツ3り力→ イ科 イ-ホイ, リ-13 iり'カD 0 {_  

I -2-c ： ： ： ： 0 : 0 : 

゜゜
： 2 : 

60 ス ザイ II -2-c 
： ： 0 : 0 : 

゜゜
1 : 

： 

61 うり夕い力..ィ I -4-c ： 
： 0 : 0 : 

゜゜
1 : 1 

： 
62 りモカ・イ I -2-c 1 : ： 8 : 3 1 : 8 : 2 : 10 : 1 3 : 3 : 30 : 4 33 2 : 2 : 1 : 9 : 

63 りモがイ （幼） I -Z-C ’ 
3 : ： 1 : 0 : 4 : 

゜
4 8 : 1 : 11 : 

64 スイリゥカ·• イ I -2-c 1 
： ： 

4 : 1 : ： 4 : 2 : 

゜
6 ： ： 

： 

65 トンホザヵ”ィ II-2-c 
： ； ： ： ： 

0 : 0 : 

゜゜
: 

1 : 1 : 
： 

2 1 : 2 : 

スス占メカ・・イ科 力りチト`・リカ` ・イ
： ： ： 1 : 2 : 2 : 1 : 

66 I -3-a ： 1 ： ： ： 1 3 ： 2 

67 7ツキりスス令メ I -3 ： ： ： 0 : 。:

゜゜
2 : 

： 

68 :_;aネス・・ミカゞイ科 :/0ネズミがイの一種 I -2 ： ： 0 : 0 : 

゜゜
： 1 : 

69 チトドリクぐ力う I -2-a ： ： 
： 1 : ： 1 : 0 : 

゜
1 1 : 1 : 

70 Jケ,fト・・リク↓ ヵぅ I -2-a ： ： ： ： ： 
0 : 0 : 

゜゜
： ： ： 

： ： ： ： ： 

71 サメク’・カう I -2-b ： 
： 1 : 1 : ： 1 : 1 : 

゜
2 ： ： ： 

： 
： 

72 リホ``リクや力う I -2-a ： ： ： ； ： 0 : 0 : 

゜゜
1 : 

73 ィホ・・ ク・・カう I -2-a 
： 1 I 1 : 0 : 

゜
1 1 ： 

： ： 

74 クJvク`ーかう I -2-a 
： ： 1 : 1 1 : 0 : 1 1 1 : 1 : 

： ： 

75 ヤナギリ印リク，`力う （幼） I -2-a 7 : 3 : 1 : 5 ： ： 7 : 4 : 5 11 7 : 2 : 
： 

76 ナツメタ，.カう I -2-b ： 
： 1 ： 1 : 0 : 

゜
1 ： 

： 
77 ナッメモト→ギ I -2-a ： ： ： 3 : 1 

： 
3 : 0 : 1 3 2 1 : 1 : 1 ： 

taりチタい力う
： 

1 : ： ： 8 : 5 : 2 : 11 : 5 : 3 : 10 : 7 : 3 
78 I -2-b ： ： ： 

゜
16 

79 マメッポ^リク}ヵぅ I -2-b ： ： ： ： ： 0 : 0 : 

゜゜
1 : 

： ： ： 

80 りスムうサキク・` カう I -2-c 
： ： 1 : 2 : 3 : 3 : 2 : 1 ： 5 : 6 : 1 11 ： 2 : 1 : 1 5 : 

： ： 

81 ス13'Jメク’・カう I -2-a 1 : ： ： 1 : 0 : 

゜
1 2 

： ： ： 

82 サ11'クゞヵぅ I -2-b 0 : 0 : 

゜゜
： ： 4 1 : 2 : 

： ： ： 

83 /If{. 3りク→カう I -1-a ； 1 : 0 : 1 : 

゜
1 ： 1 : 

クカうがイ科 ヤり：iマタ`・カう 1 : 7 : 1 : 6 : 
： ： 

2 : 13 : 1 : 1 : 11 : 8 
84 I -2-a ： 

1 ： 1 15 

85 ホ1ヤりリぐマク,,カう I -2-a ： 2 1 : 1 : 
： 3 : 1 : 

゜
4 4 : 12 : 1 

： 

86 7ミメク f ヵぅ I -4-a ； ： ： 1 : ： 0 : 1 : 

゜
1 ： 

： ： ： ： 

87 JOクぐ力う I -2-a 
： 4 : 4 : 3 : 3 : 7 : 7 : 

゜
14 1 : 1 : 3 : 2 : 2 : 

88 力/1°7ク・・カう I -2-a 
： ： ： ： 0 : 0 : 

゜゜
： 1 : 

： ： 

89 吋マ）vlキ I -3-a ： 1 : 2 : 2 : 3 : 2 : 2 : 1 : ： ： 6 : 7 : 

゜
13 ： 2 : 1 1 : 5 : 4 10 : 5 : 

： 

キイロタ`・カう
： 1 : 3 : 3 : 6 : 7 : 

： 
1 : 10 : 11 : 1 2 : 2 : 24 : 2 

90 I -1-a ： 1 ： 21 

91 キィaクゥカう(7ッタ・・カ） I -1-a 
： 

1 : 5 : 1 : 2 : 
： 

1 : g : 1 I 

゜
10 2 : ： 15 ! 

： ： ： 

92 ntt'う夕’・カう I -1-a ： 3 : 2 : 2 : 1 : 68 : 11 : 1 4 : 5 : 2 : 7 9 : 19 : 1 98 3 : 1 : 1 8 : 1 : 1 4 6 : 10 : 4 

93 切タ，• カう ... I -2-c ： ： ： 1 : ： ： 2 : ： ： 0 : 3 : 

゜
3 ： 3 ： ： 1 : 10 : 3 

： 

94 t'f. ホリク J 力う I -2-a 
； 1 : 

； 
0 : 1 : 

゜
1 1 1 1 I s I 1 : 

95 り和うサキクオカう I -2-a ： 2 : 1 : 1 1 : 3 : 1 : 1 4 2 2 : 

96 約キヌタ I -2-a ； ： ： ： 1 : 5 : 6 : ： 2 : 1 ： 5 : 9 : 1 14 ： 1 : ： 6 : 3 : 

97 '1'/7 キトミカ·• イ I -2-c ： ： ： ： ： 0 : 0 : 

゜゜
： ： ： ： 1、 2 : 5 

98 トミカ J イ I -2-c 
： 

4 : 2 : 4 : 4 : 1 : 4 : ： 9 : 10 : 

゜
19 ： 1 : 1 : 10 : 7 : 1 ： 

： ： ： 
： 

0 : 0 : 

゜
6 : 3 : 

99 ロりイロトミがイ I -2-c ： ： 
： 

゜
： 

100 タマカ・・イ科 リスカ→ イ I -2-c 1 I 1 : 1 : s I 10 : 1 : 
： s I 111 

゜
19 

： 5 : 15 : 

101 トうクぃマ II -2-c ： 3 ： ： 0 : 0 : 3 

゜
3 : 

： 
： ： 

りチり・`ロクマカ‘・イ
； ： ： ： ： ： 0 : 0 : 

゜
： ： 1 : 

102 II -2-c ： ： ： ： 

゜103 訪ツ1/タマがイ II-1-c ： ： ： ； 3 : 3 : 2 : 4 : ； 5 : 7 : 

゜
12 ： ； 2 : 1 : 

104 イリカりトキり力”ィ I -2-c ： ： ； ： ： ： ： 1 : ： ： 0 : 1 : 

゜
1 ： : 2 : 4 : 

： ： ： ： ： 0 : 0 : 

゜
： 

1 : 1 : 
105 ャッ:)0がイ科 りスゞう力ぃイ I -2-c ： ： 

゜
： 1 

106 スりミりス うゞ力 J イ I -4-c 
： ： ： 

゜
0 : 

゜゜
： 1 : 1 : ： ； 

第 12表b 貝類出土状況
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0~3 地 区 4~21 地 区
II 層 m 層 IV 層 石囲い 小 計 個体数 埋土 （撹乱） I 層 II 層 V 層 試 掘 小 計 個体数 合 計 総個体数

跛片完形 屈屁頂 1破片 完形殻頂 1破片 完形I殻頂 l破片 完形 i殻 頂 跛 片 完形 I殻頂 1破片 完形殻頂 f破片完形 l殻頂 1破片 完形 I殻頂 1破片 完形殻頂 l破片 完形殻頂 1破片 完形 I殻頂 1破片 完形 1殻頂 1破片
' ' 

0 : 0 : 

゜゜
： 1 : 1 : 5 1 : 1 : 5 2 1 : 1 : 5 2 ： ： ： ： ： 

1 : 1 I 4 : 1 : 
： 

2 : 5 : 0 7 ： ： ： 2 I 1 I 2 I 1 3 I 2 : 1 5 5 : 7 : 1 12 ： ： ： 
: 17 100:164: ， 732 ; 1001 : 47 9 9 : 198 : 62 7 : 3 9 : 7 1323 : 1789 : 143 3112 8 : 61 : 21 31 : 7 2 : 13 5 3 : 210 : 20 11 : 48 : 10 

： 
103 : 3 91 : 64 494 1426 ; 2180 : 207 3606 

4 2 : 1 : 1 : 5 : 1 : 1 : 1 : 1 : 5 : 7 : 
： 

1 : 14 : 6 : 15 : ： 4 6 ： ： 

゜
15 4 21 

： 1 : 
： ： 

0 : 1 I 

゜
1 4 ： ： ： ： 0 : 0 : 4 

゜
0 : 1 : 4 1 ： ： 

： ： ： ： 
0 : 0 : 

゜゜
： 2 : 

： 
0 : 2 : 

゜
2 0 : 2 : 

゜
2 ： ： ； ： 

0 : 0 : 

゜゜
： 1 : 1 : 0 : 

゜
1 1 : 0 : 

゜
1 ： ： ： 

0 : 0 : 

゜゜
1 : 1 ： 

0 ! 1 : 1 1 o I 1 : 1 1 ： 
3 1 : 8 : 2 : 10 : 1 3 : 

： 
3 : 3 0 : 4 33 2 : ： 2 : 1 : 9 : 1 : 1 : 1 : 2 : 15 : 

゜
17 5 : 45 : 4 50 ： ： 

： ： 3 : 1 : 0 : 4 : 

゜
4 8、 1 : 11 : 9 : 11 : 

゜
20 9 : 15 : 

゜
24 ： 

4 I 1 : ： ： 4 : 2 : 

゜
6 ： 

； 0 : 

゜゚ ゜
4 2 I 

゜
6 ： ： ： ： : ： ： ： ： 0 : 0 : 

゜゜
1 : 1 : 2 1 : 2 : 3 2 : 3 : 5 5 2 : 3 : 5 5 

1 : ： ： 2 : 2 : 1 : 1 3 2 1 ： 0 : 0 : 3 

゜
2 : 1 : 4 3 ： 0 : 

゜゚ ゜
2 : ： 2 : 0 : 

゜
2 2 : 0 : 

゜
2 

： ： 0 : 0 : 

゜゜
1 : 1 : 0 : 

゜
1 1 : 0 : 

゜
1 

1 : ： 1 : 0 : 

゜
1 1、

： 1 : ： 2 : 0 : 

゜
2 3 : 0 : 

゜
3 ： ： 0 : 0 : 

゜゜
： 

1 : 1 : D : 

゜
1 1 : 0 : 

゜
1 

： ： 1 : 1 : 1 : 1 : 

゜
2 ： ： 3 0 : 0 : 3 

゜
1 : 1 : 3 2 

0 : 0 : ： 
1 : 1 : 0 : 1 : 0 : ： 

゜゜
： 

゜
1 

゜
1 

1 1 : 0 i 

゜
1 1 1 ; 0 : 

゜
1 2 : 0 : 

゜
2 

： 1 : 1 ： ： 1 : 0 : 1 1 ： 1 : 1 : 1 : 1 : 

゜
2 2 : 1 : 1 3 ： 7 : 3 : 1 : 

： 
7 : 4 : 

： 
7 : 2 : 1 : 8 : 2 : 15 : 6 : 5 ： ； 5 11 ： 

゜
10 5 21 

1 : ： 
1 : 

゜゚
1 ： 0 i 0 ! 

゜゜
1 : 0 : 

゜
1 ： 

3 : 1 ： ： 3 : 0 : 1 3 2 1 : 1 : 1 1 : 1 2 : 2 : 3 4 5 : 2 : 4 7 ： 
： 8 : 5 : 2 : ： ： 11 : 5 : 

゜
16 ： 3 : ： 10 : 7 : 3 4 : ； 1 7 ; 7 : 3 24 28 : 12 : 3 40 ： 

0 : 0 : 

゜゜
l I ： 1 : 0 : 

゜
1 1 : 0 : 

゜
1 ： ： 

2 : 3 : 3 : 2 : 1 
： ： 

5 : 6 : 1 11 2 : 1 : 1 5 : 7 : 1 : 1 8 12 : 7 : 2 ： ： ： 19 
1 : ： 1 : 0 : 

゜
1 ： 2 ： 0 : 0 : 2 

゜
1 : 0 : 2 1 ： ’ 

0 : 
： 1 2 I ： 

l I 2 I 1 : 0 : 

゜゜
4 ： 4 3 2 : 4 3 

1 : 0 : 1 : 

゜
1 1 : 

： ： ： 
0 : 1 : 

゜
1 0 : 2 : 

゜
2 ： 

1 : 7 : 1 : 6 : 1 2 : 13 : 1 15 1 : 1 : 11 : 8 1 : 1 : ， ： 3 : 12 : 17 15 5 : 2 5 : 18 30 ： 
2 : 1 : 1 : 

： 
3 : 1 : 

゜
4 4 I 12 : 1 1 : 1 : 2 5 : 13 I 3 18 8 : 14 : 3 22 ： ： ： 

1 : ： ： ： 0 : 1 : 

゜
1 ： ： ： 

0 : 0 : 

゜゜
0 : 1 : 

゜
1 

4 : 4 : 3 : 3 : ： 7 : 7 : 

゜
14 1 : 1 : 3 : ： 2 : 2 : 4 : 3 : 1 : 1 : 11 : 7 : 

゜
18 18 : 14: 

゜
32 ： ： 0 : 0 : 

゜゜
1 ： 

0 ! 1 : 

゜
1 0 i 1 

゜
1 ： ： 

2 : 3 : 2 : 2 : 1 : 6 : 7 : 

゜
13 

： 
2 : 1 1 : 5 : 4 10 : 5 : 1 : ： 12 : 12 : 5 24 18 : 19 : 5 37 ： 

1 : ： 3 : 3 : 6 : 7 : 1 1 : 10 : 11 : 1 21 2 : 2 ; ： 24 : 2 : 2 : 2 : 3 ： 28 : 6 : 3 34 38 : 17 : 4 55 ： 
1 : 5 1 : z I ： 

1 I 9 I 1 

゜
10 2 ： 1 s I 2 : 1 19 I 1 : 

゜
20 28 ; z I 

゜
30 

2 : 1 : 68 : 11 : 1 4 : 5 : 2 : 
： 

79 : 19 : 1 98 3 : 1 1 8 : 1 : 1 4 6 : 10 : 4 7 : 5 : 3 64 : 17 : ， 81 143 : 3 6 : 10 179 
1 : 2 : 

： 
0 : 3 : 

゜
3 3 1 : 10 : 3 ： 3 ： ： 

1 : 10 : 1 : 13 : ： ： ： ： ， 11 ， 14 
l I 0 : 1 : 

゜
1 1 : 1 : 5 : 1 : 2 : 

： 
9 : 1 : 

゜
10 9 I 2 : 

゜
11 ： ： ： 

2 : 1 : 1 1 : ： 3 : 1 : 1 4 ： ： 2 2 : 2 : 1 : 2 ： 4 : 1 : 4 5 7 : 2 : 5 ， 
1 : 5 : 6 : 

： 
5 : 9 : 

： 
1 : 6 : 3 : 2 : ； 

8 : 4 : 13 : 2 : 1 ： 1 14 ； ： ： 

゜
12 13 : 1 26 

： ： 0 : 0 : 

゜゜
： 1 : 2 : 5 ： ： ： 1 : 2 : 5 3 1 : 2 : 5 3 

4 : 2 : 4 : 4 : 1 : 4 : ： 9 : 10 : 

゜
19 ： 1 : 1 : 10 : 7 : 1 ： 2 : 11 : 10 : 1 21 20 : 20 : 1 40 ： ： 0 : 0 : 

゜゜
； 6 : 3 : ： ： 6 : 3 : 

゜
， 6 : 3 : 

゜
， ： ： 

1 : 1 : 5 10 ! 1 : 
： ： s I 11 : 

゜
19 ： 

5 : 15 I 1 : 2 6 : 17 : 

゜
23 14: 28 : 

゜
42 ： 

3 ： ： 0 : 0 : 3 

゜
3 : ： ： 0 : 3 : 

゜
3 0 : 3 : 3 3 ： ： 

0 : 0 : 

゜゜
： 1 : ： 0 : 1 : 

゜
0 : 1 : ： ： ： 1 

゜
1 

3 : 3 : 2 : 4 : ： ： 5 : 7 : 

゜
12 ： ： 2 : 1 : ： 2 : 1 : 

゜
3 7 : 8 : 

゜
15 

： ： 1 : ： ： ： 0 : 1 : 

゜
1 ： ； 2 : 4 : 2 : 4 : 

゜
6 2 : 5 : 

゜
7 ： ： ： 

0 : 0 : 

゜
1 : 1 1 : 

： 
2 : ： 0 : 4 : 0 : 4 : ： ： 

゜
： 1 4 1 4 ： ： 0 : 0 : 

゜゜
： 1 : ； 1 : ： 0 : 2 : 

゜
2 0 : 2 : 

゜
2 

-96 -



第 12表 c 貝類出土状況

科

科

名ぃ[
-107108109110

畠
□

11411411511611711811912012112212124125
園

127128129130131132133
-134-135
- 136137138139140141142143144145-146147148149150151
亨
153154155156157158115

•一--
出土地 層序----ー--貝種名 生息地

沢ヴうげう I -2-a 

t'nt・・ ぅ I-2-a 

ミッカト`・ボ J ぅ I -2-a 

ツオボ今ぅ I -2-a 

7ツ．．ッカ`・1 I -4-a 
ホうカ・・イ I -4-a 
村こ：:; I -3-a 
ヵ・.ッセぃキホいう I -4-a 
りネVイリク↓ マ:; I -1-b 
3りうりvィック・・マツ I -2-a 

Jりッvィックぐマッ I -1-b 

vィック・・マリモドキ I -1-a 
t ;.:; □ It ィ：ノク••初 I -2-a 

vィッタ`・マリ I -1-a 

＼ナりレイ：:; I -3-a 

ムうサキイカ→ レイリ I -3-a 

7カイカ.Itィッ I -3-a 

キイUイカ,Itイ:; I -3-a 
キサイリ I -4-a 
”レイツ I -炉 a
”テッvィ：:; 1-1-a 
:Jうりt力..{ I -3-a 

刊 Vイ:; I -1-a 
Jイりこゾ Il-1-b 
ポリスリ・・テッポ4 ぅ I -1-a 

テッポ．．ぅ I -3-a 

りfへ}こvィック`・マ:; I -2-a 

サ'/Jゞャト,'}禾斗 りfb. うサキサ'/J・・ヤト..1/ I -2-a 

夕tトカJ イ禾斗 ク｛トカ・・イ I -2-c 

イポヨ7バイ Il-1-c 
7りム汎I Il-2-c 
7ツ砂□ I -2-c 

トが砂a Il-2-c 
371¥'イtドキ Il -2-c 

t/.371¥'{ Il -2-c 

ミスゾ 3711・ イ I -1-c 

加りもり砂a I -2-c 
1キ1371¥'イ Il-2-c 
tメオリイレ371¥'{ II -2-c 
／リが{ 1-1-a 
1スツ」グ nホうグマ:; I -3-a 
t /. ボうク』マ:; I -2-a 

ホうククマリ I -2-b 
Iへ→ ッJり/¥'-{ 1-2-a 
：）マヘサッJり11'{ II-1-c 

tlカケセJ11・・1 I -2-a 

イトマキ面ぅ I -2-a 

ナカ`・イトマキホゞぅ I -2-a 

ヘ^こマキ I -2-a 

リュり知り'JIマクが{ I -3-a 
7ヤツ／マタモト・・キ I -3-a 

チトセ点ぅ I -2-c 

ィnツ／マタモトJ キ I -2-a 

0 ~-3 地
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第 12表d 貝類出土状況

出土地

”162163164165口168169170171172173174175176177178179180181182183184185186187188189190191192
-193

：
口

205-206207208

層序

ホ
1

個

名

キ

代

H

ノ

／

J
[

り
□

三

：
ド

7
1
~

位
杓
籾
計
一
数

種

が

l

貝
一〗＿喜
〗i
J
i

-7
0〗
戸t

y
t
二
三
〗
悶
[
[
三
三

[
[一〗i
H
H
二
[
[
三
三
体

c
c
a
c
c
c
a
a
c
c
c
c
c
a
a
c
c
c
c
a
c
a
c
c
c
a
c
c
c
c
c
a
a
c
c
a
c
c
c
c
 

討

—

―
―

―

―
―
-
＿
―

―
-
＿
＿
＿
＿
＿
＿
＿
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

-

I
-

＿
―
―
―
-
＿
＿

o
o
o

息

ゴ

孔

7

7
ゴ

孔

咄

咄

孔

孔

孔

孔

孔

7

7
孔

孔

孔

孔

孔

孔

孔

孔

孔

孔

孔

孔

孔

孔

孔

4
カ

辺

孔

孔

一孔

4
孔

孔

ゴ

7

7

ユ咽
T
弁

弁

舟

生
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
V
V
v
>
v
>
v
>

0~3 地

表 採 埋土 I 層 1I 層

一形該頂破片完形殻頂破片完形殻頂破片完形殻頂破片完形

・ : 1: 1 1: 3: 
9 : 28 : 3 

. 1 : 

: 1 : 3 : 2 I 
1: : : z: s: 2 1: 1: 

: ： : : : 3 : 
8 : 3 : 2 : 3 : 

: ： 1 : : 2 : : , | 
、 1: 

I : : I : : : : 
1 : : 1 : 

2 : 5 : 

: 2 : 

: : : 1 : : i 1 
1 : 

1 : 

: : 1 : 

1 : 1 : 1 

: : 1 : : : 

: I 1 : 1 : 

1 : : 1 : 4 

1 : 2 : 

, 1 : : 

: 2 : 1 : : 

: 1 : 

19 : 19 : 7 90 : 77 : 38 
3: s: 5 12: 12: 4 508:500:55 435:51s:120 

11: z4: 100s: 953: 

区
m 層

殻頂 i破片

2: 

□: 31: 38: 9 
3 : 2 : 

3 : 5 : 

: : 

I : 

： 
2 : 

2 
I 

: 1 : 
： 

4 

2 : 1 : 1 

~ , 
~; 
: 4 : 
: 3 : 
： ＇ 
: i 

: 2 

3 : 了

390 : 420 : 130 
2138: 2754: 440 

''  48 9 2 : 

IV 層 石囲い

完形殻頂破片完形；如頂破片

ロ
1 : I 
2 : : 

, I : 
: 1 : 1 

: : 
: 1 : 

1 : ! 1 : 
1: 1 : : : 

: 1 

1 : I 

一
1 : 

3 : 2 : 2 : 

1 : ! 1 : 1 : 

2 : : 

1 : 2 : 
133 : 244 : 97 5 : 8 : 
545:1303:367 77: 85: 7 

1948 : 162 : 

1

3

2

4

1

5

1

2

1

3

4

]

］

'
ヽ
t

1

2

 

4
 

片

．
 

9
,
.
 

破

1

1

8

8

2

1

9

4

1

1

4

1

2

2

3

2

1

1

1

1

1

5

9

8

5

3

 

層

頂

ー

1

1

1

4

8

6

8

9

 

1

殻

1

2

ぅ

'
J
I
:'

,＇99
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

●9
,

．．
 
，
．
，
：
＇

•
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'
,
'

，
；

＇
,
9
9
9
9
9
9
9
9
,

＇
,
＇
，

'
,

＇
，
;
’
,
＇

，
＇
，

＇
,
＇
,
＇
,

＇
,
＇
,

＇
ヽ

9
9
9
9

.

.

 

，
 

•• 

,＇,＇, 
．．． 

,
 

•• 

,., 
•• 

,＇・・・'

ク
ノ

1

2

1

8

4

0

4

2

1

1

1

3

1

1

1

1

1

7

1

9

5

3

8

～

升

1

4

7

。

4

完

ー

2

4

2

3

1

3

9

 

8
 

片

9

9

9

9

,

 

．．．

．
 
‘
 

・
'
,.•••••• 

,、

．．．．．．． 
＇
,
 
．．．．．． 
，
 

••••• 

,
 

．．．．． 
,
 

••••• 

，．
9

9

9

9

9

,

 

．．．．．．．．
．．．
．．．． 
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

．．．．． 
，
＇

•
•
9
,

．
，
．
，
＇
ヽ
・
・
・
・
'
,
'
,

•• 

，
 ．．． 
，'，
'’ヽ

●9

●9
,

.

，'

破
層

頂

ー

2

1

2

4

2

1

1

1

0

0

1

0

6

3

5

 

9

.

，＇, ••• 

99

999

9.,'•,

.',', 

．．
 

,., 
••• 

,'
,
'
，
'
 

9

,

 

設

ー

1

2

1

2

1

0

5

 

2

0

 

ク
ノ升完

2

1

1

1

1

3

2

9

 

6
 

片
礼

lil.
,．．．．．．．．．．．．．．．．
．
．
．
 
，
 ．．．．．．．．．．．．．．
．．． 
,
 
．．． ,:'

•999999,

., 
．．．
．．．．．
．
 
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

．，：'， 
．．．．．． 9999•99

9,

:'•,

',',',

., 

．．． ,'•
',',

'
••999

•
9••
99,

;, 

．．

．
 

,','’

•,.,:

'’ 

2

1

1

1

4

1

1

4

4

 

1724 

攪

頂

6

2

1

1

1

1

2

売
'
’
,
'
,•
•
'
,
＇
，
＇
,
•
,
．
＇
,
．
，
．
;
．
,
；
;
，

＇,
＇
,
'
’
'
，

.
99
9
9
9
999
9,9
9
9
9
999
9999
99
99
.，'
•
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
.

，
.
，
.
，
．．． ,.,'

,',',',',',',',',

•••999,

.,
',',

', •• 

，．
,

9

9

9

9

,

 

.

.

.

 

，
 
．．．． 
9

9

9

9

●9
9

,

：＇，

',' 

冑

3

3

1

1

1

2

3

7

0

0
2
0
2
0
2
1
9
4
6
7
3
7
1
9
9
 C, 
C, 
5
9
0
5
0
1
1
3
1
0
2
2
1
3
2
0
4
 =
=
=
 6
4
5
0
3
1
7
0
6
3
5
8
 

1

7

1

2

1

1

1

0

9

 

体

ー

4

9

1

8

 

0

0

0

 C, 
C, C, 
1

7

 C, 
C, 
3
 C, C, 
4
 c,c,c::,c::,c::,c::,c, 
1
0
0
1
0
 
c
,
c
,
c
,
c
,
 1

0
1

5

1

0

 0

0

0

0

 4
 0
0
0
0
0
0
0
 2

9

 

片

ー

7

9

2

9

 

祉、
9

,

．．
 ,'
,.,•,., •• 

,',＇,＇，‘,',＇,＇,

.＇，．，：＇,＇
9

9

9

9

9

9

9

9

,
 

．．．．． 
，
 
．．．．．．．．．．．．
．
 
＇,＇，
9

9

9

9

,

:

＇
:・
'
 

•••••••••• 

，
 

•••••.• 

，.
,
．，
 •••• 

'
,、

．．
．．．． ,.,:

'•,','

•, 

．．．
．
 
9

9

9

,

 

．．．．．．．．．． 
,＇，',．， 

0

2

 0
 0
 0
 1

8

4

4

3

4

1

5

3

6

 0

0

 5
6
0
5
0
1
1
2
 0
 0
 1
0
0
2
1
0
1
0
 0
 0
 5
4
4
4
1
0
3
0
3
2
8
0
8
 

t
 

言
頂

6

1

2

6

4

1

6

8

9

7

1

9

 

ヽ
殻

5

8

一

，、

.~9
, 

．．．．． 
’
 

ー

9
9
,
 ..
.
.
.
.
.
.
.
.
 ，
 

•••••••••••••••••••••••••••••••••.•.•• 

ノ
ノ
ノ

0
0

0

 2
0
1
3
5
0
3
3
2
2
7
6
3
 0

0

0

 3
 0

0

0

0

0

 1
1
0
1
2
1
1
1
0
3
 0
 0
 0
 1
0
1
6
2
1
4
0
3
1
7
8
 

升

1

4

3

1

6

8

 

完

3

-99 - -100 -



地 区 4~21 地 区
層 田 層 IV 層 石囲 い 小 計 個体梃 埋土（攪乱） I 層 II 層 V 層 試 掘 小 計 個体数 合 計 総個体数

t頂 1破片 完形 l殻頂 l破片 完形I殻頂跛片 完形殿頂 1破片 完形 I殻頂 1破片 宇形殻頂 1破片完形殻頂跛片 完形 I殻頂 1破片 完形殻頂 1破片 完形殻頂 i破片 完形 I殻頂 1破片 完形 I殻頂 I破片
’ ’ 

0 : 0 : 1 : 1 1 : 0 : 

゜
1 

゜゜
1 : ： 0: 

゜： 2 : 0 : 2 : 

゜
2 ： 1 : 1 : 2 0 : 2 : 2 2 0 : 4 : 2 4 

： ： ： 0 : 0 : 

゜゜
： 1 0 : 0 : 1 

゜
0 : 0 : 1 

゜
： 

2 : ： ： ： 
2 : 0 : 

゜
2 3 : 

： ： ： 2 3 : 0 : 2 3 5 : 0 : 2 5 ： ： ： ： ： ： ， 
： 0 ; 0 ; 

゜゜
： 2 : 1 : 2 : 1 : 

゜
3 2 : 1 : 

゜
3 

1 : 1 : ： 1 : 1 : 

゜
2 ： ： 1 0 : 0 : 1 

゜
1 : 1 : 1 2 

3 : 2 : 3 : 1 : 3 : 8 : 1 11 1 : 2 : 1 : 1 : 2 : 3 : 

゜
5 5 : 11 : 1 16 

2 8 : 3 4 : 2 2 : 4 2 : 14 : ： 15 : 64 : 7 79 3 : 6 : 1 : 8 : 18 ; 3 1 : 2 : ： 12 : 27 : 3 39 2 7 : 91 : 10 118 

3 : 0 : 4 : 

゜
4 2 : 4 : 8 : 2 3 : 4 ： 4 : 13 : 6 17 4 : 1 7 : 6 21 

2 : 10 : ： ： ： 3 : 13 : 

゜
16 

： 
2 2 : 4 5 0 : 2 : 11 2 3 : 15 : 11 18 

1 ，． 1 5 : 
： ： 

3 : 24 : 3 27 1 : 1 2 : 4 11 : 1 2 : 0 : 16 : 6 16 3 : 40 : ， 43 ： ： 
1 : ： 1 : 2 : 1 : 

゜
3 1 : ： ： ： 0 : 1 : 

゜
1 2 : 2 : 

゜
4 ： 

3 : 2 : ： 
2 : 2 : 5 : 

゜
7 2 : 1 

： 
0 : 2 : 1 2 2 : 7 : 1 ， 

3 31 : 38 I ， 6 : 20 : 5 4 7 : 64 : 14 111 1 : 1 : 1 2 : 4 : 10 : 19 : 5 1 : 1 : 2 14 : 2 5 : 8 39 61 : 8 9 : 22 150 

3 : 2 : 1 : ： 6 : 3 : 

゜
， 1 : 4 : 4 : 4 : 2 : 2 1 : 9 : 7 : 2 16 15 : 10 : 2 25 

1 : 3 : 5 : ： 3 : 6 : 

゜
g ： 1 : 1 0 : 1 : 1 1 3 : 7 : 1 10 

： 0 : 0 : 

゜゜
： 

1 1 : ： 0 : 1 : 1 1 0 : 1 : 1 1 ： ： 
； ： 0 : 0 : 

゜゜
： 2 : 1 : 3 : 0 : 

゜
3 3 : 0 : 

゜
3 ： 

1 : ： 2 : 1 : 0 : 5 : 

゜
5 ： 4 2 0 : 4: 2 4 0 : 9 : 2 ， 

5~ 1 : ， ： 
2 : 3 : 16 : 

゜
19 2 : 1 2 : 2 1 : 

： 
1 : 0 : 6 : 3 6 3 : 2 2 : 3 25 ； ： 

： ： 0 : 0 : 

゜゜
： 1 : 3 ： ： ： 2 0 : 1 : 5 1 0 : 1 : 5 1 ： ： 

2 : 2 : 1 : 1 0 : 5 : 1 5 ： 1 : ： 3 ： 2 2 : 0 : 5 : 3 5 0 : 10 : 4 10 
； 0 : 0 : 

゜゜
： 1 : 1 : 0 : 

゜
1 1 : 0 : 

゜
1 

1 : ： ： 0 : 1 : 

゜
l ： 1 : 2 : 1 ： ： ： 1 : 2 : 1 3 1 : 3 : 1 4 ： 

1 : ： ： 0 : 1 : 1 1 ： ： ： 1 : 1 : 1 : ， 2 : 1 : 

゜
3 2 : 2 : 1 4 

2 I 1 : 2 : 

゜
3 1 : 1 : 3 : 3 : 3 ， 4 : 4 : 3 8 5 : 6 : 3 11 

： ： 1 : 0 : 

゜
1 4 : 1 : 1 2 : ’ 0 : 7 : 1 7 1 : 7 : 1 8 

： ： ： 
0 : 1 : ’ 0 : 1 : 

゜
1 0 : 1 : 

゜
1 0 : 

゜゜： 1 1 : 1 : 

゜
2 ： 0 : 0 : 

゜゜
1 : 1 : 

゜
2 

： ： 
： 2 : ： ： 2 : 0 : 

゜
2 ： 1 : 1 : 0 : 

゜
1 3 : 0 : 

゜
3 

： ： ： 
： 1 : 1 1 : 0 : 1 1 0 : 0 : 

゜゜
1 : 0 : 1 1 

： ： 
1 : 1 : 1 : 1 : 2 : 

゜
3 ： 0 : 0 : 

゜゜
1 : 2 : 

゜
3 

： ： ： 
1 : 1 ： 1 : 1 : 1 2 ： ： ： ： 0 : 0 : 

゜゜
1 : 1 : 1 2 

： 4 ： 1 0 : 0 : 5 

゜
1 : 2 : 1 : 1 : 1 : 3 ： 2 : 4 : 3 6 2 : 4 : 8 6 

： 1 : 0 : 4 : 1 : ： 
2 : 1 : 1 

： 3 : 1 : 1 4 ： 1 : ： ： 

゜
1 1 5 ： ： ： 

： 0 : 0 : 

゜゜
1 : 2 ： ： 1 : ： 1 : 1 : 2 2 1 : 1 : 2 2 

0 : 0 : 

゜゜
： ： 1 : 1 : ： 2 1 : 1 : 2 2 1 : 1 : 2 2 

： 0 : 0 : 

゜゜
： ： 1 : ： ： 0 : 1 : 

゜
1 0 : 1 : 

゜
1 

： ： 1 : 5 : 
： 

1 : 1 : 0 : 2 : 

゜
2 1 : 7 : 

゜
8 4 : ： ： 

゜
6 ： ： ： 

： ： ： 4 
： 2 

： 
0 : 0 : 2 

゜
0 : 4 : 2 4 3 : 1 : 0 : 4 : 

゜1 : 4 2 : 1 : ： ： 1 : 4 : 4 5 ： 1 : 11 : 4 4 : 1 ： 1 : 1 : 16 : 5 1 7 2 : 20 : ， 22 ： ： 
3 : 2 : 2 : 6 : 4 : 

゜
10 2 : 1 : 3 1 : 3 : 1 : 3 4 9 : 5 : 3 14 

： 
3 ： 5 : ： ： 

゜
3 2 : 7 : 5 : 1 12 : 1 17 14 : 6 : 1 20 ： ： 1 : 1 : 1 : 2 : 1 : ： ： ： 0 : 0 : 1 : 0 : ： ： 1 : 0 : 

゜
1 ： 

； ： 

゜゜ ゜
1 ： ： 

2 : 2 : ： 4 : 3 : 

゜
7 ： ： ： ： 1 : 2 : 1 : 2 : 

゜
3 5 : 5 : 

゜
10 ： ： ： ： 1 : 1 : 1 : ： ： 0 : 0 : 

゜゜
1 : 1 : ； ： 

゜
2 1 : 

゜
2 

1 : 3 : 2 : ： ： ： 3 : 3 : 

゜
6 ： 9 : ： 9 : 0 : 

゜
， 12 : 3 : 

゜
15 

： 1 : 2 : 1 : 2 : 0 3 ： ： 1 : 5 : 9 : 1 ： ： 
6 : 9 : 1 15 7 : 11 : 1 18 ： 

7 7 : 3 90 : 420 : 130 63 7 : 768 : 272 1405 3 : ： 2 0 : 10 : 43 : 48 : 17 12 : 36 : 1 7 8 : 94 : 18 172 715 : 8 6 2 : 290 1577 38 13 3 : 244 : 97 5 : 8 : 

118 : 120 2138 : 2754 : 440 645 : 1303 : 367 77 : 85 : 7 3818 : 5180 : 999 8998 70:174:69 205 : 301 : 89 1078 : 1885 : 428 209 : 425 : 192 9 : 11 : 14 1571 : 2796 : 792 4367 5389 : 7976 : 1791 13365 

15 3 : 48 9 2 : 1948 : 16 2 : 8 9 98 : 244 : 50 6 : 2 9 6 3 : 6 34 : 20 : 4 3 6 7 : 13365 : 
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出土地 肪序 0 ~ 3 地区 4 ~ 21 地区

I ~ 枚貝 表 採 埋 土 I 層 II 屑

＂ 
陪 IV 層 石囲い 小 計 埋土（撰乱） I 層 II 層 V 層

完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 穀頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 梱体委 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破
片日

番号 科 名 貝 種 名 性息地 L . R L : R L . R L R L : R L R L R L : R L : R L • R L R L : R し R L R L • R L R L R L R L . R L、R L , R L R L R L : R 

209 ttクカII¥ I -2-a 1 1 : 2 1 1 2 I I I 2 3 3 3 

゜
8 1 I 

2 5 I 3 4 1 . I 

210 7ネカ・イ I -2-a 1 1 

゜゚ ゜゚
2 

゜
6 1 2 2 ' 1 15 2 . I 1 ： ‘’ 

211 Hが1科 ＂、イ I -1-a I 6 1 I 2 8 8 5 8 II 6 11 6 d l 0 1 I 2 I 6 21 11 I 2 32 34 4 4 5 1 2 3 7 14 19 16 11 37 3 8 3 : 4 6 

212 ヘ＇こ1カ、イ I -2-a I l 6 10 ， ， 24 6 6 7 2 13 12 : I 7 I 6 : 12 37 34 4 1 2 1 2 6 44 34 40 33 42 5 3 I 7 

2 I 3 HミI1/J・イ I -2-n ： 1 : 4 1 1、 4 

゜゚
1 4 2 3 2 5 15 I ： 8 

214 1/ lりわり,H-'J Il -2-C ： I 3 1 4 2 . 3 2 • 2 1 5 4 6' 2 3 6 11 14 1 4 : I 3 2 3 12 4 32 I I 11 

2) 5 Iク7キがイ科 'I)りケ,.,, II -2-c ： ： I. ； 2 3 ： I. 

゜
0' 2 3 2 1: 10 I. 2 3 

216 イカ←イ科 り,-ャクカ、イ I -2-a ： I : 2 10 • 17 3' 4 I 2 I. I 13 22 3' 4 

゜
26 ： 10・ 8 l I 1 

217 り1りキ1?tll'1)が1 I -!-a ： l. 5 0' 

゜
I: 

゜
5 I ： I: 3 

218 り9・イスカ・イ科 りuf,り力'1 I -4-a ： ： ： 

゜゚
0 : 

゜゚ ゜
1' 4 ： 

糾
ミト-'/7*リカ鼻イ I -1-a : I 1: 2 I I 0' I I. 2 2 3 I I 3 : 2 4 : 2 ， 1 5 

切が イ科 hH7*リカ←イ I -2-a 3' 3 2 : 1 2 3' 4 0 : 4 

゜
8 ： 2 1: 1 

221 八リトリrtリカクイ I -1-a I 2' 1. 1 2 , I I 2 4 I 

゜
5 3 I 

222 り1りキ3りiり令＇ヵ＇イ I -2-c ： 5 0 : 

゜゚ ゜
5 

゜
： . I 

イクヤカ、イ科 fりう力＇イ I -2-c 
： 

I 1 ： I: I I 0 : 

゜
2' I 2 2 1: 

I;. 
4 6 1: 1 223 i 

224 ftllカ←イ I -4-a : 1 2 0 : I 0' 

゜
2 I ： 2 ， ： 

225 I'/カ＇イ I -2-a 4 : I 1' 6 7 : I 0 8 • 3 ， 7 . 4 14 : 8 6 8 : 9 I 9 : I 9 1 9 I. : I 27 24 42 : 31 40 10 1 7 18 I. I s I 9 • 21 43 : 58 80 7 7 6 : 6 38 ； 

2 26 りミギりが イ科 杓ヵ'1の一種 I -2-a I: I 1・

゜゚ ゜
I 1 ： ： 2 2 . 5 ： 5 

227 ;, 力、イ｛卜”キ I -4-a ： ： 0 • 

゜
0 : 

゜゚ ゜
3 ： I I 1 I 4 4 

228 ミl力、イ科 ミl力＇イ I -2-a I'I ： I: l 3 1 2、 2 4 4 I 3' 7 I 8 1 3 2 1 1 5 6 14 11 14 . I I: I II 

229 こセマカ'-¥ D -1-a ： 2 

゜゚
0 : 

゜
2 

゜
I 

2 30 こセ7がキの一種 n 1 1 1 

゜
0 : l 

゜
I 3 6 

~31 イクtがキ科 'llf□力’キ I -1-a I 1 3 I 

゜
I. 

゜
3 2 1 I 1 4 I 

1232 卜りカカ.~ I -4-a I 

゜゚ ゜゚ ゜゜
2 3 

2 33 /Jキ・リカ・キ I -2-a 3 2 1 l 2 4 I I I 5 

゜
1 6 4 1 

234 'J tJカ・キ I -2-a I 

゜
1 0' 

゜゚
1 

235 ,jffが廿科の一種 I: 2 3 11 6 26 15 2 7 : 4 3 19 6 2 6 . 19 I 0 45 4 2 43 8 7 I 5 

236 り杯‘こツ村が1 I -2-c ： I 3 3 I 2 1 3 3 : I 2 4 3 I 

237 ツキカ・イ I -2-c z 
： 

2 1 2 3 I 

゜
2 : 5 2 5 I 2 3 8 5 

2 38 ツキカ、イ科 りうキ，/キカ、イ Il -2-c I 2 I 1 3 1 5・11 ， 5 4 3 4 I 3 2 2 11 18 II: 11 7 29 3 1 2 1 ， 7 5 8 6 8 3 1 3 3 

239 uツキカウィ I -2-c 4 I 4 17 10 6 7 2 5 : 1 3 8 27 II 11: 8 II 39 ， 2 4 1 I I 

240 力7'うツキカ・イ 11-2-C ： 2 I ： 

゜゚
2 I 

゜
2 2 4 I 8 2 

241 t~ イn I -4-a 4 3 I 1 2 : I 6 3 2 4 5 I 12 4 2 6 ， 13 1. I 1 I 8 : 2 6 4 6 1 1 3 1 

242 ケイトり力,1 I -2-a 2 1 2 3 2 4 1 4 12 8 15 4 3 4 7 11 5 6 3 20 19 30 10 18 51 . 3 5 I I 21 14 13 17 3 I 1 I 0 

243 'I□ ずl? I -2-a 3 4 

゜゚ ゜゚
7 

゜
： 

I. 5 2 

~44 {1り，＂科 キりがル I -2-a 

゜゚ ゜゚ ゜゜
I. 6 6 

245 ヵ＂＂ 、ル I -I-a 2 1 

゜゚ ゜゚
3 

゜
I I: 3 I 3 

246 キりサ、り科の一種 I 3 I I 2 I 3 : 2 5 4 I I 1 1 3 7 3 4 3 12 12 I. 4 2 2 : I 5 5 19 1 3 

サルJカソう？ I 

゜゚ ゜゚
l 

゜
： ： 

3 12 2 24 7 I -1-a ： 

248 片ヤがイ科 7□7卜7ヤがイ I -2-a 2 ： : 1 3 I I 3 I 1 ， 1 7 13 15 1・2 3 3 6 ： ： 3 , l l Z 1 20 27 3 I : 1 5 ： 1 2 : 4 6 45 I 2 30 

24 9 'Iiり令1りサ・ルがイ II -2-c ： I 2 • I 4 : 2 2 : 1 ： 4 2 4 3 

゜
， : 1 ： I 10 ， 11 4 16 2 I 3 

'50 りールカ、イ科 tオt'Jカ,1 I -2-c 5 : 5 

゜゚
5 5 

゜
5 1 1 36 23 19 2 

251 カリぅヵ＇イ II -2-c ： 2 I 1 2 4 • I 2 2 1 4 4 6 I 1 11 ： I 2 3 4 18 5 s 5 21 I 2 l 7 

252 リュりhりtリカ,1 II -2-C I. 8 6 2 4 I ： ，． 6 3 4 

゜
II 2 3 29 31 2 3 13 1 3 4 

253 ツャ］‘り I -2-c 1 1 I 2 4 3 7 5 2 11 7 7 2 3 24 22 8 10 10 10 17 25 I 2 1 l 7 I 9 48 55 4 7 81 : 1 2 1 3 : 8 6 4 6 15 19 30 I 1 6 7 25 

7 54 9ャJb'イ科 U/ャJ I -2-a I 2 I 1 l 2 4 2 8 JO 6 20 56 48 39 40 42 40 14 42 386 388 304 324 80 12 5 52 96 .120 7 I 14 6 11 659 706 5 I 5 . 5 I 4 252 1253 3: I 9 11 20 5 7 16 16 50 44 37 170 186 216 13 16 16 17 95 

~55 t~'I・ tl I -2-c 1 I I 2 7 13 1 9 I 7 14 5 21 26 II 3 5 8 : 8 2 25 24 38 : 44 30 7 5 1 1 I 5 4 25 2 12 26 27 I 2 6 3 16 

256 'Iうナミ I -2-a 1 3 1 : I 5 9 : 8 9 12 18 5 3 3 11 59 59 67 93 123 6 9 14 • 14 23 I 2 81 • 79 9 5 : 121 183 208 l'. I 2 2 3 I 1 1 7 30 8 11 20 23 47 6 1 3 2 2 9 

1257 ＼，カカ＇イ科 I夕') lりキ1り11・カカ＇イ 11 -2-C 3 ： ： 0 • 

゜
0' 

゜
3 

゜
2 ： 4 I 

： ： 13 . 
258 77村がイ II -2-c ' 2 . 11 49 2 10 : 4 2 2 : 2 3 : 3 I 53 I 5 7 3 7 5 2 : I 5 7・11 16・17 5 . I I 

fドリマスi力＇イ t斗イ1,11r11 
： ： 

1 I・I 3' 4 11 5 6 2' : 2 2 : 2 9 : 7 12 . 7 6 2 I 1: 3 . 1 I 3 3 4 8 6 18 16 28 2 : I I • 2 2 59 I -!-c I 

60 ナミ／）がイ科 リ1りhりtミ/Jがイ I -)-c I I I I I ： 4 ： 0 : 1 2 2 4 3 2 ： 

261 , jtf. こ1Jりが,イ , lJ -2-C ： 0' 

゜゚ ゜゚ ゜
4 

~6 2 こッJりカ イ科 ，hりもり')7トリカ イ 11 -2-C 2・2 3 I 6 : 3 2 1 3 2 I I 2 • 3 3 11 4 5 8 7 20 I 11 3 4 : 2 4 10 12 I I 2 

263 りメサ.jb・イ I -2-c I l 1 2 7 2 1 4 I 0 5 2 2 2 12 2 : 2 7 14 27 16 I 3 I 4 1: 4 5 7 22 1 11 

264 そffキザう I -2-c ： ： ！ ： 0' 

゜゚ ゜゚ ゜
： 1 I 

~65 'Itサり、ナミ科 Fけが イ Il -J-C 1 3 . I 1 1 2 3 2 3 2 : 9 2 5 13 3 3 6 18 3 I . 2 4 5 : 7 10 ， 2 2 1 1 2 

1266 リメウキメウマスオガイ n -}-C ： I 0 : 

゜
0 : 

゜
I 

゜
2 : 2 2 2 3 ： 1 

267 叶が 9がイ科 7ナカ‘クカ’ィ I -2-c 2・2 2 : 5 : 4 6 : 8 2 7 3 6 : I 2 17 ： 4 . I 3' 14 : I 0 17 . 20 23 34 I . 2 8 1. I . 2 I 4 : 5 8 5 32 ： 18 

2 68 汎fミ科 'IH'l'I, ミ m-o-c ： ： 0 • 

゜
0 • 

゜゚ ゜
5 ： I 3 

2 69 ヤルスク,~ が1 I -2-c 6 1: 2 2 2 5 6 1 5 6 1 6 ， 3 : 7 12 16 3 I I. I 8 10 8 12 11 7 4 2 4 ， 
270 ,u力、イ II-!-c : I 3 4 2 20 15 2 I : 2 3 3 1 5 : 2 2 22 25 7 6 6 11 10 10 2 I 4 

1271 tO/iカ・イ I -2-c ： 1 

゜゚ ゜゚
I 

゜
1 1 I I 5 

272 7うJI!ガ-1 I -3-c ： ： I I 

゜゚ ゜゚
1 1 2 

273 lb/JH'/ I -I-c I 3 7 3 3 5 I l I 5 a 3 4 ’ I 3 1 l 2 2 

27 4 -;・)ス:;・ イナミカ ィ^ Il -1-c ： 1 3 2 2 2 1 16 11 8 13 1 7 2 6 2 2 1 22 22 8・17 20 40 I • 4 I 3 6 5 I 2 2 ,4 27 12 15 41 3 I 2 

127 5 ”スク-~がイ科 7う,,-ヶ・nヵ”ィ ill-!-C ： 2 I I I 2 I 6 7 3 3 1 6 8 10 I I 2 10 4 2 3 10 4 

276 t}イナミカ 1 I -2-c I 2 I 2 I 1 3 2 3 

゜゚
7 5 1 10 ， 5 6 10 2 3 3 5 

277 hり力が 1177'1} II-]-c ， 

゜゚ ゜゚ ゜゜
： 3 I 1 I 2 4 

2 7 8 ，，乃りオミtr, I -2-a I 
1 I 1 1 

゜
0 • 

゜
1 I 4 6 4 11 1 I 

1279 ゆiミナl'} I -2-a 1' 5 3 7 : I 3 4 2 1 6 6 s ， 11 ： 
I 1 2 ， 11 20 2 I 2 

280 オイl力n・ ミ Il -1-c ： 2 : 4 I I I 4 I 2 . 4 1: I 4 5 2 6 

281 スタ-,11マク'I) ll -1-C -
： 4 3 0 : 

゜
0 : 

゜
7 

゜
： I 2 1 4 8 

282 tがうが イ科 tずうがイ科の 種 I !-a ： 5 ： I: I I 

゜
0 : 

゜
6 I 

小 計 I・2 I・2 15 2 3 4・5 30 137 156 屈 .7 5 92 98 . 99 95 86 158 659 591 60 I 621 37 5 216 256 20 5・244 248 I 9 • I 9 21 7 35 1132 1126 1010 1040 953 2432 21 19 3 3 . 28 152 17 : 19 52 . 60 187 381 • 325 61 9 608 1099 71 : 64 58 61 452 : 

個 体 数 4 8 2 31 I 93 1260 500 40 54 79 1000 129 

第 12表 e 貝類出土状況

注：二枚貝の各地区の小計と個体数は必らずしも一致しない。 （個体数は各層の中で右殻、左殻のそれぞれの完形と殻頂を合計し多いほうを個体数とした。）
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0 ~ 3 地区 4 - 2 I 地区
I ~ II 層 m 層 IV 層 石囲い 小 計 埋土（股乱） I 屑 II 層 V 層 試 掘 ,1, ヽ 計 合 a 聡個体数

~ ヽ＇ 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 設頂 破片 個体数 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 殻頂 破片 完形 栽頂 破片 個体数 -形 殻頂 破片
R L R L : R L , R L : R L • R L・R L R L : R L : R L : R L R L . R L R L R L : R L : R L ・R L • R L R L R L R L : R L • R L元 ・: R L • R 

： 1: 1 2 I 1 2 I I 1 2 3 3 : 3 

゜
8 1 2 5 {' 3 4 I. I ： 4 s 4 4 4 10 6 : 8 7 7 4 I 8 

l 1 

゜゚
0、

゜
2 

゜
6 1 2 2 z I 15 : 2 I 1 2 4 2 2 23 7 2. 4 2 2 25 7 

1 1 2り 8 8 5 8 11 6 11 6 4 I 0 1 I 2 16 21 11 12 32 34 4 4 J ， 1 2、 3 7 14 19 16 11 3 7 3 • 8 3 4 6 . I 21 33 21 18 55 51 37 54 32 30 87 85 
1 . 1 6 10 ， ， 24 6・6 7 2 13 12 17 16 12 37 34 4 l 2 I 2 6 44 34 40 33 42 5・3 I 7 53 38 42 35 57 95 65 55 58 . 4 7 94 129 

I 4 1 1 4 

゜゚
I 4 

： ： 
2 • 3 2 5 15 . 1 8 2 1 2 8 23 ， 3 • 5 2 8 24 l 3 ： ： ： 

I 3 I 4 2 3 2 . 2 I 5 4 6 2 3 6 II 14 1 4 ・ 1 3 2 3 12 4 32 1 1 11 3 5 12 5 50 17 ， 7 15 11 61 31 
I. ： 2 3 I 

゜゚
2 3 2 ： 1. 10 1. 2 : 3 I. 

゜
3 

゜
13 4 2 . 

゜
3 2 16 6 

2 IO : 17 3' 4 I . 2 I. I I 3 22 3 • 4 

゜
26 10・ 8 1 1 ： I 10 : 8 

゜
I 2 10 23 30 3' 5 2 36 

5 0 : 

゜
1 

゜
5 I 

： ： 
0 • 

゜
I: 

゜
3 I 

゜゚
2 • 

゜
8 2 ： I ： ： ： I. 3 

： ： 

゜゚ ゜゚ ゜゜
： I. 4 I 

゜゚ ゜
4 I I 0' 

゜゚
4 I 

1 1: 2 I I 

゜
I 1: 2 2 3 1 1 3 2 4、 2 ， 1 5 3' 2 5 : 4 14 ， 

3' 3 6 6 16 12 
3 : 3 2 : 1 2 3 4 0. 4 

゜
8 2 I: 1 ： I 

゜゚ ゜
3 I 4 ~ 

゜
4 3 ， 

I 2 : I: 1 2 : 1 1 2 4 : l 

゜
5 3 ： I 0' 

゜゚ ゜
4 

゜
I: 2 4 I 4 5 

5 ： ： 

゜゚
0 : 

゜
5 

゜
I 4・4 6 0 : 

゜
4 5 6 5 0' 

゜
4 : 5 11 5 

1 1 1: 1 I 

゜゚
2 : I 2 2 I 4 : 4 6 I I ： 2 

゜
4 : 4 7 6 2・

゜
6 5 ， 8 ： 

I I ： ： ： 2 0 : I 0 : 

゜
2 1 ： 2 ， ： 0 : 

゜゚ ゜
11 

゜
0 : 1 0 : 

゜
I 3 I 

I I 6 7 : 10 8 3 ， 7 : 4 14 • 8 6 8 : 9 19・19 19 1: • I 27 : 24 42 : 3 I 40 70 I : 7 18 I. 1 6 19 • 21 43 • 58 80 7 : 7 6・6 38 2 I 29 • 30 50 71 144 102 56 : 54 92 : 102 184 172 
1: 1 ： I. 

゜゚ ゜
I I ： 2 2 5 5 2 

゜
0 : 

゜
12 2 3 

゜゚ ゜
13 3 

： ： 0 • 

゜
0' 

゜゚ ゜
： 3 . I I I: I 4 ： 4 

゜゚
1: 2 12 2 

゜゚
l: 2 12 2 

1・1 l I 3 I 2 2 4 4' I 3 : 7 I 8 : I 3 ： 2 I I 5 6 14 11 14 I I: I 11 I ： 5 : 8 17 : 14 29 25 ， ， 20 21 30 33 
2 

゜゚
0' 

゜
2 

゜
1 

゜゚
0' 

゜
I 

゜゚ ゜゚ ゜
3 

゜1 1 1 

゜
0 : I 

゜
I 3 6 

゜゚ ゜゚
， 
゜

I 

゜゚
I ， 1 

l 1 3 
： 

I 

゜
1 

゜
3 2 1 I I 4 1 1 1 0' 

゜
6 1 2 1 I 

゜
， 3 

゜゚ ゜゚ ゜゜
2 3 

゜゚ ゜゚
5 

゜゚ ゜゚ ゜
5 

゜3 2 I 1 2 4 1 1 l 5 : 

゜
7 6 4 I 

゜゚
4 1 

゜
4 I I ， I ？ 10 

I 

゜
l 

゜゚ ゜
I ： 

゜゚ ゜゚ ゜ ゜
I 

゜゚ ゜
I 

2 3 11: 6 26 : 15 2 7 . : 4 3 ： I 9 : 6 26 . 1 9 10 45 4' ： ： 2: 4, 8 7 1: ： 5 ： 3 : 

゜
4 7 : 8 12 50 22 6 7 3 27 22 95 

I 3 3 1 2 I 3 3 l 2 4 3 ： 1 

゜゚ ゜
1 3 1 I 3 3 2 5 5 

2 1 2 3 I 

゜
2 5 2 5 I 2 3 8 5 

゜゚ ゜
4 15 4 I 

゜
2 ， 1 7 ， 

I 2 1 l 3 1 5 11 ， 5 4 3 4 1 3 2 2 11 18 11 JI 7 29 3 1 2・I ， 7 5 8 6 8 3 I 3 3 I 3 7 10 I 0 20 24 24 25 2 I 21 27 53 
I 4 1 7 10 6 7 2 5 I 3 8 27 11 11 8 11 39 ， 2 4 l 1 1 ， 3 

゜
4 2 10 36 14 11 12 13 49 

2 I 

゜゚
2 1 

゜
2 ： 2 4 I 8 ： 2 

゜゚
4 I 12 4 

゜゚
6 2 12 6 

I 、 1 2 : l 6 3 2 4 5 I 12 4 2 6 ， 13 ， 

I 1 1 I 8 2 6 4 6 I I 3 I 1 2 I 3 10 4 ， 7 13 20 22 8 11 I 3 22 33 
2 3 2 4 I 4 I 2 8 15 4 3 4 7 11 5 6 3 20 19 30 10 18 51 3 5 1 1 2 I 14 13 1 7 31 I 10 21 1 7 20 I 7 42 41 41 • 36 50 27 60 92 

4 

゜゚ ゜゚
7 

゜
I 5 2 I 

゜゚ ゜
7 I 1 

゜゚ ゜
14 I 

゜゚ ゜゚ ゜゜
1 6 6 1 

゜゚ ゜
12 I I. 

゜゚ ゜
12 I 

z l 

゜゚ ゜゚
3 

゜
I I 3 1 3 2 

゜゚ ゜
7 2 2 

゜゚ ゜
10 2 

I I 2 I 3 • 2 5 4 I: I 1 I 3 7 3 4 3 12 12 1 4 2 2 1 5 . 5 19 I: 3 I 2 2 7 : 5 28 10 9 • 5 11 8 40 22 
： I 

゜゚ ゜゚
I 

゜
： 3 12 2 

゜゚ ゜゚
17 

゜゚ ゜゚ ゜
18 

゜. I 3 1 I • 3 I I: ， 17・ I 3 15 I・2 3 • 3 6 ： 3 11 21 20 27 31 I 5 ： I 2 4 6 45 I 2 30 I 2 2 1 7 7 83 10 5 12 28 27 110 41 
I 2 • I 4 2 2 • 1 4' 2 4 : 3 

゜
， : I I 10 • ， 11 4 16 2 I 3 l 2 11 12 • 4 19 25 16 13 16 7 19 34 

： 5 : 5 0 : 

゜
5 : 5 

゜
5 I I ： 36 23 19 2 I 

゜゚
37 23 23 37 

゜゚
4 2 28 23 42 ： 

2 1 I 2 4 I 2 2 1 4 4 6 : I 1 11 1 2 3 4 18 5 s 5 21 1 2 I 7 18 7 9 : ， 3 2 29 22 II l 5 I 0 33 40 
， I 8 6 2 : 4 I ， 6 3 4 

゜
11 2 3 29 31 2 3 13 I , 3 4 30 34 2 3 22 37 39 40 5 7 22 48 

4 3 7 5 2 II 7 7 2 3 24 22 8 10 10 10 : 17 25 1 2 I 17 • I 9 48、 55 47 81 I 2 l 3 8 6 4 : 6 I 5 19 30 I: I 6 7 25 I 6 8 24 • 35 63 43 23 27 72 : 90 110 I 24 
10 56 48 39 40 4 2 40 14 42 386 388 304 324 80 125 S2 96 :120 7 I 14 6 11 659 : 106 515 514 252 1253 3 1 9 11 20 5 7 16 16 50 44 3 7 170 186 216 13 16 16 17 95 6 5 : 6 I 211: 230 381 291 724 767 726 • 744 633 1544 

2 7 13 7 9 17 14 5 21 26 II 3 5 8 : 8 2 25 . 24 38 : 44 30 75 I 1 I 5 4 25 2 I 2 26 27 I 2 6 3 16 ］ 3 I: 5 24 : 34 72 42 26 29 62 . 78 102 117 
8 9 12 18 5 : 3 3 11 59 59 67 93 123 6 9 14 : 14 23 I 2 81・79 95 • 121 183 208 1 I 2 2 3 I 1 7 : 7 30 8 11 20 23 47 6 1 3 2 29 ： 1 I I 6 • 14 32 : 3 5 110 55 97 93 127 : l 56 293 263 

3 ： 0 : 

゜
0' 

゜
3 

゜
2 ： 4 ： I ： 

゜゚ ゜゚
7 

゜゚ ゜゚ ゜
10 

゜2 11 49-: 2 10 : 4 2 2 2 3 . 3 I 53 15 13 . 7 3 75 2 : I ： 
5 7 • 11 I 6・17 5 : I I ， 13 16・17 11 31 62 : 28 29 : 24 I 4 106 

： I・I 1: 3 : 4 11: 5 I 6 2 : 2 2 : 2 9' 7 12 . 7 6 21 1 3 • I 1 3 : 3 4 8 • 6 18 16 28 2 • I 1: 2 2 I. II 7 26 22 35 37 20・14 38 : 29 41 58 
I I 1 1・ 1 ： ： 4 ： 0 : I 2' 2 4 3 ： ： 2 ： 

゜゚ ゜゚
2' 

゜゚
I 2 : 2 6 3 

： 

IQ 2 I I ゜゚ ゜゚ ゜゜
4 ： 

゜゚
0 • 

゜
4 

゜゚ ゜
0 : 

゜
4 

゜2 3 I 6 3 2 1 3 I 1 2 3 3 II 4 5 8 7 20 ： 1: 11 3 4 : 2 4 • I 0 12 1 l 2 5 3 5 : 10 28 14 16 7 10 : 18 35 34 
I I I 2 7 2 I 4 5 2 2 2 ： 12 2 2 7 14 27 I 6 : I 3 I 4 I: 4 5 : 7 22 I 11 2 4 6' 8 40 14 4 6 13 22 6 7 30 

： 

゜゚
0 : 0 

゜゜
： 1 l 

゜
I 

゜゚
l 1 0 . I 0 : 

゜
l 1 

I 3、 1 I I ： 2 3 2 3 2 • 9 2 5 13 3 3 6 18 3 I 2 4 5 • 7 10 ， 2 2 I I 2 1 7 7 12 13 11 22 12 20 15 16 17 40 
1 ： ： 0 : 0 

゜゚
1 

゜
： 2 : 2 2 2 3 1 2 2 3 : 2 3 5 2・ 2 3' 2 4 5 

2 2 5 4 6 8 2 7 : 3 6 • 12 17 ： 4 : I 3 : 14 : 10 17 : 20 23 34 l 2 8 I: I 2 I 4 : 5 8' 5 32 18 I. I 5 5 11・ ， 60 1 7 19 IS 28 : 29 83 5 I 
： ： 0 • 

゜
。・
゜゚ ゜

： 5 I ： 3 0 • 

゜゚ ゜
， 
゜゚ ゜

0 : 

゜
， 

゜6 l 2 2 2 5 6 I 5 6 I 6: ， 3' 7 12 16 ： 3 1 1: 1 8 10 8 12 11 7 4 2 4 ， 16 14 11 1 7 23 33 2 2 : 23 14 24 35 49 
I 3 4 2 20 15 2 1 2 3 3' I 5 : 2 2 22 25 7 6 6 11 10 10 2 1 4 8 : 7 11 • 10 21 19 II 8 16 32 43 44 

1 0 • 

゜
0 • 

゜
I 

゜
I 1 1 I ： 5 I. I 0' I 6 2 1: 1 

゜
1 7 2 

I 

゜゚ ゜゚
I ： 1 2 0' 

゜゚ ゜
3 

゜
1 : 0 

゜゚
3 1 

I 3 7 3 3 5 1 I I 5 • 8 3: 4 c 13 1 l 2 2 

゜
1 I: 

゜
4 I 5' 9 4 4 ， 14 

3 2 2 2 I 16 11 8 13 17 2 6 2 2 1 22 22 8 17 20 40 I 4 1 3 6 5 I 2 2 34 27 12 15 41 3 1 2 44 37 14 . 17 48 60 66 : 59 22 34 £8 100 
I 1 I 2 1 6 7 

I 
3' 3 l 6 8 10 I I 2 10 4 2 3 10 4 11 4 3 3 16 14 14 I 1 4 ， 24 24 

1 2 I 2 1 1 3 2 3 

゜゚
1 5 I 10 ， 5 6 I 0 2 3 3 5 12 13 8' 6 20 21 I 5 : I 5 11 6 20 28 I 

0 • 

゜゚ ゜゚ ゜
3 1 I I 2 4 1 I 0 • 1 ， 2 l: l 0' 1 ， 2 I 

l 
I I 

1 1 

゜゚ ゜
1 I 4 6 4 11 I I 4 

゜
6 5 12 11 5 : 

゜
6 : 5 13 12 

I 5 3 7 I 3 4 2 l 6 6 5 ， II 1 1 2 9 • 11 20 2 1 2 3 3 9 : I 3 21 16 4 j ， 15・18 30 27 
： 2 4 I 1 4 I 2 : 4 I I 4 5 2 6 0' 

゜゚ ゜
8 

゜
2' 

0゚ 4 I I 
1 I 12 5 

4 3 

゜゚ ゜゚
1 

゜
1 2 I 4 8 0 ,. 0 2 l I 3 2 

゜
2 I 20 2 

5 I: I 1 . 0 0 : 0 6 I ： ： 

゜゚ ゜゚ ゜゜
1" 0' 

゜
6 I 

I 6 83 75 92 98・9 9 95 86 158 659 . 591 60 I 621 375 216 256 205 :244 248 1 9 : I 9 21 : 7 35 1132・1126 1010 1040 953 2432 21・I9 33 28 152 17 : I 9 52 60 18 7 381 325 619:608 I 099 71 64 58 6 I 452 3 5 ， 9 I 7 493 432 771 7 66 I 907 1421 16t5 ::1558 1781 1806 2860 3853 
231 193 1260 500 40 54 79 1000 129 14 

，ずしも一致しない。 （個体数は各層の中で右殻、左殻のそれぞれの完形と殻頂を合計し多いほうを個体数とした。）
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2. 脊椎動物遺存体

ー 沖縄肌竹店島カイジ浜具塚H',土の節足 ・ 棘皮・介椎動物辿休 ー一—

金子・;;1,:,当

はじめに

竹面島カイジ浜具塚の動物追休についてのはじめての本格的な報的であると同時に、この島の逍跡につ

いてのはじめての本格的な報告にもなるのであろう 。特に竿者にとっては、この地域の調1tは]985年八重

山請,;・,;波！！せ1/¥J島におけるこの）月期の貝塚を調＿介して以来のことであるが、場所を変えて隣接する竹甜島の

貝塚動物逍休を調杏できたのは、島嶼1111の関係を知る上で買重な休験であった。さらに併せて"!iii匝の西表

島の責料との而接的な比較を考えていたのであるが、今但lはそれを果たすことができなかった。これは以

,iiiから気になっていたことであり、ぜひ近い将米それを果たしたいと念じている。

報的にあたり発掘、追物の賂理中大変おせわになった沖縄県教育庁文化課史跡・埋蔵文化財係の金城（し

化氏、上原 明氏、そして動物追休の予t料繋狸を指埒された島袋春美氏、これに協力していただいた瑞度

屁尚又、小椅\11it,:f 、池原,,'()~、宝•寄 1"i'Tl1、 Jこ、金城礼-r氏に似く御礼を q, し」・げたし'o

カイジ浜貝塚種名一覧

紺i).i!.動物l"J

ワタリガニ科

ノコギリガサミ

屈・種心リJ

イワガニ科

モクズガニ

介+fi机）J牛勿l"J

I •I次ヽ,'l' 、イ・(1ヽ 網

I. サメ II

メジロザメ科

屈・種不明

2. エ イ 11

トビエイ科

屈 ・中［［不明

II 硬・i'J-・魚糾

ウ ナギII

ウッポ.H

屈 ・種不明

2. ボラ H

カマス科

カマス類

3. ダツ日

ダツ 科

4. スズキ II

I ヽタ利•

屈 ・和Kが明

フ エダ イ科

属 ・種小明

フエフキダイ科

ハマフエフキ

ョコシマクロダイ

Phylum ARTlll<OPODi¥ 

Family Ponunidac 

Sc.vita scr-rata 

Gen.ct sp.inclct. 

Familv Cr・apsidal' 

l~r·iocheir japonicus 

Ph~· lum VEl~TEl3l~AT A 

J . Class Chonclr・ichlhvcs 

1 . Onlcr・l.a,nnifonn侭

Fa111i1·~· C ha1・chai-l11111dac 

Gen .l'l sp. inclet. 

2. Onler・Rajiformes 

ramil_v i¥lyliobaticlae 

Gen.et sp. indet. 

n. Class Ostcichtlwcs 

I . Or・dcr ,-¥nugillifcH'mes 

Famil.v l¥lurac>nidae. 

Gen.et sp. indct. 

2. Onie,・i¥lugilifonnc-s 

Fam i l~·Sph_\' raenidac 

Sμh_v ,・aena sp. 

3 . 01・de1・Belon i form es 

Family Belonidae 

'1. Onler re1・ciforn1cs 

Famil~·Ser-ranidae 

Gen .et sp. indet. 

rarnily L11tianiclac-

Gen .et sp. indet. 

Family Ltjan idac 

Lcthrinus choen)rh.vnchus 

l¥lonolaxis l.(rancloculis 
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属・和t不ll)J

ペ ラ科

コプダイ

屈 ・和f(不Iリj

プダイ 科

イロ フぐダイ

ナンヨウプダイ

ナガブダイ

屈・ 和f(+IリJ

ニザダイ 科

5. フグLI

カワ／ヽギ科

モンガラカワノヽギ

ハリ七ンボン科

ノ'')--1: ンボン

6. カサーゴLI

コチ 科

屈 .f侑不明

Ill I爬出 綱

l . カメ目

ウミガメ科

リクガメ科

2. 布 鱗Id (ヘビ •Iii LI) 

利・1必不IIJ-J

V 1111)乳L紺j

1 . 拠 '!"・bl

オオコウモリ利

オオコウモリ

2. ,'/5}1沫llI 

ネズミ科

3. クジラ H

イルカ科

屈 ・和rrイく1リJ

4 . 宜11,111 

イヌ利・

イヌ

5. 命 蹄 IJ

ウマ利9

ウマ

6 . i/J↓ 蹄 11

イノシシ利•

リュウ キ ュ ウ イ ノ シ シ

ウシ 科

ヤギ‘

動物迅体の記載

］．節足動物 ARTHROPODA 

Ill. 

V. 

Gen.el sp. indct. 

Fami l)• Labridae 

Semicoss~• ph us ,・eticulaltts 

Cen .ct sp. indct. 

Farnil)'Sca,・idae 

80! bmetopon bicolo,・ 

Scants gibbus 

Scarops n,hroviolaccus 

Gen.et pヽ. indel. 

fCamily i¥canthuridae 

5. Order Tcu・aoclonl ifonn鯰

r-arnily Aluteridae 

Bailistoides Conspicillum 

Fam i I)'Diodonliad 

Diodon holacanlhas 

6. O,・cler Sco,・paenifonnes 

f-'amily Platvcephalidae 

Gen .et sp. indet. 

Class l~eptil ia 

1 . O,・der Chelon,a 

Fam i 1.v Chelonidae 

Family Testudiniclac 

2. Order Ophiclia 

f-'am. cl gen. incl el. 

Class Mammalia 

1 . 01・clc1・Chi,・optcrn 

Famil)'Ptcropcliclae 

Ptc..c,pus dasvmallus 

l . Orclei- Rodentia 

Family l'vluriclae 

2 . Onie,・ Cctacca 

f-'amily Dclphiniclae 

GC'n.C'l sp.inclcl. 

3. Onie,・Cani,・ora 

Famil)'Caniclae 

Canis familia,・is 

4 . Onie,・Perissoclaclyla 

Family Fquiclae 

恥 uuscaballus 

5. Ordc1・/¥.-tiodactyla 

Family Suiclae 

Suslc111comyslax riuk,uanus 

Family 13ovidac 

Cap,・a hircus 

本具塚からはカニ類の辿骸主としてはさみ脚がやや多く出土した。はさみ脚がも っともよく保イfされる

からである。,'1',.:-1ては石訓い追構中にもっとも多かったが、ここが廃梨物をいれるところであったからであ

ろう 。

カニの種類についてはまだ詳細を調査するに至っていないが、ワタリガニ科 Portunidae、イワガニ利

Grapsidaeの数柚からなるのであろう 。 しかし、ガザミ類の人形の柚柏などはなく、中 ・小形のili'il休のみ

であった。
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カニ出土状況

2. 棘皮動物 ECHINODERfllA TA 

ナガウニ科 Echinometridaeの棘が多数出土している。

パイプウニ出土状況

阿II層ドIII層1第`晶、1試掘 1不明 「Jヽ計 1第1層1伍は長V門］可
35 44 116 3 218 

3. 介椎動物 VERTEBRATE 

a 'I次骨魚糸1叫 CHONDRICHTHYES 

メジロザメ科 Ch archarh1111dae 

i打が1、れと椎休が出」：している。特に 1-f立っ，りはではない。

エイ l=l Rajiform1s 

人形（棘1J11,ll5mm)のIT.'.棘の破I',・1.'知がある、黒く ftげた状態であった＾

b Ii見1']-f(情14 OSTEICIITIIYES 

ウツボ科の -f'fl ~luraenidae gen. et sp. inclet. 

大形の鋤1']· ( 1J11,i15.05mm) と歯骨の破n·1 、•.'~ 。

カマス類 Sphyraena sp. 

伍IJflい中からのみ検出されている。

フエダイ科の利[ Lutianiclae ge. et sp. indet. 

石圃い中でのみ出士。

ハマフエフキダイ Lethrinus choerorlwnrhus 

やや多</I', —+した種類である。 ）く小の個体が漁獲されている 。

合計

219 

もっとも大きい1iii上初骨で全長47.82mm、小さいのは15mm1ii1後の椋本である。こうした標本は 3府中

に多かった。

ョコシマクロダイ N onotax,s grandoculis 

出土は少ない。,iii上初骨全長31mm位の椋本である。

コブダイ s . e1111cossyphus rellculatus 

やや多い出士．―：化のあった種類である。 3、41•~1 での出十．が殆どであって 、 イ i!JJ:I い辿構「,,で出上していな

し＼点が注意される。出：1~ している椋本は前上顎骨、 1切骨、咽頭骨があるが、）＜きさをIll月頭骨でみると下咽

煩骨111晶35-65mm位のものがある。1本長は35-50cm前後の大きさになる個体である。

ベラ科の，柚 Labride gen. et sp. indet. 

上述したコプダイと 1,;Jじ位の数になるベラ類の咽珀骨が出土している。これには数種のものが含まれる
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が、カンムリベラ、 ミツバモチノウオといった大形になる種姐であるが、出士している下咽頭骨の大きさ

からすると休長30-40cm位の大きさである。

ブダイ類 Scaridae 

3府を中心に 2、4培に多く出土している。石間い逍構中からの出＿十もあり 、古く から変わらない、魚で

あったようである。

イロブダイ Bolbmetopon bicolor 

プダイ煩のなかではもっとも少ない種類であるが、出士した標本には」．．咽頭骨の長さが70111111にもなる

ものがあった。かってみたことのない大形の個休のものである。

ナンヨウブダイ Scaus gibbus 

もっとも多くの椋本を出土した種知である。この種にも人小のillilf本があるが、下咽頭骨の閑の部分の幅

でみると 、20mmになる椋本も少なくな く、 この大きさのUj;l;l';J!(骨になると休長は50cmという大物になる。

現在よりもこうした大形の個体が採 りやすかった環境があったのであろう 。一方咽姐骨輻が7111111未満の休

l必20cm未渦の個休の少ないのは漁独の方仏とも関係があり 、今後検討すべき間辿である。

ナガブダイ Scaropus rubrov1olaceus 

この種類のブダイも多く出上している。咽頭骨椋木も大小のものをみたが、数の上で多かったのは、あ

まり大きくない個体のものであった。

ニザダイ科の一種? Acanthuridae gen. et sp. indet. 

尾部の端につく -th1FI人の鱗が出土している。大形のものである。

モンガラカワ ハギ Bailistoicles consp1cillu111 

大形の遊離した歯が出＿十している。先島地方貝塚の特徴である。石間い追構中からも人小の個休のり飢＇｝

が出士していて、最近まで漁獲されていたことを示している。

ハリセンボン科 Diodontidae 

ブダイ、ベラ拍に次いで多くの辿骸を出士し、また体長60-?0cmになる大形の個休が漁独されている。

ハリセンボン科の人きいことも先，烏地方貝塚の4か徴である。

c 爬虫網 Reptilia

ウミガメ頬 Cheloniclae 

股甲骨板などの叫反骨の破片が主で、 l1Ll!l支骨の主＇災骨を検出できなか った。追跡の11iiに広い洵浜が拡が

るにもかかわらず、ウ ミガメ類の追骸の少ないことは注意すべきであろう 。

リクガメ栢 " '"、 1estuclin,dae 

甲板骨の破片が1州かに出上している。

第15表カメ出土状況-. 

~ 足門也、
0~ 3区

合計
叫N:,¥U「第 1I層第m層第IV層石囲い

り 腹甲板
- - - ----・  幽 --・---・-

1 1 
-------- ........ 

縁甲板ミ
・ー・..... --------. . . 髯.... ........ 1 1 

ヵ→ 指骨 3 3 
...... -. . . . . . . . . 

j. 破片 2 5 20 3 8 38 

小計 2 5 20 3 13 43 

リクカ’• メ 破片 2 6 1 1 10 

合 計 4 5 26 4 14 53 
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魚類出土状況

出上地
吊位

ヒ
l的可眉

嗜

＿個

体

数

＇ 
1

5

 甫
1卜,・1イ科

汁＇目

1が1*・科

，弓百 I 
, 1 

. I 
： 
と

， 

171クイ科

0-3地区
Ill筋 IIV陪 1石囲い 祠

. I 

． 小.~ 圧 『足i

I 0 

ス

キ

ロ
I

プ

ダ

イ

科

23 

36 

種不明①

種不明②

羽不明③

2l 

蔽 一体 薮
3
-6
 

3
 

2
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（個）メジロザメ科脊椎（横径）

N =16 

（個）プダイ科イロブダイ左上咽頭骨（幅）

N =8 

(mm) 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 

サイズ

・(呵）
0 5 IO 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 

サイ ズ

（個）プダイ科イロプダイ下咽頭骨（幅）

（個）エイ目科属脊椎（横径） 5
 

N =6 

N =6 

（向）
0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 

サイ ズ

(om) 
0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 

サイズ

（個）フエフキダイ科ハマフエキ前上顎骨（全長）

N =2 

(mm) 
0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 

サイズ

（個）フエフキダイ科ヨコシマクロダイ前上顎岱（全長）

5
 

N =4 

（個）ブダイ科ナンヨウプダイ下咽頭骨（幅）
I 

N =16 

(mm) 
0 5 IO 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 

サイ ズ

（個）ブダイ科ナガブダイ下咽頭骨（幅）
I 

N =10 

（向） I 0 I 5 I10 ,、£15I 20 25 30 35 40 45 50 55 60 
(mm) 

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 

サイ ズ サイス

（個）ペラ科コブダイ下咽頭骨（幅）

N =7 
5 

畠I （個）ハリセンポン科歯骨（幅）

I 
N =8 日Il I I 4:i 50 s5 60 

r5 
(M) 

o 5 15 20 25 30 35 40LJ LJ 

合1 サイズ

栢

I 0 5 10 15 20 [ 25 I 30 I 35 I 40 I 45 I 50 I 55 60 
（向）

5 N =5 

サイズ

第 17表サカ ナ顎骨・咽頭骨・脊椎骨計測グラフ
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ヘビ類 Ophidia fam. indet. 

椎骨が31苦と {rlHIしヽ 部分に出_I・.してしヽ るが：Jし的には少なしヽ ，

4~22区
不明 I埋土 1第 II層 i第v屈 1試掘 l不明―l合計

（撹［し）
12 6

 
19 

，
 

49 

d 1111)学し紺It--!At--lt--11¥Ll:¥ 

オオコウモリ Pteropus clas~·mallus 

ほとんど3・,1府にのみに集中して出七しており、かってこの島にオオコウモリの生息したことを裏付

ける1t料として注目されよう。ただ、椋本は左右の下顎竹が糾あった他は、かなり破損した四肢件がt
で、それには数個体分の-,'l'があるように息われるが、詳細を知ることはできなかった

第 19表 コウモリ出土状況

~ ロ位

0~3区
合計埋土（搬乱）第 1I層 第III層 第v層

右 I左 I不明右 I左 I不明右 I左 I不明右 I左 I不明I右 I左 l不明
歯骨

... -・ ・・ー・・.. . . ・・ 1 1 . 1 . 1 

゜角骨
・・..-•· --ヽ -- . . ··;·••·· ···.. . . +・..+ •• ・, •••• ・・ ・・；・ ・・;•····1 : 1 : 0 : 0 

四肢骨片
··-•• .....  ....... -........ -. ● ● 一→ ・會 疇`・・ ・・ ---.. 疇.----疇---- マー・ ◄ • - • --••• '1 1 ' 2 6 . . 24 0 0 , 52 

合計 。.0 1 1 : 0 . 1 0 . 0 : 2 6 l」 1: 24 2 : 1 : 5 2 

ヒト Homosap,ens 

珀益,:,;-、大腿骨なとが検出されてしヽるが、しヽずれもIHfJ',・nりなものである

第20表 ヒト出土一覧
部位 左／右残fr一部個数 地区 層 備考

頭蓋骨 1 1区 第III層
臼歯 1 ,, /I 

汰腿骨 左 1 〇区 第11I層直上 小児
大腿骨 右 骨体 1 II 第III層
祇節骨 左 1 4区 第 1層（旧表土）

ネズミ役i! l¥luridaegen. elsp. indel. 

イi圃い中の椋本はもちろん、 3・4),,1中の椋本も時期的には妍しいものと考えられる

第21表 ネズミ出土状況
I出土地 0~3区＾

埋土（損乱）第 II層 第1II層 第IV層 石囲い ＝計
右左不明右左不明右左不明右左不明右左不明右・左不明

1 : : 1: 1: 2: 0 ..... , ..•.. , ..... ..... , ..... , ..... ....... ・・.., ..... , ~.. J .. ~................ .. ..... 
2 0・2 0 ..... ~---・・:--... ·----~ ・・・・-~ —.... ・・-・・・・・・--・・・・・・ ................. ..... ~-----~.. ----... ・・,..... , ...... . : 2 : , 0 : 0 : 2 .... -: .... --: ・・・・・・ ・・・・・'.....-:--.... -. ---:-.... -.-..... .... -:-... --:・..... .... -:-.... -:-...... ........ -. -....... -' 1 : : 1: 0 : 0 ----·;----·;--•·· . ..  , ...........  .....  ~.... ・ ;----・  .....  ~-----~----- -----~ ...........  .....  噌..・・・呵●ー・・・・・: 1 : 0 : 1 : 0 ー・・・・ ・・・・・・~..-・・ ・・ ・・：・・・・・、しー・...-----~--.. ・~..... . ・・・・:.... ・: ..... ... ・・し・・・・・し・・・........ , .....、.......

: 1 : 0 : 1 : 0 
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ィ ヌ Canis familiaris 

枯節骨 1、点を得たのみである。

し1o i注意しておく在り力である。

イヌの追骸は秤通ウシ、ウマ、プタなどに次いで多いが本逍跡では少な

層
＿ヽ

、
囲佑

備考

ウ —/ 
ヽ Equus cabalus 

2 、•.\の骨片があるが、 いずれも ｝軋十．中の出土で時期が確認、 されなし 'o

冨三I〗也i区晨口贔 備考

イノシシI函 Sus sp. 

多くの追骸が出上している。出土は各）悦から出士しているが、時期的に新しい出）iiい辿構と 1・2J.,?iで

は数が少なく 、

,jミしている。

3・4 l1~ で多く特に 3培が）王倒的に多かった。このことは本貝版の主体培の在り方をよく

←ばなけ格で残されて名I¥ィ、1:はf打牙から-tff定される最小のイ¥li¥1本数よりも少なく 、骨格の保イf状態はよくな

し、

゜
これは解1本や調理の過程で、分・;iffjされた如部、胴部、11L!Jl支ヽHがかなり分散、破壊されることがあった

ためであろう 。別園叫噌・、 rn寸']・、lr---1111、「J・、人腿骨、 中手 ・中足廿などが極端に少ないのは破担度の翡い部

位であったからであろうが、それだけその部分かよく利川されたからであろう 。

lばi牙によってみると、

る。

3 /1・ りが最小fl8!休19イ1―~11本でもっとも多く 、他の｝悦位の椋本とは極端に多くなってい

伯牙の曲出は、乳i:1伯をオ打つ個休がほとんどなく、つまり当オの約く小さい個休が僅かで、

伽I休か怠に増えるが、 M3が未II父耗の状態にある椋本が多く、 l¥12の曲出元r期前後のillilf本が多いところか

ら、3オ位までということになる。軒才児の少ないことは認識的に行埋された11J能1牛もある。

1オ以上の

カイジ浜具

塚のイノシシはどちらかというと狩猟獣的ではないのである。

四肢骨ではイノシシの特徴をよくみせていて、上腕骨・の沿車」・_イしはすべてに開I」していた。その他のPLI

肢骨にはブタとしての特徴はみることはなか→ た。

カイジ浜貝塚のイノシシで11:J迎になるのは、現在この竹麻島にはイノシシが生心、せず、島民はかって西

表島にわたり 、イノシシを抽独したという 。カイジ浜貝塚のイノシシもそのようにして捕独されたことも

考えられるが、)',:しそうであれば波！！せ11¥J/:,';にある下1111原具塚のイノシシと同じ形質のものになるはずであ

る。確かにそうした様相はみられるが、本具塚のイノシシにはTHIJ原貝塚とほぽ1,.-Jじ）いきさの個休と 、そ

れよりも小さい個体があるようである。

和国のイノシシは下mJ原貝J#のとはまた辿う形質があったのではないかと思われる。そうしたイノシ

シがかってこの島に!_I:_息していた・111能1牛もあるが、」．述したような追跡出土のイノシシの年齢構成からみ

ると 、すべてが狩猟戦ではなかったかもしれない。そして、

軌紀に至るイノシシの竹について共辿していえそうである。

この傾向は 2・3),;1の無士器fl;か代から]2・13
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第25表 イノシシ属歯牙出土状況

い こ 右 左
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ヤギ Caprahircus 

ヤギの逍骸は第 1陪においてのみ検出している。このことは、ヤギの島への搬人の時期を推測させる根

拠の一つとなろう 。

員
収束

カイジ浜貝塚の脊椎動物追体は、これまでにこの島では明らかにされなかった無土期の時代から12・13

llt紀にいたる漁労と獣との関わ りを明らかにするものがあった。具陪から出士する動物骨は魚骨と獣骨が

主体であって、 jilij方にウエイトのかけられたものであった。一方戦1i1iまで使われていた石囲い逍構からは、

小形の魚の骨が大兒に出土 した。 2・3界にはみない魚種である。漁払の追いだけでなく 、生息する魚種

にも追いがあったことも考えられる。本貝塚でウミガメ煩の追骸の少なかったことは特徴的であった。こ

れも現在の洵浜とは迎う洵岸の環境を考えなければならないかも知れない。

猷骨はオオコウモリの追骸が確認されているが、沖縄本島でもオオコウモリの捕獲は、ほとんど石器時

代に限られている。島という特殊な条件が関係するのであろう 。

本具塚からはウマ、ウシの確かな追骸を検出することがなかった。当然こうした家畜頬がいてもよい時

期であるが、今回の調:ffの森料中にはみることはなかった。こうした動物の渡来についてはなお今後に1/i]

題が残されたのである。

参考文献

金子i府片 ：下111原具塚出土の'i'f椎動物辿イf休 「下IIIJJ礼具塚 ・大泊浜貝塚」所収 （沖縄県教育委員会）1986 

年3月

島袋春文1:Ail'li兵具塚 第10節 2 介椎動物逍イf体 「―|、111/J孔貝塚 ・大泊浜貝塚」所収 （沖縄県教育委員会）

]986年5月
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第36図 I陶質土器、 2円盤状製品、 3 ピール瓶製ナイフ
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第VI章 近 ・現代の遺物

ここで取り扱う脊料は、 0区第 1府で確認された石囲いの逍構内から出土したものや18区-21区におい

て採砂で破壊された後に埋土された土砂から出土した費科が主である。近・現代の造物の中にはlliJ質土

器 ・円盤1-J《製品 ・ビール瓶の破片に押｝王象IJ離を施しナイフ状に加←:i: した製品 ・沖縄産施釉陶器 （本土産施

釉陶器含む） ・沖縄沌無釉陶器 （本土産無釉陶器を含む）が得られている。以下、陶質土器 ・円盤状製品

の順に記述を行なう 。

イ）陶質土器

第36図 1は火Iいもしくは水注の胴部片とみられる森料である。Id部が「く」の字状に折れ11!1っていて、

特徴的な容器である。胴上部に煤が僅かに付府しているu 器面調整は、外面が!£1.I転掠痕を主体に調整され

ているが、部分的に回転箆削りが施されている。内面はい1転掠痕で仕上げされている。器色は両而とも淡

黄色を星している。焼成は良好で硬い。胎土は枯選され、非常に細かい。胎土に微細な黙色鉱物や白色鉱

物の他に実付片が少兄含まれている。化怜厄は 3mm1iii後と均ー的な）厚さで仕上げている。本脊料が沖縄本

島疸であるのかあるいは八煎iJI friであるかどうかについては、八重ill地域での；介料が少ない為、判断でき

ないところである。18区埋士 mt乱）,,71)より出土。

口）円盤状製品

詞図 2は荒焼のI淘悩片をPl盤；1;1\ に打ち欠いて遥具の— •種として使用 したものである。 サイズは艮径

4 .4cm、短径3.9cm、]早さ 9mm、重姑30gを削I]る。色合いは茶褐色を帝びている。素地は明茶色の微粒千

である。陶土は水で池した良質のものを使用している1.)、混和剤は観察出来なかった。器而調柩は外面が

ナデ調整、内面は回転掠痕で調腋されている。21区哩士 （オ立乱序） より出土。

註

註 1 上）j孔 M, 「グスク II;~:代 ・近Ill:出土の円盤状製，11111」 『Mc谷村立歴史民族脊料館紀災J 第10号．

]986年．

ハ ） ビール瓶製ナイフ

同反13は昭和初期に製造されたとみられるビール瓶（瓶の他の破片からは NIPPONBEERの銘が読みと

れた。DAINIPPONBEERの可能性もある）の破片を利器として使用する目的で、 一側面に押斤糸LJ離を加

えナイフ；1人に刃を付けた脊料である。本脊料は近代の生ゴミ人れである。石間いの追構内から出ナしてい

る。 この逍構内からはウミガメ・ヘビ ・ブタ？ ・パイプウニ ・メジロザメ・カマス ・トビエイ ・ナンヨウ

プダイなどの骨が出土している状況から解休用やウロコ糸ljぎ器などに一時的に本賽科を用いたのかもしれ

ない。サイズは長さ16cm、輻7.4cm、Iばさ4.5mm、重さ100gを測った。

石11Hいの追構やビール瓶製ナイフについて、直接関係するかどうかば判らないが、カイジ浜に明治生ま
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れのアカビネ（アカヒゲ）とニックネームで称されていた糸滴漁民が一・時期仕んでいたようであり 、その

方は竹甜島で没し、埋葬されたとのことであった。（大 正二郎 教示）。 アカピネが石l用いの逍構やビー
アカし, I ,,111 

ル瓶製ナイフを造ったかも知れない。現在、字糸満のI丞号には赤比儀 と称される l11l中もあることから

もこの門中に帰騒する riJ能性のある人物であるかもしれない。

註

:H: 1 比茄政大 4. 社会生活 『糸満の民俗』沖縄県教脊委員会 1973年。

二）沖縄産施釉陶器 （本土産施釉陶器を含む）

沖縄産施釉陶器及び本土1危陶器には、 i勇l廿焼きの灰釉磁などの沖縄1祖施釉陶器が得られている。また、

本—~1-.1裟施釉陶器は J:iJ'l:IJ染付や瀬戸 ・ 芙謀系のクロム粁磁などが含まれている。 他に）嘔地不明の陶器片が

2・3点,LI',土している。個々の特徴については第27表の観察表に星示する。 （第37図 l-18) 

灰釉碗 ・只須碗などは沖縄本島で!I滋されたものとみられる。本土産の印判染付碗とllllは、戦前ま で県

内で流布していた「スンカンマカイ」と俗称されるものである。釉下彩（銅版11公写）JUlとクロム行磁は瀬
, .. 111 

戸 ・必り農系統のものとして考えられる。「スンカンマカイ」の出土例は御細：1: 所跡で報告されている。釉
,.11 

ート彩とクロム行磁の出土例は、羽地!HJ切番所跡追跡で出土している。

註

,； 11 那覇市教脊委具会 『御細工所跡』 1991年．

註 2 名設市教宥委具会rフガヤ逍跡 ・lil:JI:'ヽ＇t-辿跡 ・羽地IMJ切番所跡辿跡 ・仲尾次上グスク辿跡』.1988年．

, JJ 3 釉薬に器を汝して掛ける手法で、見込みと邸台が露Jjf;のま まで終rする。

ホ）沖縄産無釉陶器 （本土産無釉陶器を含む）

沖縄釦!lf,釉陶器の中には、「八重111焼き」と総称されるものが主体を占めているが、「八匝Ill焼き」とい

う）fj'! 式学」-.の間題ゃ）利式名なのかどうかについての間俎が最近、クローズアップされてきているところで

あり今後の，1,¥j:jf・研究に期待されるところである。また、八煎山地域での惑の発掘調1tは黒石川窯跡のみ

であり 、現段階では窯名などを特定するには、八重ILi語窓跡の発掘，U,¥J1tや研究が進展しないかぎり不11]'能

であると考えられるところである。ここでは広義の意味で、八重山請島で焼成されたものを 「八重山焼き」

として捉えることにし、また、その名称を使川した。 さて 、 「八屯山焼き」の特徴として＇；り根信一 • 安坦進 ・

也城節正氏らは、その特徴として次のように述べている。「,iii略 ・・胎土に小粒の砂や小石を多く含んでいて
• .. I I I 1 .. I 5 I ・ ・ ・ 後略」。 その他に＇泣根 • 安県 ・宮城の三氏の分類を）＆礎としてカンドウ／瓜辿跡や上村辿跡の荒焼きを分

類したが、1)1j記、三氏の胎土による特徴以外に上村追跡から 「八煎111焼き」の特徴で主なものを記述する

とりYllf.l面に白色の陶土が混ざり合いサンドイッチ状や縞状となるものが少砒含まれている。素地の色合い

は茶褐色を主体とする。素地は微粒イ..細粒[-などの細かいものが多い。素地には白色鉱物 ・細かい石英 ・

石灰質微(i少粒などが単独もしくは複数が糾み合わさっている。これらの特徴については、沖縄本島の諸窯

跡も含め、比較検討を悦するところもあるが、取り敢えず前述した特徴を基本に分類を試みることにする。

沖縄廂無釉陶器の器種は壺 ・ 党 ・ 瓶 ・ 摺鉢の 4 器種があり 、その他に器種が特定しがたいものが 2 、•.\ /J', —+ 
している。個々の特徴については第28表に表わすことにした。本土廂無釉陶器は一例のみ得られていて岱
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摩焼きであった。（第38同 1-14) 

註

註 1 阿利直治 「黒石川窯跡」石垣市教育委員会 1993年。

註 2 註 1に同じ。

註 3 営根信ー ・安里 進 ・岩城篤正 『図録 沖縄の古窯』 やちむん会 1979年。

註 4 大城 愁・金城亀信・比嘉春美 『カンドウ原逍跡J 沖縄県教育委員会 1984年。

註 5 大城 慧 ・金城亀信ほか 『上村逍跡』 沖縄県教育委員会 1991年。

註 6-a 岡田科ー ・矢部良明 『薩歴」 日本陶磁大系 第16号平凡社 1989年。

b 平良市教育委員会の砂辺和正、那勒市教育委貝会の王城安明両氏から1994年 1月25日に御教示

を賊いた。記して謝意を1pしあげる。

第27表 沖縄光施釉陶揺（上焼）及び本土産施釉陶器観察ー屁

挿1叉1酋号 器種
口径
器裔
底径 素地 施 釉 釉 色 文様 ・買人 ・施釉手法など 出土地点

磁物番号 分類 (cm) 

1.f :~I 

第37図 灰釉碗 }:J'(白色の微 悩台脇まで施 淡l火色。 施釉の手法は「フィガキー」とみ 20区埋土よ

l 粒 f-。 釉。内底及び内 られる。翡台が1J、J方向に閉じ気 り出土。

6.1 面は3怜胎する。 味に成形してし、る。貫人はない。

H図 只須碗 11. 6 淡黄白色の 両1iliに透明柚を 淡り'i白色。 両111iに喰描きの花文を描いてい 8区第 l

2 微粒子。半 施している。透 る。 n人はない。両面に1勺化枡 /,"y; 0 

磁胎。 明釉を施す前に を行なった後に閃須で絵付けを

白化柑も‘必施し 実施している。

I ている。

I 

圃l又I ，， 灰白色の微 外底は竹：付のみ ,, 腋部に飛描きの雌花文を描く 。 〇区第 1

3 粒千。微細 力ゞ砂'ii'.})む。内底Tfll 貫人はない。両面に白化粧土を 研。

5.8 な黒色鉱物 は蛇ノ目状に掻 施した後に只須で絵付けを施し

が微姑混 き取っている。 た後に透明釉を掛けている。

人。

HI叉I ケ
,, ，，， ，， ,, 表採。

4 半磁胎気 ，，， ，，， 

5.8 味。

同l叉l 三島手 灰色の糸Ill粒 外1fliのみ施釉。 灰緑色。 頭部及び頭下部に櫛描きとみら ]8区埋土よ

5 嘉瓶？ ナー9 。 れる縦沈線と圏線を施した後に り出土。

白土で象嵌を行なっている。貫

人はない。 I 

同図 褐釉瓶 6.7 淡黄白色の 両而施釉。 茶褐色の透 口緑が王縁状に把9駁し、外反す Il9区埋土よ

6 微粒 f。 明釉。 る。買人はなく、良質の釉と陶 り出土。

土を使用している。

I 
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挿 l叉1 播号• 器種 口径
器高

底径 素地 施 釉 釉 色 文様 • 閲入 ・ 施釉手法なと，• 出土地点

屈物番号 分 類 (cm) 

第37図 黙釉盗 12.6 灰白色の細 ロ唇に重ね焼き 黒褐色。 下地に茶色の化粧を施した後に 表採。

7 粒子。微細 の目痕が僻状に 黒釉を施している。内面に釉を

な焦色及び みられる。両ifli 施している状況や口縁形態など

白色鉱物が 施釉。 から貧用り11専用の壺とみられる。

混人。

HI叉l 本土雅 13.6 白色の微粒 両if1iに施釉。 白色。 外lfliの文様は菊化文の周りに古 0区石圃い

8 印判染 子。 蝶文を施し、その周辺には線文 逍 構 I人JII', 
付碗 で幾何学文を施している。内ifri 土。

の口糸点には1を1線との間に菊花と

線文を施している。l'l人はない。

j,ij図 本土症 12.8 ，， ゜ ，，， ゜ 'l ゜ 両j(Jjの文様及ぴ文様構成は何I翌1 0区石囲い， 印判染 8とIHJ様。 逍構内出

付碗 土。

j,;jj,:j 本土廂 12.6 ,, ゜ ,, ゜
ク゜ 外「f1iに字款？と点-ti'i'i文の組み合 4区第 2

10 印判染 わせの文梯を施す。内j(ffは園線 屈9」 0

付碗 との間に梅花文と点描文の組み

合わせて文様 を施している。

J,;J図 本土J!f. 白色の微粒 両,riiに施釉。 白色。 両面の文様は花文と点描の組み 5区第 2/,;,1 

11 印判染 —f。 合わせである。内柏iのみ閲線の /1',.::lu 
付碗 間に化文と点描を施している。

1,,J図 本土J!?i ,,. ゜ 岱：付のみ如l合。
ケ゜ 外面の文様は'I(り文？と幾何学文 〇区第 1

12 印判染 (/.(, 線）を胴部に施し、1凶台 ／沿''0 

付碗 4.2 脇に圏線と花文を組み合わせて

いる。見込みに松竹梅文を施 し

ている。見込みに胎土l=Iが 5ヶ

所確認される。

l• iJ 図 本土性 ，， ゜ 蛇ノ I~111 1 ,:':j台の
，，， ゜ 悦付を欠く 。見込みに松菜文 ・ ]9区狸土。

13 I'.[]判染 部分のみ露胎。 竹文、その周辺に糾み;;;;:文を施

付JIil 8.0 している。

1,jj阪1 釉下彩 ,, ゜ 両1f1i施釉。 ，， ゜ 兄込みに花文、その周辺に三角 〇区第 11,;1

14 釧版転 菱の組み合せと花文を交可に描 出土。

写Jill いている。この化文の部分のみ

淡緑色を品している。

H図 クロム
ケ゜ 妙付及び外底i/1i 淡緑色。 外而は飛鉤に よる陰刻文。 20区哩土。

15 )'f-磁碗 のみが 露胎す

2.8 る。

f,i]図 廂地不 茶褐色の微 両Htiに施釉。 茶褐色ぐ 下地に茶褐色の化粧を施した後 ]8区埋土。

16 明の外 粒＋。 に17唇及び「l緑に茶褐色の釉を

施している。口縁を玉縁状に肥

原させていて、肥I恥憐f/(下に削

りを入れて肥肘を強調している。
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第37図沖縄産施釉陶器 •本土産施釉陶器('灰釉碗、 2- 4 呉須碗、 5 三島手嘉瓶、 6 矯釉瓶、 7 黒釉釉壺. 8-.13本土産段判染付

4釉下彩銀版転写皿、 15クロム青磁、 16-18産地不明 ） 
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j,[i[ヌI倫号 悩種 17径
(°,il"¥ 回山・

底径 索地 施 釉 釉 色 文様 ・貫人 ・施釉手法など /I', 土地、•.'!:
屈物斎号 分類 (cm) 

第37図 廂 地+ 白色の細粒
ケ゜ 淡黄白色。 両j(1jに細かい貫入。淡い行と朱 20区挫土。

17 明の茶 子。半磁胎。 色で上絵付けを行っている。

碗

HI叉I 沌地不 22.8 ，， ゜ 内面の摺 り目の 明茶色。 器形が逆 「八」のキ状に開く摺 21区埋土。

18 明の摺 淡茶色の鉱 部分を除いて施 り鉢と見られるものである。摺

鉢 物か微坑に 釉。 り1::1は 7木で一組みのJj'i.位で摺

含まれる。 り1」を施している。摺り Hは櫛

描きである。

第28:k 沖縄所無釉陶器 （流焼）及び本土,ti淘器観察ー邸

j,fq11斎号 器種 11径
釉色

器高
底径 ガJ’<ミ 地 悩 1hi調整 文 様 な ど Ill土地点

屈物倫り 分類 (cm) 悩色

第381及| 、l―, IIL,I • • • 17.4 茶褐色の 茶褐色の微粒千。微糸Ill ,,1,j J(ljとも阿，lit船 11緑内端をrnませ、「l 19l><Ji1乱
1 釉。 な石炎 ・石灰質砂粒が 痕。 緑を方形状にjJ他1ばさせ }N''o 0 

明茶色。 僅かに含まれる。 る。柚を Iiii予外端から

下に施す。八和,,焼き 。

圃l叉I 甍 無釉。 茶褐色の糸Ill粒子。オ1lい
ク゜ 頭下部に三本の1巻I線と 21 I凶埋

2 茶褐色。 白色鉱物 (1mm前後） 波状文を箆描きする。 土。

を多く含んでいる。 八平111焼き。

詞図 肱 ，， ゜ 明杓色の細粒子。細か
ケ゜ 頭下部に陽園線を 5本 l8li. 埋

3 外T/1i/f褐 い茶色の鉱物 ・°,f_j)火n 施している。八爪111焼 土。

色。 机砂粒が少袖含まれて き？ 。

内!Iii明椅 いる。

色。

111・]図 壺力涜 赤紫色の 茶褐色の微細~r- 。 微細 タト「面jj:回1叫察ih:と 赤紫色の釉は自然釉 19区哩

4 の底部 釉。 な白色の鉱物がHIかに 指 圧 が認められ か。底1i1iの仕上げは雑 土。

14.6 明朽色。 含まれる。 る。 で調整が判らない。八

1J、Jj(りは回転椋狼と 重111焼 き。

回転箆削 り。

HI叉I 壺か甕 茶褐色の 灰褐色の机粒子。細か 両H1iとも釉や索地 底面まで釉が折けられ 2]区撹乱

5 の底祁 釉で光沢 い白色物質 • 石英を多 の混人物が多いな ている。底1iriの調整が 似''0 

がある。 姑に含んでいる。 どの点から判断し 判らない。立ち上がり

にくいが外1il1のヽ 'r. の祁分に箆削 りを入れ

ち上がりに箆削り ている状況から底部の

が観察される。 仕上げにも配胞してし＼

る。此9な焼き （苗代川

窯系か）。
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色

色
釉

器

径

高

径

叫

口
蹄
底
に

種

類
悩

分

サ

9

,
、

9
1
 

倫

愉
111

物

挿

沿

Jll

索 地 器 ifJi調整 文椋など /1',:l抽点

弟38図 I壺か党 一 無釉。 明茶色の微細子。細か両而とも同厨鱈 JJ¥1(1iからの_,:「ち卜がり Il 9p<押

6 の底i.'I¥ ー 外iili茶褐 い茶色物竹 ・小）利のな と,'i伯I.箆削り 。 のj";j;分と外底1(1iは玲i'ilJ I・ 

8.0 色。 ！！が混人。 りを加えている ，八,r,:
内ifli明杓 111焼き。

色。

l••lfl<l I帝か甕I― 明橙色。 明橙色の微細子。細か 外面は回転擦痕と 1素地が赤瓦に使用されI"区押

7 の底部 ー い石灰質砂粒 ・石英が回転箆削り 。内面ているものと近似す」・.o

12.2 、 1笠かに含まれている。 はセメントが付滸 る。八並111焼き？ 。

し調整が判らな

し‘

゜
,,;Jf:ZI I'. 嵌か甕 | ― 明茶色。 明茶色の微粒子。微糸Ill 外而は回転箆削 り 1外底面は雑な箆削りを 21区埋

8 の底部 ー な石英が僅かに含まれと雑止箆削りが施施している。 土。

16.4 る以外は観察できな されている。内面
I 

い。 は不規則な指ナデ

を施す。

鉢

緑

9
1
ー

r̂ 
i

I

 

似

，
．＇ 
ー

~ 10 11縁

ー ，外!flill謬 Ii炎杓色の糸Ill粒(-。細か

ー・ 色 し'{子）火n砂粒が付［かに

含まれている。

- ~ :''"疇
29,8 外1(1 j褐色 」 茶褐色の糸Ill粒—f。 石l:J<
ー 内1(/j茶褐竹微{i少粒が少砧含まれ

ー ，色。 てし＼る。

両1i1iとも回転椋狼 1「国を 「く」の 字状に I18区埋

で調格 され て い J:I¥1111 さ せ て 肥)•/を辿土。

る。 る。i,J部を軽く突出さ

せる八 •Ti:111焼き？

，， 0 I口唇外塙に片切 り彫り 2区第 2

による 1巻I 線を 2 条施 l•?i1fCI::.。

す。 6本一組みの櫛 H

がみ られる。八if,;111焼

き？ 。

鉢

部

摺

胴~
 

ー

ッ
＾

．
 

aI
 

••• 

鉢

部
摺

底

一
図

12

.‘
 

ー ，外1flii炎茶 淡椅色の細粒チ。白色 外lifiは同転椋痕。 内1f1iに 9条 一糸llの櫛日 j19区狸土。

ー ，色。内jt1j 鉱物 ・茶色の鉱物が1り［ 内1111は回転椋痕と を施している。八亜111

- Ii炎杓色。 かに含まれている。 ー小規則な指ナデ。 1焼き 。

I 
一 淡橙色。 淡橙色の細粒和 微糸Ill 外ff1iは不規訓なナ ,1、Ji/Jiに櫛描きの摺 り目 121区埋土c

-I な石英 ・布色鉱物が少 デと丸箆による調 を施しているが.tjt位は

11.8 :.;: 混人。 整。外底面は箆削 不明である。八巫Lli焼

りか。 き？ 。

H図

13 

器種不 ー 外面は明明茶色の細粒子。白色

明 一 茶色の泥鉱物 ・茶色の鉱物が微

鉢? 11. 0 釉・内而 址に含まれる。

は茶紫色

の化粧土。

外而及び外底而は

回転箆削 り。内面

は回転の遅い指ナ

デを施す。

岱付は箆削 りで什上げ 120区埋土。

ている。高台際に箆削

りを入れ高台辿 りを意

識している。八重,,,焼

き。
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第38図沖縄無釉陶器、本土産無釉掏器 (I壺、2甕、 3瓶、 4-8壺力甕、 9-12摺鉢、 13・14器種不明）
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悧~I 番号 器 種 口径 釉色
~,,"r,--ずo•J• 

底径 素 地 器 H1i調整 文様 な ど 出土地点

屈物播号 分類 Ccm) 器色

第38阪1 器種不 灰茶色。 茶褐色の細粒千。 白色 外,mは回転椋痕を 円筒形の器形が f想さ 191ヌり詰L。

14 明 鉱物 ・微細な石災が僅 主体に施す。立ち れる。香炉や火炉など

香炉？ 9.2 かに含まれている。 上がりの部分に箆 の器種が考えられると

削りを人れ1i1i取 り ころである。八重111焼

を行なう 。内Hifは き。

阿転掠：／良を施す。

外底Tfliは、箆削 り

のみ施している。
I 
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沖縄児教育委貝会文化課殿

年視I] 第KN-92064号

平成 5年 3月30日

社団法人 日本アイソトープ協会

東京都文京区本駒込二丁目28番45号

電話東京03(946) 7 1 1 1 

年代測定結果報告書

平成 4年12月3日に受取りました C-14試料 8個の測定結果がでましたので報告します。

当方のコード

N -6499 

N -6500 

N -6501 

N -6502 

N -6503 

N -6504 

N -6505 

N -6506 

依頼者のコード

No. 1第 1区第 31芭

No. 2第 0区第 3層 0-15cm 

No. 3第 1区第 4陪 b5 -15cm 

No. 4第 0区第 4陪 b

No. 5第 2区第 4界 a

No. 6第 8区第 4陪 a

No. 7第 4区第 4屑 a

No. 8第 2区第 4陪 a

C-14年代

870土75yB . P . (840土70yB. P.) 

920士75yB . P . (890士70yB. P.) 

1850士75yB . P . (1790土75yB. P.) 

1480土75yB . P . (1440士75yB. P.) 

1770土85yB . P . (1710士80yB. P .) 

1540士75yB . P . (1490士75yB. P .) 

1470士80yB . P . (1430土80yB. P.) 

1360土140yB . P . (1320士135yB. P.) 

年代は14Cの半減期5730年 （カ・ノコ内は Libbyの値5568年）にもとづいて計算され、西暦1950年よ りさ

かのぽる年数 (yearsB.P.)として示 されています。付記された年代訳差は、放射線計数の統計誤差 と、

計数管のガス封入圧力および温度の読取の誤差から計算されたもので、14C年代がこの範囲に含まれる確

率は約70%です。この範囲を 2倍に拡げますと確率は約95%となります。なお14C年代は必ずしも真の年

代とひとしくない事に御注慈下さい。（御希望の方にはこれに関する参考文献を差 し上げます。）

この測定結果についてコメントがございましたならば、是非お聞かせ下さいますようお願い申し上げま

す。

研 修 課

課長 担当者
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第VIl章調査の成果

カイジ浜具塚の 2次にわたる発掘調'.ftの結果、本具塚は大きくみて 2つの時期に分けられる。最初に下

犀、無土器の貝塚が形成され、 その後に上屈へ新里村式王僻ゃ中森式王謡などを包含する/~が堆梢して

いることが1丹位的に確認されている。

検出された屁序、追構、追物などの主なものを まとめることにする。
.. I 3• 

カイジ浜具塚出土の木炭や具殻を使って、放射性炭素による年代測定を実施した結果は以下のとおりで

あるが、1粁を再検討した結果、4区 .8区の第 4陪 aが第 5培に改められたので、これを修正したものを

記す。

脊料 1. 0区第 31悦0-15cm （ヒレジャコ） 920士75yB . P . (890土70yB. P.) 

森料 2. 0区第 4陪 b （シラナミ ） 1480土75yB . P . (1440土75yB . P.) 

脊料 3. 1区第 3罰 （シャゴウ） 870士75yB . P . (840士70yB. P.) 

脊料.4. ］区第 41裕b5 -15 （シラナミ ） 1850 士 75~·B . P. (1790 土 75~· B . P .) 

脊料 5. 2区第 4I名a （南側地炉内の木炭） 1770土85y8.P.(1710土80yB. P.) 

脊料 6. 2区第 4陪 a （北側地炉内の木炭） 1360士140yB. P. (1320土135yB. P.) 

脊科 7. 4区第 5層直上 （木炭） 1470土80yB . P . (1430士80yB. P .) 

責料 8. 8区第 5J苦直」こ （木炭） 1540土75yB . P . (1490士75yB. P.) 

この年代測定結果は、総体的にみて妥当な年代かと思われるが、脊料4は責科2と比較して年代的にみ

て370年もの年代の差が生じている。いずれかのサンプル （具殻）に自然堆桔の貝殻が紛れ込んだ可能性

が考えられるところである。年代的にみた場合脊料 2の年代が妥当な線と考えられる。また、 1t料 5と脊

料 6とは410年もの年代差が発生している。両責料とも同一の層、同一のレベルから検出されていて、層

の堆枯状況からも大きな年代羞は考え られない為、脊科 5が古く出ているように思われる。これらの森料

で注目されるのは責料 1と脊料 3の年代であり、西）tf 1030年と ]080年の年代が得られている。無土器の終

末期を考える上で非常に参考となる脊科と思われる。

辿構として最も新しいものは、近代の生ゴミ人れである。この追構は方形状に石灰岩礫で囲っているも

のであり 、第 1胴を除去した段階で検出されていて、第4I屈まで掘 り込まれている。第 3陪而直上からは

第 2陪の時期に掘り込まれた掘建柱の建物が一棟検出されていて、その規模は 2間余 (430cm)X 1間余

(235cm-285cm)であった。この建物はカイジ村の建物のひとつとみられる。その他に第 2層相当期の

逍構として、12区から列状辿構や地炉が3桔検出されている。第 31科から下の屁は土器を伴うことない無

土器の陪であり 、第 3陪からは鉄釘が1本出土 している。第 4陪 bからは無土器の時期の掘建柱の建物が

2棟確認されている。1!!f,土器の時期で鉄製品が出土した逍跡として仲ltlJ第 1具塚（船釘T・船浦旦滋（竪）．

大泊浜tl~ (幣） の 3 つの追跡がある 。 無土器逍跡の終未期の特徴として1'r銭と陶磁謡などが出土 してい
'-" ; '.f.8'  

る。仲間第 1貝塚からは開元通宝が 1枚他含陪の中から採躯されている。大泊浜貝塚からは鉄態が、薄手

の白磁玉緑碗、渾手の白磁端反碗、須恵器、滑石製石鍋と共伴して出土している。特に大泊洪貝畜ミの発掘
.. ,,,,, 

調在の成果から無土器の終末は121H:紀 14,j半であることが確認され位骰付けられている。その後の調壺で石
"[II 

垣市の崎枝赤崎貝塚から開元通宝が33枚出土 したことにより無土器逍跡である時期に開元通宝を伴ってい
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1、,I 11• 

ることが解明されているところである。また、無土器逍跡から住屈跡の発掘例は大泊浜具塚の一迅跡のみ

であり 、今後の煩似例や仕｝凶形態などの研究が進めば、カイジ浜具琢と大泊浜貝塚の共迎性や構造の差界

などが具体的に解明されるものと期待したいところである。
• .. l.131 

その他にス トーン ・ボイリングも無士器の陪から検出されている。頷例逍跡としてifH底逍跡から報告さ

れている。
< .. ti I' , .. 1151 

土悩は新星村追跡の発掘調介で確認された新里村式士器やビロースク式土器などの出土により時期的な

位協付けが可能となった。これを可能にしたのが、金武正紀 ・阿利直治 ・金城亀信の八重山考古編年試案

である。この編年試案を参考に土器分拍を試みた結果、土器分類の A群土器（第 I類土器～第¥IJl類土器）

が金武 ・阿利・金城編年の第三期 （新昆村期）に位悩付けられるものである。また、B群土器（第VIII類土

悩）は第四期（中森期）に、CIrr-土器（第IX類土器）が第五期（パナリ期）に相当する時期である。

A l伴土器の中には今日まで報的例のなかった第 U 類土器 • 第lV頬土器～第VI頷の 4つのタイプが確認さ

れている。この 4タイプの中でも第lVJ、打士器としたものは出土例が他のタイプと比較しても多く、ひとつ

のタ イプとして附！式設定も可能であり 、カイジ村式土器と仮称することも出来るのではないだろうか。こ
,,.111;, 

のH!の土器の類似例としてビロースク辿跡からニ ・三点報告されているのみである。これについては今

後、類似脊料の増加や復元脊料が確認されれば型式名を設定したいところである。

白磁の脊料としては端反碗の)11,ij部分が一点のみ出土していて、八重山地域では少ない。本逍跡を含めて

大泊浜貝塚 ·tfi'~ll村追跡の 3 辿跡からの出土であり 、 編年脊料としても費重であろう 。

N磁の脊科は古手のものはなく 、全て14tll:紀中頃-16枇紀代に収まるものであった。将来、カイジ村跡

の発枷隅崎などが実施されれば、白磁端反碗の出士からもこのIIか期に近い時期まで遡っていくことが予想

されるところである。

石器については、器種の組み合わせで時Jl!J的な傾向が認められた。これは、石斧と1111き石が無士器期の

第 3・4席から出土し、第 2/,;、・1からは）牡石が出土している、点であった。第 2陪からは羽口や鉄鏃などが出

土している状況から鉄器の使用が始まり石斧の使用粕度がこの時期から極端に減少していたものと考えら

れるところである。羽l」の出土からも辿跡内で鍛冶が実施されていたことを裏付けていて、蔵元跡の東隣

りにある鍛冶の御狐からも理解できるところであった。

油

,; I: 1. 金武正紀「考古学から見だ糾古 ・八重山の歴史」第175屈沖縄肌立栂物館講りを 1989年。

i士2.i合沿濱衛 「編年試家の一部修正について」 南島考古 第 7号 沖縄考古学会 1981年。

社:3 -a, 日本アイソトープ協会 N -6499-N -6506のコード試料 8個 1993年 3月30日。

註 3-b. Iii城安生 「竹富島カイジ浜具塚の発掘調ft概悛」 南島考古だより 第47号 沖縄考古学会

1993年 6月。

註 4'多和田真淳 「琉球列島の貝塚分布と編年の概念」 文化財要屁 坑球政）{.f文化財保イ了：委具会

1956年。

託t5 - a. R.JPEARSON. S. ASATO et al「Excavationson Kume and lriomote. Ryukyu Island」 Asian

Perepecfives. XX I (1). 1978。

Fi±5 -b. ビアソン ・リチャード、安射 進ほか 「久米島と 西表島における追跡発掘」 文化課紀裳

第6号 沖縄県教育委員会 1990年。

註 6.金武正紀 ・金城亀信ほか 『下田）泉貝塚 ・大泊浜具塚』 沖縄県教育委員会 1986年。
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註 7.金武正紀 「仲間第一貝塚発見の開元通窄について」 内島考古だより 第13号 1974年。

註8.註 6に同じ。

註9.註 6に同し。

註10.金武正紀 「沖縄における12・l3世紀の中国陶磁器編年試案」 沖縄児立柚物館紀変 第15号 沖

縄県立t導物館 1989年。

註11. 阿利直治 『崎枝赤崎具塚』 石垣市教育委員会 1987年。

註12.註 6に同じ。

註13.Shijun ASATO 『THEURASOE SITE』 (TheGusukube Town Board of Education March 1990.) 

詑1:14.昆tl'こI司じ。

註15.金武正紀 ・阿利直治ほか rビロースク造跡』 石垣市教育委員会 1983年。

註16.金武正紀氏に1994年 2月にカイジ浜具塚出土の土器を実見して載いたところ第l¥「頬土器の中にビ

ロースク造跡から出土しているものが含まれていることが判明した。記して謝意を表わしたい。
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竹富島カイジ浜貝塚出土鉄器及び周辺遺跡出土遺物の金属学的調査

大澤正己

l . はじめに

竹富島のカイジ浜貝塚から出土した新石器時代無土器層位の鉄釘と鉄片及び、他の 4逍跡出土の鉄器、

銅関連追物を併せて調壺した。他造跡出土造物は次の通りである。

イ）銘苅古墓群 （南地区） ：那覇市天久所在の鉄 ・銅釘、銅製装飾品…・・・近世墓

ロ）ウルル貝塚 ：久米島、鉄製船釘と五妹銭・…..弥生一平安時代初。

ハ）新毘村東造跡 ：竹宮島、鉄鍋…..・13世紀後半。

二）酋巣城正殿と城郭 ： 那勒市酋星所在、 鉄釘、 銅製品）~II工の羽口、滓等・・・・・・ グスク時代。

上記出土追物を沖縄肌教育委は会より、金屈器の実態を科学的に解明すべ<I=! 的で、・1・リ門的調ーオtの依頼

があったので金屈学的調一介ミを行なった。

2. 講l究方i上・

2-1、供試材

5追跡15点の供試材の匝歴と調:ft項 Hを Table.lに示す。

2 -2、調如詞

(1) 肉眼観察

(2) マクロ組織

(3) 罪微鋭甜l斎巌

供試材は調介指定個所をベークライ ト樹脂に埋込み、エメリー研序紙の門 50、#z40、#3zo、#600、#
: . "ン

1,000と）II({を追って{i)fL点し、i立後は被研面をダイヤモンドの 3μ とlμで仕上げ、額微的観察を行な った。

なお、鉄甜の金／戒鉄は、ピクラル （ピクリン酸飽和アルコール液）でN蒻食 (Etching) して炭化物 （パー

ライトとセメンタイト）のチェックをして次にナイタル (5%硝酸アルコール液）で1紺食してフェライト

麟晶粒の観察を行なった。又、銅の//蒻食は、水 ：3、フッ酸 ：］、 硝酸 ：1の混合液で8分II恥ぷ化してい

る。

(4) ビッカース断面硬度

金},外鉄、銅の組織や鉄滓の鉱物組成の同定を目的と してビ ッカース断面硬度計 （＼りckersHardness 

Tester)を用いて硬さの測定を行な った。試験は鏡面研磨した試料に136°の頂角をもったダイヤモンドを

押し込み、その時に生じた窪みの而粘をも って、その荷重を除した商を硬度値としている。サンプルは別

微鏡試料 を併用した。

(5) CMA (Computer Aided X-ray Micro Analyzer)調奔

EP~IA (Electron Probe Micor Anal)・zer)にコンピューターを内蔵させた新鋭分析機器である。旧式装

協は別名、X線マイクロアナライザーとも呼ばれる。分析の原理は、究空中で試料而 （顕微鋭試料併用）

に泣子線を照射し、発生する特性X線を分光後にT1hj像化し、定性的な結果を得る。更に、標準試料と X線

強度との対比から元素定螢値をコンピューター処理してデータ解析を行う方法である。
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(6) 化学組成

鉄鍋と滓の分析は、次の方法で実施した。

全鉄分 (TotalFe)、金屈鉄 (MetallicFe)、酸化第 1鉄 (FeO) : 容粧法。

炭素 (C)、硫黄 (s) : 燃焼容罹法、燃焼赤外吸収法。

二酸化佳素 (SiOz)、酸化アルミニウム (Al2伍）、酸化カルシウム (CaO)、酸化マグネシウム (MgO)、

酸化カリウム (K位）、酸化ナトリウム (Na20)、酸化マンガン (MnO)、二酸化チタン (TiOz)、酸化ク

ロム (Cr2切）、五酸化燐 （陀Os)、バナシウ ム (V)、銅 (Cu) : ICP法。ICP(Inductively Coupled Plas・

ma Emission Spectrometer) : 誘禅結合プラズマ発光分光分析。

3. 調壺結果と考察

3 -1、カイジ浜貝塚出土鉄器

(1) 鉄製船釘 (OKIN-9) 

① 肉眼観察

頌部は円形状に広がり 、身は現存長さllO"'"'で先端部を欠く 8mm角の鉄釘である。全面錆化が激しく 、

赤褐色と白色銹に狡われて金属鉄の残留は認めない。試科は先端部を採取。

② 顕微鋭組織

Photo. 1の①＠）に示す。金屈鉄は錆化して残存しない。糾織は鈷化鉄のゲーサイト (Goethite:a -FeO・ 

OH) となり、正確な情報は得がたい状態である。②に示した淡灰色粒状の非金屈介在物 （鉄の製造過程

で金屈鉄と分離しきれなかったスラグや耐火物の混り物）は、酸化鉄のウスタイト (Wiistile: FeO)である。

釘/Jll.1時の鍛辿段階での派生の可能性もあるが、製錬IIかの混人であれば始発原料は鉱石系であろう。炭素 (C) 含有

姑を推定する炭化物の狼跡らは認める半が出米なかった。ただし、該品はJ「金屈介在物の糸IJ洛具合からみて鍛造品で

あった：Jiは確かである。

(2) 鉄片 (OKIN-JO)

① 肉眼観察

現存長さ23111111、幅]1111111で、 I'/み8mmの）；！底状窪みをもち、鏃状尖りをもつ鉄}¥・である。全体は｝火褐色地に赤鈷を

発し、白色粘土状薄I]史を付芹する。なお、舟底甜みはよ［＇．鈷 を露,'I',して餡竹を布するが、金駈鉄の残りはなさそうであ

る。試料は共部の端部から採取した。

② 卯微鋭組織

Photo. 1の③①に示す。該品も金屈鉄は残存しない。鈷化鉄の甚地に僅かのパーライト (Pearlite: フェライトと

セメン タイトが交冗に軍なり合って構成された1科状組織）の析出痕跡から鉄中炭素 (C)址を推定すると、 0.01%前

後の低炭素銅である。こI具的な利器であれば、 j•;り炭素銅との合せ鍛えの可能性も考えねばならないが、鈷化があって

詳しいm報を得ることが出米なかった。

3 -2. 銘苅古硲群出土逍物

(11 鉄釘 (OKIN-1) 

① 肉眼観察

特折釘の一種で小秤折の先端側を大幅に欠担する釘片であろう。現存長さ14'""'、輻 8『""'、匝み 4"""を計る。該品
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も鈷化が進んで令面赤鉗に投われ、黄灰色粘土を付がtする。磁性を有するが金屈鉄は残留しない。先端側より試科を

採取した。

② 額微鏡組織

Photo. 2の①～③に示す。①に白色部が存在して金屈鉄の残留を想わせたが、ピクラル及びナイタル腐食で変化が

なく、 一種の疑似メタルであった。非金屈介在物の列状に重なる傾向は認められず、折返しの巫ね鍛えの傾,,,]は不鮮

明であった。丸鍛えの可能性を残す。 また、炭化物の痕跡もみられず、栢低炭素鉗の充当もありうるであろう 。

(2) 鉄釘 (OKIN-2) 

① 肉IIR観察

頒部の折り FLLLげが削角に近い平釘の一種であろう 。該品も先端側を欠mする。現存長さ II'""'、幅 6mm、/Il-み 4mm  

を計る。赤褐色鈷に全面が投われる。磁性をイiす。

② 妬微鏡組織

Photo. 2のG経）に示す。該品も一兄、金屈鉄の残存を想わせる白色個所があったが、ピクラル、ナイタル腐食(Etching)

で変化なく、疑似金屈鉄と判定された。 しかし、この白色部には、微小なJI~金駈介在物のヴスタイト (¥¥'iistite: FeO) 

と珪酸塩系介化物の検出ができた。介在物のイf在から鉱石系鉄索材の鍛造品の可能性をもつものと考えられた

③ CMA調査

Photo. 3.4のSE (2次屯 (-f象）に欽中非令駈介在物のヴスタイ ト (¥¥'iistite:FeO、白色拉状結品）と、 II沿I_!,色ガラ

ス竹スラグを示しているが、これの定竹分析粘果がTable.3と4である。介在物の組成は、酸化鉄のヴスタイトなの

で鉄 (Fe ) が強く検出されて、 11;y_•r色ガラス 1't スラグがあるので娃索 (Si) が次に｝崖度を上げて存在するのが削る。

この邸辿定性分析結果の視此化したのが Photo.3 .4の特性X線像である。分析元索のイヂ在は、白色輝点の強い集中

によって表われる 白色輝、しせの集中は鉄 (Fe)と/i1索 (Si)であって、Photo.4の楊合のアル ミ(Al)、カルシウム (Ca)、

マグネシウム (Mg)、マンガン (t-.ln)、燐 (P)、フッ素 (F) らは柘く弱いものであった。

次に定.:r::分析値をみてみると、 Photo.3のSE(2次遥 (-f象）に 1と番号を付した粒状結品は、 FeOが103%でヴスタ

イトと ,,ii定される。 2の番号個所はガラス1'tで74.8% Fe0-26. I %Si02となる。 1,rjじく 、Photo.-!の SE(2次屯臼紋）

の 3と番りを記した粒も 101% FeOでヴスタイトであった。以上の様に、 -'1iH中の非金屈介イ［物からは砂鉄特イi元素

のチタン (Ti) やパナジウム (V)、ジルコン (Zr) の検出がないポから、製鉄始発原科は、鉱石系と判定される。

(3) 鉄釘 (OKIN- 3) 

① ,~JI il↓観察

頃部を欠く 4"""fりの釘で、現存長さは19"""である。鈷化激しく、軸方,,,jに亀裂が走る。全lfli赤褐色鈷に毅われて磁

性は弱い 逍査，~t料は頭部側沿部より採っ ている。

② 顕微鏡糾織

Photo. 2の⑥に示す。金属鉄の残イ千はなく鉗化鉄のゲーサイト (Goethite: a -FeO・011)糾織である。非金屈介在

物のヴスタイト (¥¥.i:1stite: FeO)の糸lj沿跡のみがあって、炭化物の痕蹄はイ遺月脱であった。 前述した OKIN-l、2に

準ずる組織であろう 。

(-II 銅釘 (OJ<IN-4)

① |女JI!艮観察
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屈折した銅釘の定形品である。頭部を L字に鼎げ身は 4X 5 111111の角型で現存長さ54111111を計る。色濶はII在緑色で、屈

部的に緑脊を吹く 。試科は先端部から採る。

② 顕微鏡糾織

Photo,5の①～③に示す。研料のままで！腐食を加えない場合は、褐色杓円状校様があるが特別の糾織はなく、ほぼ

純j~J奇IL織とみてよかろう 。 次に②は 、 フ・ノ酸 ： 1、硝酸： l、水 ：3の腐食液でエッチングを行なった組織である。

結品粒が小さく整っているのは鍛打1JJU:した後、焼なましが施されたものである。

③ ビ •ノカーズ断面硬度

Photo. 5の③に硬度測定圧痕を示す。硬度値はl07Hvであった。銅釘ではあるが、極低炭素鉗 (C:0.01%前後）程

股の硬度イii(を有するものであった。

④ CMA調査

Photo. 6の SE(2次-.-u:+像）に示す視野の分析を行なった。高速定性分析結果を Table.5に示す。検出元素の主

休はil•l (Cu)のみでこれに極く微拡の燐 (P)を伴うのみである。Photo.6に褐色桁円校梯個所の 4と番号を打った

個所をSE(2次屯子（象）に示している。この個所の定凪分析侑は、ほぽ純銅成分で97.9%Cu-O. 044 % Pとなる。

該品は鍛造用の銅 (Cu)として材料が対価されていて、鋳辿品にみられる合金元素の錫 (Sn)や鉛 (Pb)の添加

は品められなかった。鋳込み純銅は軟四でビッカース硬炭佑は501-lv前後である。 しかし、木品は、銅釘としての機

能を配應して、鍛巡と焼なましの組合せで硬炭値を10711vまで高めて軟鉄並みまで強度を向上させている。

(5) 銅製装飾品 (OKIN-5) 

① 1J:JII艮観察

令メッキを施した鉗飾板で打出し）JI「Lがある。色調は、表ぬ共にIii','緑色で一部に黄灰色粘土が付滸する。一部に破

仰 (ijを布していたのでその横から試料採取を行な った。

② 顕微鋭糸II織

Photo. 7 の①ー⑧に示す。 組織は前述した剣釘の OKIN-4 準じる 。 最表!•,'1 に金メッキが追存するので①②はそれを

狙ったが、うまく捉える事ができなかった。③QはJ以み方向の中央部である。最表悩と中央部には組織上の弟毘がな

く、松｝色柘l'l模様が認められるだけであった。⑤～⑦は腐食液を 2通り変えての結晶粒を調査した。前辿銅釘と同様

の鍛造焼なましの糾織であった。

③ ビッカース断面硬炭

Photo. 7 の⑧に硬度測定J:t~痕を示す。硬度値は、 85.4Hvで銅釘 (OKIN-4)よりは軟化傾向にある。打出 し糸IUTの

冷間）JI[―I―．．の残留歪の影評が料ー「あるものの、素材は純銅系と想定される。

④ CMA調査

Table. 6に、 Photo.8の SE(2次地子像）示した銀素地に褐色杓円模様のある個所の高速定性分析結果を示す。

検出元素は銅 (Cu)主休と燐 (P) の微址である。Photo.8の特性X線及び定姑分析値の97.4 % Cu-0.043% Pでみら

れる様に該品も純銅であった。前述した銅釘 (OKIN-5) と1司系素材であった。

(6) 銅製装飾品 (OKIN-6)

① l勾眼観察

二本の装約用l卜釘を残留する銅製飾板である。縦方,,,j中央に角度が設けられている。色調はII存緑色で金メッキの残

存が局部に認められた。緑胄も吹く 。
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② 額微鏡組織

Photo. 5の④ ～⑧ に示す。組織は前述してきた銅釘 (Ol<IN-4)、銅製装飾品 (Ol<IN-5)らと 材質はまった＜詞系で、

純銅組織に褐色tfiI'J形の模様を残す。また腐食 (Etch) した結品も 3種とも共通したものであった。

なお、⑥ は金メッキ部を狙って最表／料を研I'/したが、金1科の残りは悪く明瞭な金IJ癸を捉えることができなかった。

③ ピッカース断ifli硬度

Photo. 5の⑧ に硬炭測定時のI{狼を示す。硬炭値は55.3l!vであった。純銅の鍛像後面とりが完全になされた個所で

の硬度値である。

④ CMA調査

Table. 7に銅素地に褐色杓I―'l校様をつけた個所のスポ ット分析を行った結果を示す。ここで検出元索は卸I(Cu)主

体で、燐 (P)と硫黄 (S)を微屎含む成分系であった。純銅である。

Photo. 9の SE(2次直子像）に6と番号を打った点のスポット分析で銅 (Cu)と燐 (P)、1流黄 (S)の検出があり 、

定址分析伯は104% Cu-0.05% P-0. 025% Sであった。銅釘 (Ol<IN-4)、銅製装飾品 (Ol<IN-5)と該品の三者は、い

ずれも純銅で、 Jril系の素材と考えられる。

3 -3、ウルル貝塚出土造物

I 1) j. 失製りf}全「 (Ol<IN-7)

① 肉眼観察

特折釘の完形品。現存長さ62"""、幅13"'"'、肘み 8111111を計る。令面共に鈷化が激しく、錆ふくれと共に軸方向の全

長にf認を走らせる。試料は先端部から採取した。

② 顕微鋭組織

Photo. JOの① 一⑦ に示す。鈷化していない金属組織であって①～③は鉄中の非金屈介介：物である。JI,金屈介在物は、

鉄の製辿過程で金屈鉄と分離しきれなかったスラグや炉材耐火物の混り物である。①は淡茶色でややイljlびた形状は餘

化マンガン (MnS)系である。③の正方形に近く黒味を僻びたり店物はアルミナ (Al20:i)系の介在物である。 ②は1旋

化マンガン系とアルミナ系の両方共存状態が認められる。

④ はピクラル｝腐錠で表われたパーライト (Pearlite) である。/'/み方向全体にパーライトは均ーに折出し、バラッ

キがなく、炭素含布址は0.05%前後である。俗状に点在する酸化鉄のヴスタイトもなく、パーライト均ー化は、該品

に折返し1111げ鍛接線もなく 、丸鍛えとみられる。⑤は[ii]一個所をナイタル｝腐宜で現われたフェライト (Ferrite: a鉄）

結品粒を示す。該品は鉄素材として炭素址が低<,, 次質であるところから 、鍛打後の歪取焼鈍は低温イI:上げ (600℃前後）

がとられて細粒化による強化策が採られている。⑥はパーライトの拡人組織である。

③ ピッカース断而硬｝虻

Photo. JOの⑦ に硬度測定｝王痕写呉を示す。硬｝文値は11411V であった。前述した銘苅古袋群 2号前庭出土銅釘の107

と、ほぽ近似した硬度であった。

④ CMA調査

Photo. llの SE(2次屯子像）に示した淡茶色楕円状の介在物の高辿定性分析結果を Table.8に示す。検出元素は、

鉄 (Fe)7. 719、僻灌 (S)2.599、マンガン (Mn)2.510の強疫 (Count)で強い。介在物組成は硫化マンガン (MnS)

である。

Photo. l lの特性X線像では、介在物に白色輝点が:Uf中するのは、マンガン (Mn) と偏黄 (S)である。定鉱分析結

果は66.6 % l'vln-27. 6%Sが主成分となる。

列島内の鉄製品において、非金屈介府物から硫化マンガン (MnS)を検出される例は、いたって少ない。数少ない
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類例の一つとして1鹿児島県加世田市所在の中世の製鉄関連逍跡の上加世田逍跡から出土 した板状鉄片の非金屈介在物

ぐらいであろうか①。当遺跡は、砂鉄系荒鉄 （製錬生成鉄で、表皮スラグや捲込みスラグ、更にば炉材粘土などの央

雑物を含む原料鉄）の精錬鍛冶を主作業とし、大姑の鍛造糸IJJ'i'を残した鍛冶工房であって、少砿の製錬滓と、鍛錬鍛

冶尚が確認されて、硫化マンガン系介在物を当遺跡内産物から出すのであれば、砂鉄系原料に由来する可能性もあり

うるであろう。砂鉄中には、マンガン (Mn)は含有するが、 1戒黄 (S)との関係が今一歩判 りずらい。 しかし、砂鉄

系鉄塊で硫化鉄 (FeS)の介在物は、かなり検出しているので、 砂鉄系の可能性を全i(ti否定する事は出来まい。ただし、

今回のウルル貝塚出土鉄釘は微址ながら銅 (Cu)も含まれている。やは り鉱石系由来品であろうか。今後の研究課題

としておきたい。

次にPhoto.12の SE(2次屯子像）に示 した黒色味を恐びた多角形のスピネル （酸素配岡数 6の酸化物R304の組成

になるような複合酸化物）系介在物の高速定性分析粘果を Table.9に示す。こちらの検出元素は、鉄 (Fe)9,087、

アルミニウム (Al)3.881、マンガン (Mn)904、娃素 (Si)308、硫黄 (S)56の強度 (Count)/JIilとなる。硫化マン

ガン (MnS)系を含みながらもアルミニウム (Al)の多い介在物である。

Photo. 12の特t'l:X線像から読みとれるアルミ ニウム (Al)の白色輝点の北中炭の大きいのは強度に比例している。

また、定糾分析結果をみると 、57.6%AI203-3l .68% Mn0-7. 3 % F'c0-0.076%Sとなる。

このアルミナ (Al2伍）系介在物と硫化マンガン (MnS)系が混イ：,: する介在物を含む鉄器の出土例を八重IL!諸島で

みると 、18世紀に比定される西表島の船油スラ所の鉄釘が存在する,2,。これら成分系鉄素材の産地は大陸側に求めら

れて、沖縄全域にわた って搬入されていた可能Nも考えなければならないであろう 。沖縄には複数以上の鉄素材供給

ルー トがあったのであるまいか。更には廃鉄器転用の再生品をともなうので、その実態は、かな り複雑な梯相を呈す

るであろう。

(2) 五｀銭 (OKIN-8)

① lkJI恨観察

中国前漢．貼代の石鉢銭である。完形品であった。外観写具を、 Photo.16の中に示す。CMA調査は周緑部11!1lH1iを行なっ

た。試験に1祭しては、表面の酸化）l¼ をii1.000のエメリーペーパーを用いて研摩した1(1jを対象とした。

② CMA調査

Photo. 13の SE(2次屯：：（-像）に分析対象Tfliの組織を示す。鉛入 り胄銅鋳物の組織で樹枝状結品 (Dendrite) を形

成している。:ff鉢銭は鋳物としては小物で冷却辿度は吊いため、結品は小さい。

この対象Hliの高速定性分析粘果がTabel.10である。検出元素を強度 (Count)順に並べる と次の様になる。銅 (Cu)、

錫 (Sn)、塩索 (Cl)、アンチモン (Sb)、鉄 (Fe)、鉛 (Pb)、硫黄 (S)、砒索 (As)、コバルト (Co)、燐 (P)である。

高速定性分析で検出された各元素の特性X線像をPhoto.13に示す。SE(2次祝十像）には、試科表ii1iの組成状態

が読み取れる。円味をも った白い個所は、腐政をされたところで亜酸化鉗 (Cuprite: Cu20)とな り、ここは特性x

線俊では銅 (Cu)が抜けて、塩素 (Cl)に白色輝点が犯中する。また、SE(2次屯子像）で淡黒色円形状は硫黄 (S)

の多いところである。この硫黄 (S)は、腐食によって生じた銅の硫酸塩 ：CuS04・3Cu (OH) 2あた りで、Hじく塩索 (Ci)

は、海水のNaClの汚染であろう。

中間色の):J-i色部分は、/:):金1函 (Matrixmetal)の銅 (Cu)であって、銅(Cu)の白色輝点はここに媒中する。錫 (Sn)

と鉛 (Pb)は1/苅食されやすく 、偏析粒としての明瞭さに欠く状態であっ た。定が分析結果は、71.5%Cu-26.3%Pb-2.5% 

Sn合金となる。なお、定拡値として鉄 (Fe)が1.4%含有されて、硫黄 (S)との結合の硫化鉄 (FeS)の存在を考え

てみたが、これも明確ではなかった。鉄 (Fe)はむしろ、銅鉱石山木と解釈すべきであろう。
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中国の戦国時代には、商業が盛行し通行の発行があったのは衆知の通りである。中央部では牒具の鋤に似せた竹徘l

貨 （布銭）があり 、北部と東部では小））の形とした行銅貨切貨）が流通した。これらの通貨の組成は、鉛人り背銅

である。鉛含布址は少ないもので10%前後、多いものは50%以上と報告されている 3。当IIかの,,,海l貨に多；1しの鉛が柾

合されているのは、多州生産に伴う銅、錫の節約と鋳造性の向上を図った理由によるものとの説もある＇ 。今同、調

査した五抹銭は、前漢代のものであるが、金属糾成的には、鉛人りの存鉗で、戦同時代の成分を世弱したものであ っ

Table. 11に酸化IJ知のついたままでの高速定性分析と定糾分析結果を示す。98.3%Cu-l.4%Sn-1.9%Fe;rJl成で、鉛

(Pb)を捉えきっていない。非破壊分析はデータにかなりのエラーが出ることを弁える必安があろう 。

3 -4 湘i~11村束逍跡/1\土逍物

(!) 鉄鍋 (Ol~IN-11 )

① 肉LIT墳観察

鉄禍17緑部近くの破片である。外1(1jは口麻部近くと、その下方に 2、間の,11,,;j;'が滸く 。表裏は！！！．褐色）JJLに).J.!ふりを発す

るが保存状態は良奸で令属鉄の残存が f測された。Ji/みは3_5mmから 5n,111程度であった。試材は11緑部を避けて底部

祈りの縁辺部を採った。

② マクロ組織

Photo. J6の⑤に投影機の20倍で」蔽影したマクロ組織を示す。外枡側に0.5-1.0"''"程炭の気泡をもつn幼欽である。

ただし内外J1l1j表恥iに脱炭組織を:frしており、鉄鍋として使）llされたままではなく、 1発鉄器転用の鉄索材として 「Fげ

（脱炭）」 の然処理の影愕が一祁に現われていると考えておきたい。

13) ~'fl微鐙組織

Photo. l4.l5.J6に示す。まず、 Photo.14の⑤から観察する。該品の中央部は過共品糸Ill成の白幼鉄 (¥¥"hite cast iron) 

であって1J、]外表1(1iJ,;,,:は鈷化するがその内側残留金屈鉄は脱炭糾織 (DccarburizcdStruclare) となっている。脱炭は、

内側でfJil'/の約13%、外側で36%程炭である。

鉄鍋として鋳込まれた時は 、 l~JJ•,J:全休が中央部でみられる白色板状結，［山の初品セメンタイトと 、）に地のオーステナ

イト （常温でパーライト ）とセメンタイトの共:111111のレデプライト (Ledebulitc) で形成されてし、た これが鍋として

投焚を採返すと外側表）•,'1 は酸化されつつ漸次脱炭を受ける。 化学式で表わすと次の様な現象であろう 。

2 Fe+02→ 2 FeO・ …・・ (1) 

FeO+C→ Fe+CO・・・ …(2) 

鉄鍋は酸化を受ければ、 (1)式によりその表1f1jに酸化物 (FcO)ができ、次に (2)式により脱炭が起る。鉄鍋の脱

炭は低温なので、進行速）文は極めて近い。恐らく数年以上の使用においての脱炭であろう。鉄鍋内部の炭素は拡散に

より表rfliに移動し、 一酸化炭素 (CO)ガスとなって脱出する。したがって⑤糾織を見れば、中央部は翡炭素 (C:4.5% 

以上）の白鋳鉄であるが、内外表J,;1は表!iiiに近ずくにしたがってパーライト-tJr1'1', 部からフ ェライト）,,viと変ってゆく 。

ここで問題は、外側面は、火に炎られて酸化を受けて前述した (1)(2)式に沿って脱炭現象が起るのは納得される。

しかし、内J[Jj側は括焚の内容物があって脱炭されるか否かである。 もう少し類例を調査しなければならないが、現状

では内lfli脱炭が鉄鍋の使用中に起るものではないと仮定して、鍋の底抜けなどの破相で廃東鉄器とな ったものの鉄索

材への転用過程で、鍛欽素材として「下げ ：脱炭」を受けかかったものと解釈しておきたい。

鉄縞の脱炭現象が確認、された調査例は別に沖縄県平良市の住）哨逍跡出土鉄鍋例がある う。今後、鈷化の少ない金属

鉄の残留した鉄鍋を注邸して剥微鏡観察をしてゆくと、脱炭現象の類例は削）111してゆくものと考えられる。

この沖縄の白鋳鉄鉄鍋の脱炭現象をみて想い起すのは、中国）＜陸の漢代に盛行した鋳鉄脱炭の起源の間：趙である。
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戦国時代の鋳造鉄器の鼎 （かなえ）の:1'1i:焚使用で脱炭現象をみいだし、鋳鉄の硬くて脆い金屈が酸化脱炭で鍛造1JllI: 

の可能な粘りをもつ銀の転化に約目したのではなかろうか。この問題は又、後日論じてゆきたい 6)。

なお、脱炭組織の拡）口をPhoto.14の①～④ に示すので参照されたし。

③ ビッカース断面硬）文

Photo. 15の② ～④ に白銑鉄I:}材から脱炭されてパーライト 、フェライト組織に変化していった個所での硬殷測定の

圧狼写兵を示す。硬度伯は、白鋳鉄で634Hv、パーライト析11',ilbl所で25811v,完全脱炭で純鉄となったフェライト域

で166Hvであ った。白鋳鉄の硬くて脆い組織から脱炭を受け,,次化した現象が硬度1直からよく説みとれるであろう 。

④ 化学糾成

Table. 2に示す。顕微鍼；式料に金屈鉄の残りの良い個所を使ったので、分析試料は黒釣部を少虻充当するところとなっ

た。分析元素数も限定された。該品は、始発原料が砂鉄か鉱石を検討するために、二酸化チタン (Ti02)と、バナジ

ウム (V) を分析した。前者が0.01%、後者が0.005%と低伯である。この結果からみると 、鉱石系の刈能性をもつ

ものの、最終的判断は鉄中非金屈介在物の!,ij定が必要である。 とは云 っても、鋳鉄には介在物は少なく 、今回も未検

出に終っている。次に指椋となるのは酸化マンガン (MnO)であって、これも低値は鉱石側に肌色はあがる。

3 -5 肖!I!.城関連出土逍物

(I) 鉄釘 (OKIN-12)

① |女JI恨観察

琢釘の中の角釘の］種である。J如'{長 さ77"""あって 7X 8 """を計る。ほぽ完形品であるが錯ふくれ甚しく、特に煩

部のJ:r¥折部は赤褐色の＄，りが多い。先端部よ り成料を採11又した。

② 卯微鋭組織

Photo. l 7の①＠）に示す。金）函鉄は鈷化して黒鈷化する。しかし、仰かにパーラ イトの痕跡があって、鉄中の炭素 (C)

： r:.: は0.2%前後の亜共析鉗と椎定される。また、鉄中の非金屈介在物は象lj落し、それの抜け・沿ちた礼しか確認できない。

検鋭での確実な確証は得られていないが、介在物糸lj{各flの形態からみて鉱石系の可能ti:があ りそう である。

(2) 羽17先端浴融物 (OKIN-J3)

① 肉lit!観察

白色微粒のよく梢整されだ粘土を用いた羽u先端の浴融物を供試材とした。浴跛物は、黒緑色を足 したガラス化滓

で同iii¥的に緑iり粒が、1収在する。

② マクロ組織

Photo. 20の上段に不す。 賠黒色ガラス質ス ラ グ中に、 白色粒の金属釧粒、淡茶褐色のマグネタイト

(Magnetite:Fe304)、淡J火色長柱状のフ ァイヤライト (Payalite:2F'eO・SiOi} らの徽小結品が認められる。

③ Wl微鏡組織

Photo. 18. 19に示す。Photo.20のマクロ組織に斜かいに矢印がついた方1川を縦断 した鉱物組成をPhoto.18の⑤ 、

Photo.19の③ に示す。球状の白い粒は命属銅 (Sn.Pb含む）で、これに多角形淡茶褐色のマグネタイト、淡灰色l乏杵

状のファイヤライト 、某地のII附黒色ガラスt'tスラグらが認められる。各結品は小さい。;j、、1口粘土は高温ま で上って浴

融してガラス化した後、各鉱物は成長することなく急速に冷却している。これら鉱物の折、大写真をPhoto.18の①ー③、

Pholo. 19の①②に示す。

④ ビッカース1折1(1j硬度

Photo. 18の④ に白色粒状銅の硬度J・f.狼写良を示す。硬炭値は48.ZHvであった。純鉄であれば751-Iv前後となるが、

それよりも軟竹は銅である。なお、白色粒状と表現しているが、これを実際に如微鋭で観察すると 、銅の場合は赤銅
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色を星している。該品も赤味を;;;;=びていた。

⑤ C/l!A調査

Photo. 21のSE (2次屯子像）に示した白色粒状の銅粒と、淡茶褐色多角形のマグネタイト (Magnetitc:Fe:i01)、淡

灰色長杜状のファイヤライト (Fayalite:2FeO · Si切） 、 店地の II酎~じ色ガラス質スラグの向速定性分析結果をTable. 1 2 に

示す。検出元素は、 1佳素 (Si)、鉄 (Fe)、アルミニウム (AI)、カルシウム (Ca)、j/u) (Cu)、錫 (Sn)、亜鉛 (Zn)、

カリウム (Ca)、チタン (Ti)、マグネシウム (i¥lg)、マンガン (r-ln)らである。

銅粒は、錫 (Sn)、鉛 (Pb)を含むので、鉛人り ff銅であって、他元素は、各鉱物紐成に見合った検出であった。

銅粒は小粒ながら大址にあるので、 12、13、14、15と番号を付ったものの定州分析を行なった。その結果をPhoto.21

の下表に示す。73.5-86. 0% Cu-15 .0-26. 2% Sn-0 .6-2. 7% Pb組成となる。鉛人り竹銅であって、 これに鉄 (Fe)

を1.6-3.3%含む。当羽口は、鉛人り粁銅品の行銅品の鋳辿）Jiffに使用されたと椎定される。

(31 j.Ju]滓 (OKIN-14)

① |会JIil!観寮

鮮緑色を呈し、銅がらみの滓と判る小定形泣である。表面に12111111の木炭痕を残し、気泡の如I',が，•.·.~化する。裏面は

凹凸の少ない）JJLに木炭を付芹するガラス部が認められた。29gの小塊であり、浴解そのものも大きな容器ではなく、

取鍋かルッポからの排滓ではなかろうか。

② マクロ組織

Photo. 22の① に 51行の投影機撮影写真を示す。k側に伯径 3"""前後の桁l'I形の鉗凝狛部が，認められる。も側の）、

部分はII行黒色ガラスt'tスラグである。 ここでも小11,,J粒が点在するのが認め られた。

③ 顕微鋭糾織

②～⑤は、マクロ糾織で，認められたp'(径 3"""の銅粒の組織である 。 j~)),り地上に淡患色拉や淡l:J~ 白色多角形結品らが

品出する。 この組織をフ ッ酸 ：1、硝酸： 1、水 ：3の混合液で腐直 (Etch) したのが ①⑤である。鋳辿組織で顕

杓な傾向は現われなかった。

⑥～⑧は、 Iii):黒色ガラス質ス ラグNI¥の鉱物糸IL成である。白色粒状は金屈銅(Cu)であり 、淡}:J{色,1,定形粘品は錫酸化

物SnOである。

④ ビッカース1舶(1i硬Ii

Photo. 22の③ に11¥径 3"""釘,]粒の硬｝如．ーI:痕を示す。硬1文値は65.311vであった。純釧ではなく、錫 (Sn)一銅 (Cu)

合令と想定できる。

⑤ 0.IA調究

Photo. 23のSEに示したi炎閣色粒と1,同地銅の高辿定1-t分析結果をTable.13に示す。検出元素は、銅 (Cu)、錫 (Sn)、

倫黄 (S)、銀 (Ag)、燐 (P)などである。i炎黒色粒の個所は、 Photo.23の 特t1Iぶ線像の硫黄 (s) をみると、ここ

で白色輝点が集中して認められる。定姑分析値で82.9%Cu-13.6%Sとなる。一枡の硫化銅である。恐らく銅地金は、

黄銅鉱 (CuFeS2)系鉱石を始発原料とするものであろうか。少なくとも 二次汚染からの影押ではなさそうである。

次にPhoto.24のSE (2次氾 ff象）は、淡）火白色多角形粘品の分析を対象とした。Table.14の邸迷定性分析をみる

と、銅 (Cu)と錫 (Sn)、これにアンチモン (Sb)の加わった化合物である。定州分析侑は69.0%Cu-l4 .6%Sn-19. 6% 

Sb-l .2%Pbとなる。鉛人り竹銅に1月係するのではなかろうか。

更に、ガラスt1鉱物とこれにーイ滋定形結品を品出する個所の分析を行なった。分析対象個所は、Photo.25のSE(2 

次屯子像）に示す。主なる検出元素は、ガラス質を形成する珪素 (Si)、アルミニウム (AI)、カルシウム (Ca)らと 、
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錫 (Sn)、銅 (Cu)、鉄 (fc) となる。Photo.25の特性X線像をみると、汁淀形結品は錫 (Sn) に白色輝点が狼中す

る。小銅粒は鉗J(Cu) iji.f本で、錫 (Sn) の浴込みはない。該滓は浴礁温度の低い滓であった。

以上、 31Jtl所の分析粘果からみて、当銅禅は、銅粒中に合金元・索の錫 (Sn)が固浴しない状態で認．められた。何ら

かの理由で高温化しきれない条件があったのであろう 。 しかし、前述した羽U先；；；/rl浴蘭糾物とは:ti・機的な繋りがあるの

ではなかろうか。

1-1) 椀形滓 (OKIN-15)

① 肉1恨観察

表面は黒褐色を吊し 、 中 ~hみで緻密打の滑らかJJIL をもつ椀形滓のほぽ定形品である。 端部片隅に羽口浴融のガラス

質倖を付豹する。裏面はI'll,'りと布する）］／しに木炭狼と反応痕を残す。

② 別微鏡糾織

Photo. 17の③～⑤ に示す。鉱物組成は、白色粒状のヴスタイ ト (Wtistile:FeO)、淡灰色盤状結晶のフ ァイ ヤライト

(Fayalite:2Fc0・Si02)、これに砧地のII鉗I_¥色ガラス質スラグから構成される。鍛冶枠組織である。

③ ピッカ ースl折1(1i硬1文

Photo. 17の⑤に硬度u:_=Jh写良を示す。硬1文値は425Hvである。ヴスタ イトの文献上の硬I虹lれは、 450-5001-lvであっ

て＇ 、下限を若「切っているが、バラッキの範IJ月でヴスタ イトと lnJ定できる。

① 化学組成

Table. 2に示す。全鉄分 (TotalFe)が54.03%と多く 、このうち、金屈鉄 (MetallicFe)が0.99%、酸化第 1鉄 (FcO)

58.88%、酸化第 2鉄 (Fc20:i)10.40%の内lj合である。ガラス質成分 (Si02+Al20:i+CaO+ MgO十恥O+Na20)は25.822%

と翡め仰,, ,j にある。 ガラス t't成分中の塩），~tu成分 (CaO+MgO) はあまり多くなく 2 . 08% であった。 砂鉄特―イl成分二

酸化チタン (Ti02) が0.17%、バナジウム (V) が0.006%と両成分は少なく、かつ、銅 (Cu) が0.302%と邸めは始

梵I);(料に鉱石系鉄素材の鍛冶を行な った朽と考えられる。又、酸化マンガン (MnO)がO.l9%と低めもこれを裏付ける。

鍛冶作菜は、鉄器製作に判 っての鉄素材の成分，J翡；冬II、iに1JI出された柏錬鍛冶泣に分類される。

4 . まとめ

沖縄県竹富島のカイジi兵貝塚II',」-.の鉄器調脊に際して、周辺辿跡の逍物（金1函器主体で一;';:j¥;月「lと伽h幸、鉄滓を含

む）もjjf:せて調在した。

1)カイジ浜貝塚 ： 新石器II.¥;代?!¥f,土器の/•;•':位から/I',士した鉄釘と鉄片の調1f:結果である。鉄素材は、鉄中非金屈介

在物のヴスタイト (WtistiLc:FeO)の残存状態と介在物象I]洛痕状態からみて鉱石系の低炭素銀の軟紺と想定される。向

鉄器は、鈷化が激しくて金属鉄は残仔せず、黒鈍からの情報である。

2)銘苅古墓群 （那覇市）： 近批磁の鉄釘 3本と銅釘 1本、銅装飾品 2本の調孔勺である。全lはいずれも鈍化鉄のゲー

サイ ト (Gocthite:a -FeO・OH)化していた。これも［じ錯からの情報である。鉄索材は鉱石系低炭素鋸の充当である。

銅釘と釧装飾品は、すべてITT!成分系で合令冗素の派）Jllのない純鉗が使川されていた。 jj,ij釘は、そのままでは •I次 f't な

ので、加 Lil.りの鍛辿比をあげて強化し、 ビッカ ース硬度を107Hvを確保していた。銅装飾品の飾板は、加 Lしやすい

,1次化焼鈍を施して使）廿している。理に叶った材料充当である。

3)ウルル貝塚 （久米島） ： ，凋在は弥牛IIが代から平安時代初の鉄釘と．打鉄銭である。鉄釘は船釘で特折釘に分類で

き、金屈鉄の調査粘呆である。鉄素材は、鉄中の非金斬介在物に硫化マンガン (MnS)やアルミナ (Al203) を含布し、

これに銅 (Cu)が加わるので鉱石系の出来品と想定された。この系統介在物 (M11S.Al203) は、沖縄では西表の船浦
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スラ所や宮古の住｝病遺跡の出土鉄器からも検出される。原産地は大陸側ではなかろうか。列島内では、九ヽfl、|以東では

木発見の材質である。

なお、釘の製法は、折返し1111げのない丸鍛えであった。材質は炭素含有：贔が0.05%前後の柘1次鋸である。強度,,,j上

対策として、加工後の仕上温度を高めにとり、結品粒度の微糸Ill化を計っている。

次に五蛛銭である。糾成は鉛人り竹紳lであって71.5%Cu -2.5%Sn-26. 3% Pb-1.4 % Feとなる。五鉢銭は五妹の

銘を有する中国の古銭である。前漢の武帝の元狩4年 (1198.C.)に鋳たのが蔽初で、その後、 1惰代まで用いられた。

渡の墓などからよく出るが、しばしば改鋳されたため、形式や字体に変化が多いと言われている。す

該品は、戦国時代の行銅貨の刀貨とも成分系が近似しているので、漢代製の可能性がありそうである。今後は改鋳

品らとの成分比較をして時期については結論を出すべきであろう 。

4)新里村東遺跡 （竹富島） ： 13世紀後半代の鉄鍋である。過共品 (C:4.4%以上）組成の白鋳鉄である。表裏而共

に般表},;_1は脱炭を受けてフェライトとパーライトを析出する。外j(ijは救焚の採返しの加熱で酸化脱炭されたと考えら

れるが1J..JT11i側の脱炭現象は解釈に苫しむ。廃鉄再生の熱処理過程で放梨されたのであろうか。脱炭痕跡をii:めた鉄鍋

片は窮古のit/や逍跡出土品でも ，認められている。

5)首里城正殿・城郭 （那覇市） ： 鉄釘と鉗羽口 、 ~l滓、椀形海の高査結果である 。 鉄釘は 、 炭素批を0 . 2%前後含

イiした鉱石系鉄素材が使用されていた。黒鈷化したゲーサイトからの梢報である。

羽口は、先端部浴峨ガラス滓をみると銅入り "tfJ!i,J品の1JllI: に使用されたものである。組成は、73.5-86.0%Cu-

15 .0-26. 2%Sn -0. 6-2. 7% Pb-1. 6-3. 3% Feであった。

史に卸靡はルッポ浴解などの小規校作菜排出物の29gのものであった。これも 1前述;J:JIIに1焚l辿するもので倖組成は

69.0%Cu-l4.6%Sn-19.6%Sb-l .2%Pbとなる。

一方、鉄滓は鍛冶炉の炉底に堆積形成した椀形倖で、鉄素材成分調整で排出された鉱右系の梢錬鍛冶淫に分類され

た。 首里城1J、JIILL逍物は、城内での金」浄Ill1: の」：！ガが機能していた：ドを現わす証明逍物と考えられる。

．
．
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Photo.18⑤とPhoto.19③の撮影箇所

I 

XS 

羽u先端溶融物マクロ組織(OKIN-13)

表側 裏側

銅滓の外観写真1.2倍 (OKIN-14)

Photo.20首里城城郭出土の羽口先端溶融物マクロ組織と銅滓外観
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Photo.22銅滓(OKIN-14)の顕微鏡組織
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Photo.25首里城城郭出土銅滓(OKI 14その 3)の特性X線像と定塁分析値
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I 
ニコ ン ドイ逗イ言

カイジ浜貝塚の行くすえ

［第 2号］

1991年11月 7日（木）

沖縄県教育庁文化諜

r
 

-
-

ハ～イ．竹宮島にもサ、ンパがひんばんに見られ．秋の気配が感じられます。

この前の嵐はこわかったですね。これでもか．これでもかという自然の怒りは

やはり．何かを感じますね。

rコンドイ通信」第 1号はいかがでしたでしょうか。ところで

ブコ --1ジ浜貝塚の内容

おおまかには．

「カイジ浜

貝塚」の調査を11月21日までと申しあげましたが．諸般の事情により．今逍を

もって一時中断することになりました。そこで．急きょ第 2号をみなさまにお

届けします。

カイジ浜貝塚が竹富島で最古の遺跡である可能性を第 1号ではなしましたが．

それが現実のものになると同時に，八重山における唯一の複合遺跡（時代の異

なる遺跡が重なっている遺跡）であることがわかりま した。

4つの時代にわたって生活していたようです。図を見ながら

おはなしします。

上の段は貝塚を真うえから見たもので．それを横から見たのが下の段です。

人間が生活するとそこには必ず何らかの痕跡が残ります。その人たちがいな

くなったりよそへ移ると生活跡が砂や土で埋もれてしまいます。その場所に

新しく村をつくると．上のものより下のものが古いということがわかります。た

とえば．毎日の新聞を歪ねておくと ．下にあるものほど古いということです。

あたりまえのようですが．発掘調査ではそれが最も基本となって年代をきめて

いくわけです。前誼きが長 くなりましたが．カイ ジ浜貝塚は一悉上に明治時代

以降．次に西堀さんが居た頃 (1'1........,15世紀）．さらに「新里村逍跡Jとおなじ

第40図カイ幻兵貝塚の説明資料 l
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頃 (12-13世紀），一番下 には，竹富島でははじめての無土器時代（新 しく て

も10世紀頃で，いつごろからの遺跡であるのかはまだよくわかってない）の貝

塚です。

カイジ浜

→ M 
明治以降の施設
（石の間と底にシックイが塗られている）

-=l 
無土器時代の貝

9● • 一・---―_,, ●，ー， 9 ●''

屋敷囲いの
石積み
(14世紀？ ）

一・-・一●●●＂論・・ - nu  , -・

標高4m

縁石

"">====~ 9 、:;;, -_j ~ S) つ<;;_. -;.>つ-

＂ 1 m 

LL 

Ill 

ー
ー
レ

IV 

明治以降 (100年前）

白砂 14-15世紀 (500年前）

12-13世紀 (800年前）

カイジ浜塚

基本土層柱状図

10世紀以前 (iOOO年前）

第41図カイ幻兵貝塚の説明資料②
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遺跡の言重舌要セ主

このように． 「カイジ浜貝塚j は先島地域でも例のない遺跡であります。竹

富島の歴史はおろか．八重山の歴史や文化を知るうえで．とても貸重な文化財

であることは．みんなが認めているところですっ

その大切な島の財産をどうするのかは．みなさんが選択するわけです。今後

の fカイジ浜貝塚.lの行くすえを見守りたいものです。

母後に. 2ヵ月もの間．暑い日も雨の日も頑張っていただいた発掘作業員を

はじめ．多大なる協力を頂きました竹富公民館．竹富小中学校ほか発掘調査に

関わった方たちに心から感謝申し上げ． 『コ ンドイ通信j を終わらせていただ

きます。

あり力、、とうございました

／ J 
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第42図 カイジ浜貝塚の説明資料③
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カイジ浜貝塚発掘調査へ参加して

竹窃小中学校児童生徒

中3 東盛綾乃

初めて、発掘調究に参加しました。はじめに、岸本さんの話しを開きました。竹宜島には11か所に逍跡

貝塚が見つかっていると開いて、こんなにあるのかと鷲き ました。時間があるときに、ま た見に行ってみ

たいと思います。 発掘調究の前に追物をみました。イノシシの歯や須恵器のつぼ、ビロースク式土器や

くびかざり等いろいろあって、特にめずらしかったのがマンタの骨があって、昔はこれを食べていたのか

なぁ～～～～と疑間に思いました。

兌掘調在は、 1[と初難しくておばさんたちにやりかたを教えてもらって、なんとか掘れるようになりまし

た。 1時間半ぐらい掘っていたので腰がとっても痛くなりました。でも 、とても楽しかったです。たいヘ

ん勉強になりました。また、行きたいです。

中3 大浜信一郎

現在、竹甜島には11の追跡があるときいてびっくりしました。そのうち、最近発掘された追跡は、新昆

村だそうです。今回、発掘調介しているカイジ浜逍跡は、5年前に発見したそうです。

発掘して出てきたものには、土甘籾のはへん、シャコ貝を利用したおもり 、竹富島にはいないイノシシの

伯がありました。米をとりに西表に行って、ついでにイノ シシをつかまえてきたんじゃかいかという仮成

がありました。とても、すごいなぁと思いました。他に、弓の鉄のヤジリがみつか りました。マンタのしっ

ぽやマングロープの林にしかいないシジミやサメのせきずいがありました。とても不息議だなぁと思いま

した。

さあ ！、 いよいよ発掘調;Ji:です。ぼくは、人骨が出てこないかなぁと思いながら、 1時間半ぐらいコッ

コッとがんばってほりました。でも、出てきた物は、かたつむり 、宝具、サザエ、サンゴ、石でした。

カイジ浜貝塚は、竹窟で 1番ふる＜ 、今から約1300年前ときいてたいへんおどろきました。 また、いつ

か貝塚を発掘したいです。そして、必ず人骨を兄つけ出したいです。

中3 高那利彦

10月29日火II札日の 5・6校時にカイジ浜に行き、カイジ浜具塚を発掘しました。発掘された追物を見た

り、発掘するときの注慈をl}l-Jいたりしました。

発掘をしてみるととても難しかったです。掘っているとシャコ具やかたつむり、土器のはへんなどが出

てきて、とても感動しました。長い時間やっていると腰や手がいたくなったりしてとてもたいへんでした。

だけど、とても楽しかったです。また、ひまがあれば、カイジ浜具塚を発掘したいと思います。

-188-



中 2 内盛朝佳

私は、発掘調究は初めてなので、すごく大切なものをこわしはしないかなぁと心配でした。でも、思っ
たより簡単で「なんだ、掘ればいいのか…。」と思って掘っていたら 、おばさんが、「平らにけずっていく
んですよー。」と言ったので気づいてみると、私は、穴をほっていました。がんばってほっていっても出
てくるのは、石ころとカタッムリばっかり ・・・……。発掘なんておもしろくもなんともないの一。と思った
とき、なんか士器らしきものが見つかったのでうれしかったです。

発掘を休験して、いろいろなものがでてきた時は、とてもうれしかったし、時間になってももうちょっ
とやりたいなぁと思いながら1-n}りました。 また、この発掘をやってみたいと息いました

中2 上間 龍

生まれて初めての休験だったので、とても卯味があった。このカイジ浜貝塚は、竹甜，I,、がで番：古いこと
もわかったし 、竹-i;;;1:,jは、 ]1ヶ所の貝塚や追跡があることもわかった。発掘のときに、小さなスコップと
竹ベラを使って行ったが、僕の期待していた中同のお金は残念ながら出てこなかったです。

土器には、竹t記の土で作って焼いた土器もあるとIJfJいてすごいと思った。また、イノシシの骨や竹富島
ではいない具なども見つかったと， iうので、西表まで行ってもってきたんじゃないなと息った。

僕は、発掘，J恥1fに参加してけの人々の11:_活が少 しわかってきたような気がしました。そして、島の歴史
を学んで行きたいと思います。

中2 高那智恵

私は、初めてカイジ浜貝塚を見学しました。私は、けはカイガラや石、骨などを使っていろいろな道共
を作ったのですごいなぁと思いました。私がほって出てきたものは、カタッムリ、石、！！、 上器のはへん
などでした。出てくるたびに、 Iiiり）がワクワクしました私もていねいにほったつもりだけど、となりではっ
ているおじさんやおばさんのあとを見ると、道路よりもきれく、つきでている具も白くなるまで士をおと
してあったのですごいなぁと思いました。

中 1 登野原栄立

カイジ浜具塚に行ってとてもおどろいたことは、ここが約2000年前のものだと知ったことやおじさんや
おばさんたちが気楽に発掘していたのでぼくが想像していたのとはとても迎っていたことです。

ぽくたちも発掘に参加して、気楽に発掘することができたのでよかったです。2000年前のかけらを見て
とても！感動しました。
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中 1 与那国俊一

カイジ浜具版に行って、伐は竹宜には11もの貝塚があることがわかりました。僕が知っていた具塚は新

里村ぐらいしかなかったのでとてもびっくりしました。貝塚の発掘を1も年やっているとちょっとした何か

のはへんでもわかるようになるというのにも驚きました。それと竹窮でも背は土器をあか土で作っていた

ということがわかりました。最初のほうで掘った所は1000-1500年前で土が黒くて具がたくさんあったの

で昔は具もたくさんいたんだなぁと思った。

僕達が実際に発掘してみて感じたことは、ウスカワマイマイのからがたくさんあったのに篤きました。

掘っていると昔のことが想像できたのでやってよかったなぁと思いました。

カイジ浜具塚も文化財として残ってほしいなぁと思いながら帰りました。

中 1 内盛佳苗

竹窪島にも具塚があったのでびっくりしました。具がら一つで何年のものかわかるのですごいです。

尖際にやってみると、砂以外は、石でも何でもとらないといけませんでした。私は、かたつむりしか出

てきませんでした。光チが士器を兄つけたのですごかったです。また、やってみたいなぁと思いました。

小6 与那国美穂

10月29日 （火）の 5・6校時に、中学生と 5・6年'.I--:でカイジ浜具塚の兄学に行きました。沖縄児教宥

庁文化諜のお じさんに品明を1サlいたりしました。今までにカイジ浜具塚から出てきた土器なとを見たりし

ました。マンタのしっぽの化石があったのですごかったです。

作菜にとりかかる前は 「人骨をさがすぞ ！」と張り切っていたけど、探し始めるとずっと座っているの

でつかれて、何か出てきそうにないので、とってもやる気がなくなりました。それでも、人江先生とじょ

うだんを言いながら探しました。でも、 出てくるのはカタッムリばっかりでてきました

「もう終わるよ ！」と百ったので、ラッキーと思いました。反省を言うとき 、私は人骨探しのことも言

いました。

その日はと ってもつかれたけど、いい経験をしたなぁと思いま した。つかれるけど、もう 一度人骨探 し

は無理だとしても 、上器さがしでもいいのでやりたいです。

小6 浦崎美香

10月29日の 5・6校時に中学生と いっし ょにカ イジ浜具塚を見学し ました。

沖縄県教育庁文化課のおじさんがせつめいをして下さいました。

そこでは、おばさん達が具や土器いろいろなものをさかしていました。カイジ浜で見つけた物を見せて
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もらいました。マンタのシッポやいのししの歯や土器がありました。すごいなぁと思いました。説明のお
じさんは、土器の一部を探したら、これは、ここらへんだなぁとすぐわかるのですごいなぁと思いました。
竹宜には現在、 11か所の追跡 ・具塚が見つかっているそうです。

小5 登野原光子

10月29日、中学生全員と 5・6年みんなでカイジ浜具塚にいきました。自転車に乗って行きました。私
は、 Iiりもきたことがあります。1i1iきた時よりも人が多くて、テントもはってあり、いかにも発掘現場のよ
うに見えてきました。

沖縄県教脊庁文化課のおじさんがいろいろ説明してくれました。今は、こんなに小さいけどあと20メー
トルぐらい続いているそうです。カイジ浜具塚は現在、竹百で兄つかっている追跡の中では、最も古い逍
跡になる 11]能性があるそうです。今、見つかっている追跡は、 11ヵ所もあるのでと ってもすごいなぁと思
いました。そこには、サメなんかの歯やマンタのしっぽなどがありました。

その後、私たちも尖さいに発掘作棠をすることになりました。かんたんだと思っていたけど、けっこう
むずかしかったです。私が見つけたのは、土器一つとかがみです。そのほかはかたつむりばっかりでした。
発掘作業は、とてもつかれました。
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下段：コンドイ貝塚近景とカイジ浜貝塚遠景（北側より望む）
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PL.8 上段： 10区~14区 第 5層面の状況（南側より望む）

下段： 8区~11区 第 5層面の状況 ( " ) 
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PL.10 上段： 17区~21区 第 5層面の状況（南側より望む）

下段： 17区~19区 第 5層面の状況( " ) 
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PL.15 0~2区の第 3層上面の貝溜り（上段：東側より望む、下段：南側より望む）
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PL.18 0~2区の第 3層下部面 （上段：東側より望む、下段：南側より望む）
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PL.20 0 ~ 2 区第 4 層 b 面検出のピ ット群と 0 区南壁の状況
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PL.22 2区第 3層下部検出の第 1号地炉（上段：西側より望む、下段 ：南側より望む）
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PL.24 4区第 2層下部検出の第 3号地炉（上・下段とも西側より望む）
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PL.25 12区 2層下部検出の第4号地炉（上・下段とも西側より望む）
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PL.26 18区第2層下部検出の第 5号地炉（上・下段とも東側より望む）
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PL.28 0区検出の石囲いの遺構（上段 ：上面観、下段：堆積層の状況）
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PL.30 遺物検出状況 （①・② 石斧、 ③ 貝製品、 ④・⑤ 土器、 ⑥ 陸産マイマイ、 ⑦ イノシシ下顎骨）
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PL.31 A群土器 (1~11 I類 a、12 I類 b)_ 227 -
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PL.32 A群土器 (13~18 I類 b、19~21 II類）
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PL.33 A群土器 (22~24Ill類 a、25 Ill類 b 、 26•27 N類 a、28~31N類 b、32~36N類C、

37 V 類、 38•39 VI類、 40VII類、 41~45 III・VJ類の外耳資料）
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PL.34 A• B群土器 (46A類、 47~50B類、51~53C類、 54・55D類、 56~59VIlI類 a、

60~63 VIlI類 b)
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PL.35 A~C群土器 (64VIll類 b、65~68VIll類の外耳、 69•70 E類、 71F類、 72・73G類、
74 H類、 75・76 I類、 77A群壺、 78・79B群壺・胴部、 80・81 XI類）
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下段：参考資料 (1~4端反碗 5扶入高台皿）
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PL.37 青磁 (1蓮弁文碗、 2・3雷文帯碗、 4~6外反口縁碗、 7王縁口縁碗、
8・9内彎口縁碗、 10杯、 11皿、 12盤）
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PL.38 須恵器及び掲釉陶器 (1須恵器、 1~4褐釉陶器）
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PL.39貝製品 (I・A装飾品、 2遊具、 3-5-6・8実用品、 4用途不明）
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PL.41 鉄製品 (1鉄釘、 2鉄鏃、 3板状製品）
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PL.42 石器 (1・2石斧、 3すり石）
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PL.43 石器 (4すり石、 5・6叩き石）
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PL.45 1陶質土器、 2円盤状製品、3ピール瓶製ナイフ
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PL.46 沖縄産施釉陶器• 本土産施釉陶器 (1灰釉碗、 2~4呉須碗、 5三島手嘉瓶、 6褐釉瓶、

7黒釉壺、 8~13本土産印判染付、 14釉下彩銅版転写皿、15クロム青磁、 16~18産地

不明）
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PL.47 沖縄産無釉陶器• 本土産無釉陶器 (1壺、 2甕、3瓶、 4~8壺か甕、 9~12摺鉢、
13・14器種不明）
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ヽ.、i...:>

資料整理状況（上段：復元作業

‘~、

下段：実測及びトレース作業）
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PL.51 資料整理状況（上段：トレース作業、下段：コンピューターによる遺物集計）
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PL. 52 

上

］ ッタノハガイ 2 クルマガサガイ 3 リュウキュウウノアシ

4 コウダカカラマッ 5 マアナゴウ 6 オキナワイシダタミ

7 サラサダマ 8 ニシキウズ
， ムラサキウズ

10 ギンタカハマ 11 コシダカギンタカハマ 12 ベニシリダカ

13 サラサバテイラ 14 フルヤガイ 15 チョウセンサザエ

16 チョウセンサザエの盗 17 カンギク 18 ヤコウガイ

19 ヤコウガイの盗 20 コシダカサザエ 21 オオベ‘ノスガイ

22 オオウラウズ

T 

23 アマガイモドキ 211 イシダタミアマオブネ 25 コシダカアマガイ

26 キバアマガイ 27 フトスジアマガイ 28 マルアマオプネ

29 オオマルアマオプネ 30 アマオブネ 31 ニシキアマオブネ

32 リュウキュウアマガイ 33 カノコガイ 34 アオミオカタ ニシ

35 テリタマキビ 36 コンペイトウガイ 37 ゴマフニナ

38 カタベガイダマシ 39 オニ ノツノガイ 40 メオニノツノガイ

41 コオニノッノガイ 42 アラレカニモリ 43 クワノミカニモリ

44 タケノコカニモリ 45 ョコワカニモリ 46 トウガタカニモリ

47 ヒメトウガタカニモリ 48 イトカケヘナタリ 49 センニンガイ

50 キバウミニナ 51 ウミ ニナ 52 イボウミ ニナ

53 ヘビガイの・一種 54 ヒダトリガイ 55 ムカシタモトガイ

56 マガキガイ 57 ネジマガキガイ 58 マイノソデガイ

59 イポソデガイ 60 スイショウガイ
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PL.52 ッタノハガイ科、ヨメガカサガイ科、ユキノカサガイ科、コウダカカラマツ科、
ミミガイ科、ニシキウズ科、フルヤガイ科、 リュウテン科、アマガイモドキ科、
アマオフネ科、ヤマタニシ科、タマキピガイ科、ゴマフニナ科、カタペガイダマシ科、
オニノツノガイ科、ウミニナ科、ムカデガイ科、スイショウガイ科
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PL. 53 

上

61 ラクダガイ 62 クモガイ 63 クモガイ （幼）

64 スイジガイ 65 トンボガイ 66 カワチドリガイ

67 ァッキクスズメ 68 シロネズミガイの一種 69 チドリダカラ

70 コゲチドリダカラ 71 サメダカラ 72 シボリダカラ

73 イボダカラ 74 タルダカラ 75 ヤナギシボリダカラ（幼）

76 ナツメダカラ 77 ナツメモドキ 78 ヒロクチダカラ

79 マメシポリダカラ 80 ウスムラサキダカラ 81 スソヨツメダカラ

82 サバダカラ 83 ハチジョウダカラ 84 ヤクジマダカラ

85 ホソヤ クジマダカラ 86 アミメダカラ 87 コモンダカラ

T 

88 カバフ ダカラ 89 ハナマルユキ 90 キイロダカラ

91 キイロダカラ （フシダカ） 92 ハナピラダカラ 93 ホシダカラ

94 ヒメホシダカラ 95 クチムラサキダカラ 96 ホシキヌタ

97 ヘソアキ トミガイ 98 トミガイ 99 ロウ イロ トミガイ

100 リスガイ 101 トラダマ 102 クチグロタマガイ

103 ホウシュノタマガイ 104 イワカワトキワガイ 105 ウズラガイ

106 スクミウズラガイ 107 シマアラレボラ 108 サツマボラ

109 ミッカドボラ 110 シオボラ 11 l フジッガイ

112 ホラガイ
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PL.53 スイショウガイ科、スズメガイ科、タカラガイ科、タマガイ科、ャッシロガイ科、
アヤポラ科
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PL. 54 

上

113 オキニシ 114 ガンゼキポラ 115 ウネレイシダマシ

116 ヨウラクレイシダマシ 117 コウシレイシダマシ 118 レイシダマシモドキ

1]9 ヒメシロレイシダマシ 120 レイシダマシ 121 ハナワレイシ

122 ムラサキイガレイシ 123 アカイガレイシ 124 キイロイガレイシ

125 キナレイシ 126 ツノレイシ 127 ツノテッレイシ

128 シラクモガイ 129 テッレイシ 130. コイワニシ

131 ホソスジテツボラ 132 テツボラ 133 クチベニレイシダマシ

134 クチムラサキサンゴヤドリ

下

135 タモトガイ 136 イボヨフバイ 137 アワムシロ

138 アツムシロ 139 トゲムシロ 140 ヨフバイモドキ

141 ヒメヨフバイ 142 ミスジヨフバイ 143 リュウキュウムシロ

144 キヌヨフバイ 145 ヒメオリイレヨフバイ 146 ノシガイ

147 スジグロホラダマシ 148 ヒメホラダマシ 149 ホラダマシ

150 ベッコウバイ 151 シマベッコウバイ 152 ヒモカケセコバイ

153 イトマキボラ 154 ナガイトマキボラ
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PL.54 オキニシ科、アッキガイ科、サンゴヤドリ科、タモトガイ科、オリイレヨフパイ科、

エゾパイ科、セコバイ科、イトマキポラ科
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PL. 55 

上

155 ベニマキ 156 リュウキュウッノマタガイ 157 ァャッノマタモドキ

158 チトセボラ 159 キイロツノマタモドキ 160 サツマビナ

161 チョウセンフデガイ 162 オオシマヤタテガイ 163 イモフデガイ

164 ミノムシガイ 165 ハマヅトガイ 166 オニコプシ

167 コオニコブシ 168 クロミナシ 169 クロザメモドキ

170 アンボンクロザメ 171 クロフモドキ

下

172 ミカドミナシ 173 マダライモ 174 サヤガタイモ

175 アカシマミナシ 176 サラサミナシモドキ )77 ヤキイモ

178 カバミナシ 179 ヤナギシボリイモ ]80 ヤナギシボリイモ（幼）

181 サラサミナシ 182 イタチイモ 183 オトメイモ

184 イボカバイモ 185 イボシマイモ ]86 アジロイモ

187 タガヤサンミナシ 188 ロウソクガイ 189 シロマダライモ

190 エンジイモ l 91 キヌカツギイモ 192 ヤセイモ

193 ムシロタケノコガイ 194 ベニタケノコガイ 195 タケノコガイ科の利i

196 ネジガイ 197 マキミゾグルマ 198 オオクチキレガイ

199 シイノミクチキレ 200 ナツメガイ 201 ハマシイノミガイ

202 ツヤハマシイノミガイ 203 スジハマシイノミガイ 204 イッシキマイマイ

205 クロイワヒダリマキマイマイ 206 オオベ‘ノマイマイ 207 ク．ロイワオオケマイマイ

208 オキナワウスカワマイマイ
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PL.55 イトマキポラ科、マクラガイ科、フテガイ科、オニコプシ科、イモガイ科、タケノコガイ科、

クルマガイ科、 トウガタガイ科、ナツメガイ科、オカミミガイ科、 ナンパンマイマイ科、
オナジマイマイ科
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PL. 56 

上

209 オオタカノハ 210 フネガイ 211 エガイ

212 ベニエガイ 213 オオミノエガイ 214 リュウキュウサルボウ

215 ソメワケグリ 216 クジャクガイ 217 リュウキュウヒバリガイ

218 クロチョウガイ 219 ミドリアオリガイ 220 シュモクアオリガイ

22] ヘリトリアオリガイ 222 リュウキュウオウギガイ 223 チサラガイ

224 チヒロガイ 225 メンガイ 226 メンガイの一種

227 メンガイモドキ 228 ミノガイ

I'、

229 ニセマガキ 230 ニセマガキの•種 231 オハグロガキ

232 トサカガキ 233 ノコギリガキ 234 シャコガキ

235 イタボガキ科の•種 236 クチベニッキガイ 237 ツキガイ

238 ウラキッキガイ 239 ヒメッキガイ 241 ヒレインコ

242 ケイトウガイ 243 シロザル？ 244 キクザル

245 カネッケザル 2116 キクザル科の•種 247 サルノカシラ？

248 クロフトマヤガイ 249 リュウキュウザルガイ 250 オオヒシガイ

251 カワラガイ
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已 ~ 
暉

211 
暉 暉

門
219 

218 

鼻鬱ヽれ、

PL.56 フネガイ科、タマキガイ科、イガイ科、ウグイスガイ科、マクガイ科、イタヤガイ科、ウミギクガイ科、

ミノガイ科、イタポガキ科、ツキガイ科、 キクザル科、 トマヤガイ科、ザルガイ科、
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PL. 57 

」•••

253 シャゴウ

256 シラナミ

下

257 リュウキュウバカガイ

260 リュウキュウナミノコガイ

263 サメザラガイ

266 リュウキュウマスオガイ

269 マルスダレガイ

272 アラヌノメガイ

275 アラスジケマンガイ

278 ケショウオミナエシ

281 スダレハマグリ

254 ヒメジャコ 255 ヒレジャコ

258 タママキガイ 259 イソ Iヽ マグリ

261 ヒメニッコウガイ 262 リュウキ ュウシラトリガイ

264 モチヅキザラ 265 マスオガイ

267 フナガタガイ 268 シレナシジミ

270 ヌノメガイ 271 オオヌノメガイ

273 カノコアサリ 274 ホ ‘ノスジイナミガイ

276 ヒメイナミガイ 277 ユウカゲハマグリ

279 マルオミナエシ 280 オイノカガミ
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PL.57 シャコガイ科、パカガイ科、チドリマスオガイ科、ナミノコガイ科、ニッコウガィ科、

シオサザナミガイ科、フナガタガイ科、シジミ科、マルスダレガイ科

-259 -



PL. 58 

上

ヵ—

1 左可動指

2 左不動指

3 末節

ゥ—

4 パイプウニ

メ

5

サ

,, 

6 l粛

7 介椎ヽ ¥'l・

8 11'椎'¥'!-

エイ

9 W椎骨

10 尾棘

11 鱗

ウツボ科

12 左歯骨

13 鋤骨

ハタ科

14 左前」．．顎骨

15 右歯骨

16 鋤竹

フエダイ科

17 左 前上顎骨

ョコシマクロダイ （フエフキダイ科）

18 右前上顎骨

19 1亡 ,iii上加骨

下

ハマフエフキ （フエフキダイ科）

20 右 llり上顎骨

21 左 111i士．顎'l'l・

22 右泊骨

23 左 歯骨

フエフキダイ科

24 左 Jj1j上顎廿

コブダイ （ベラ科）

25 右上咽頭骨

26 左 上咽頭骨

27 下咽頭骨・

A, (ベラ科）

28 下Iii矩頭骨

B (ベラ科）

29 下咽頭骨

A'or B (ベラ科）

30 右 上咽頭骨

C (ベラ科）

31 左 llli上顎骨

32 左前上顎骨
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，鯰 凡 I 影
,- ~ •—•——= -

鬱；~ 量 3 ーヨ遍レ ~i-1 I ＇ 2 6 7 8 

4 

゜11 
~1' I-

17 

零 16

゜
10cm 

｀ 戸

20 
21 

、-み
23 

25 26 

喝
30

ふ`28 、24 L 
31 

ム
32

J 10cm 

PL.58 魚骨
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PL. 59 

上

イロブダイ （ブダイ科）

33 右 Iiり上顎骨

34 右歯骨

35 右 上咽頭骨

36 左 上咽頭骨

37 下咽頭廿

ナンヨウブダイ （ブダイ科）

38 左上咽頭廿

39 右 上咽頭骨

40 下PIJ;J頭骨

ナガブダイ （ブダイ科）

41 下咽頭骨・

―,,・ 

ニザダイ科

46 尾部棘状の鱗

47 ,, 

モンガラカワハギ科

48 歯

49 泊

50 歯

51 左上顎

52 右下顎

ハリセンボン科

53 」]顎骨

54 歯骨

不明一①

55 左 IIり上顎骨

56 右 前」；顎骨

種不明 （ブダイ科）

42 右 ,~ii上顎骨

43 左 1fo上顎骨

44 右歯骨

45 左歯骨

不明一②

57 左 前上顎骨

58 右 りり上顎,~-

59 右 #I骨

不明一③

60 左歯骨

61 右 l,:l:_.・.I _、口Fl． 

62 脊,tH骨•

63 ケ

64 ,,, (B) 

65 ，，， （大）
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PL.59 魚 骨
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PL. 60 

上

サメ

］歯

エイ

2 鱗

ハタ科

3 左 t:iiL卜顎骨

フエダイ科

4 左前上顎骨

フエフキダイ科

5 左 前上顎骨

下 傷痕のある骨

魚骨

l ハリセンボン科 佑骨

2 ,, ,, 

3 介椎ヽ~J-

4 ヒレ棘

ウミガメ

5 1-r. 尺'f'l・

イノシシ

6 肋・l']-

7 左 )j歪骨 遠位部

モンガラカワハギ科

6 左 上顎骨

不明一①

7 左 H1i上顎骨

8 右 前上顎骨

不明一②

9 右 1i1i土顎骨

10 左 前上顎骨

11 右 歯骨

不明一③

12 左 陥骨

13 右歯骨
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-゚---PL.60 上段：魚骨、下段：傷痕のある骨
一1 10cm 
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PL. 61 

ウミガメ ウ マ

］ 腹 I jl 14 左 中手竹

2 緑 甲 ヤ ギ

リクガメ 15 右 土,,姐,,・,..IJ,. M2 

3 破 J;・ 16 ―イi ート．顎骨 l¥l 3 

ヘビ類 ヒ 卜

4 脊椎骨 17 如器骨

5 ,, 18 臼歯

オオコウモリ 19 右 大腿'ft

6 右 1•-1--.':'-1 、1I―"J• 20 左 大腿骨 （小児）

7 左 l .. *.I .、LIuJ• 21 k 枯節骨

ネズミ

8 オi ート顎骨

， 左 下りfl'l'l・

10 珀朴f;

11 イi _1-_)J宛骨

12 1,: ,..ノ1.'--,, 1 ，圧IJ'・ 

13 k 大腿骨
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溢
4 5 6 7 

編`Ill_.  

隻心鴻
I 亀~

髭 10 
8 ， 

虻吐磁・1 囁 』
3 2 

11 lZ 
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°—- --- -------------c 

10cm 

PL.61 ウミガメ 、 リクガメ、ヘ ピ類、オオコウモリ、ネズミ 、
ウマ、ヤギ、ヒト

翔
山
む
21
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PL. 62 

イノシシ

1 左 上顎骨 1 I 15 左 涙 、豆自

2 右 ヶ 12 16 右 側頭骨

3 右 ケ .r. 3 17 左 ，，， 

4 左 ‘’ 犬歯早 18 右 頬骨突起

5 左 ，， p3、4 Ml、2、3 19 腰 椎

6 左 下顎骨 11 20 肋 ,m日. 

7 左 ,, 
12 21 右 肩甲骨 遠位端

8 右 ケ 犬歯卒 22 右 ,, ケ

， 右 ,, 犬歯り 23 右 中手骨lV

10 左 ク 犬歯？ 24 左 ク IJ] 

11 左 ケ p 2,3、4 25 ,, II or V 

12 左 ，，， M1 26 ケ [[ or V 

13 左 ケ M2_;l 27 左 中間手根骨

14 右 訳 ,rnFl • 
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PL.62 イノシシ
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PL. 63 

イノシシ

28 右 」．．腕骨 骨イ本一遠位端 46 左 踵、,t 竹休

29 左 ケ 辿位端 47 tr. ケ ク

30 右 枠八' 、,,IJ,. 近位端 48 左 ク ケ

31 左 ❖ 近位端～骨体 49 左 ／／ 
,, 

32 右 尺 ,fiFl l. 近位部～骨体 50 左 ケ 近位什端はずれ

33 左 ケ 近位部 51 左）排 、I1-JJ. 逃、o•-•f-'止•L均山ru・

34 右 宵ノし 骨 1:.1部 52 右 llf 、l1"il-l• '11'休

35 右 大腿骨 竹体 53 tr. 中足骨 Ill 

36 左 ケ 骨体 54 左 ケ [IJ 

37 右 閾i ,ra目. 允イ'r~ 55 左 ク lV 

38 右 踵骨 骨休 56 左 ク V 

39 1i ク ケ 57 オi ,, V 

40 右 // ク 58 右 第4足根骨

4 I 右 ケ ケ 59 右 晶Ni骨 W or lV 

-12 オi // ，， 60 左 ク 0 01 V 

'13 オ; ク ,, 61 左 叶11!1)'¥i'

44 左 ，，， ク 62 オi末l!li'i'l・

45 ii". ，，， ,, 
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